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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが設立され， 京都府内の公共

的事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施し，その保存 ・活用及び研究を行

うようになってから，すでに 7年が経過いたしました。その間，京都府内の

発掘調査件数も年々増加を続けてきました。一方，私達は，文化財を大切に

する考え方を普及 ・育成するだけでなく，これらを後世に伝えるため，日夜

努力しているつもりであります。その手段のーっとして，本書のような報告

書を刊行し，斯学向上に寄与いたしたいと思います。また乙の『京都府遺跡

調査報告書』のほかに，『京都府遺跡調査概報』・『京都府埋蔵文化財情報』

もあわせて刊行し， 当調査研究センタ ーが実施した発掘調査結果を報告して

います。

本書Iζ収めました「古殿遺跡」は，昭和61年度に調査した遺跡で，数多く

の土器や木製品が見つかるなど，多くの成果をおさめました。この調査を実

施するにあたりましては， 京都府教育委員会 ・峰山町教育委員会等の関係諸

機関の御協力を受けただけでなく ，酷暑 ・厳寒の中でも多く の方がたが熱心

に作業に従事していただきましたこ とを明記して，厚くお礼申 し上げます。

昭和63年 3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究セ ンター

理事長 福山敏男
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1. 本書は，京都府中郡峰山町古殿lζ所在する京都府立峰山高等学校の体育館建築工事に

伴う古殿遺跡の発掘調査報告書である。

2. 本調査は，京都府教育委員会の依頼を受けて，財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンターが昭和61年8月4日から同年12月2日にかけて現地調査を実施した。

3. 現地調査は，財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター調査課主任調査員小山雅人

・調査員鍋回 勇が担当した。現地調査及び本書作成にかかる経費は、京都府教育委員

会が全額負担した。

4. 出土遺物の整理と本書の作成は，鍋田が行い，編集には調査第l課土橋 誠が劉 和

子の協力を得て行った。

5. 写真撮影は，遺構を鍋田 ・戸原 ・藤原が行った。遺物写真は， 主に元京都大学文部技

官高橋猪之介氏に委託し， 一部調査第1課調査員田中 彰と戸原が行った。

6. 本書の執筆は，鍋田 ・戸原 ・藤原 ・黒坪が行い各節の文末にその名を記した。また，

付載として，下記専門分野の諸先生方の玉稿を掲載した。

京都大学名誉教授島地謙，京都大学木材研究所助教授林 昭三。

大阪府立三島高等学校地理学教諭徳丸始朗。

7. 調査の実施並びに本書の作成にあたっては，各方面の方々，各機関から専門的なご指

導 ・御教示並びにど協力を賜った。 記して謝意を表する。
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はじめに

はじめに

古殿遺跡は，京都府中郡峰山町字古殿lζ所在する。昭和52年に，府立峰山高等学校の工

業棟改築工事が行われ，その立会調査の結果， 土器の包含層が確認されたことから， 急拠，
（注1)

京都府教育委員会によって発掘調査が実施され， 遺跡として認識されるに至った。

この調査により，古殿遺跡は，弥生時代後期～古墳時代前期および平安時代～鎌倉時代

に営まれた集落遺跡であることが確認された。さらに，遺跡の範囲については，岡高等学

校の敷地全体が想定された。

その後，昭和57年には，岡高等学校の校舎増改築が計画され，工事に先立って，当調査
（注2!

研究センタ ーにより，古殿遺跡の第2次調査が行われた。乙の調査でも，第1次調査とほ

ぼ同時期の遺構が検出されるとともに，多量の遺物が出土し，多大な成果を収めている。

今回の調査は，同高等学校の体育館新設に先立つ発掘調査であり， 古殿遺跡の第3次調
（注3)

査である。当該地は，これまでの調査結果から周知の遺跡であるため， 事業者である京都

府教育委員会管理課からの依頼を受けて，当調査研究センターが調査を行った。体育館の

建設予定地は，かつては校舎の建設されていたと乙ろで，その後調査前まではテニスコー

トおよびクラブボックスとして利用されていた。第1・2次調査地との位置関係では， 工

業棟（第1次調査地）の南側，浄化槽（第2次調査，第4トレンチ）の西側にあたり，乙れま

での調査地と近接している。したがって，乙れらと関連した遺構の検出も予想された。結

果は，弥生時代後期～古墳時代後期，平安時代の各時期の溝が検出され，多量の土器 ・木

製品が出土するなど，従来の調査同様，大きな成果を収めることができた。

今回の調査にあたっては，周到な準備をするとともに，下記のとおり，調査組織を決定

し，昭和61年8月4日から周年12月2日までの約4か月を費やして，発掘調査を実施した。

発掘調査総括責任者 荒木昭太郎（事務局長）

発掘調査責任 者 中谷 雅治（調査課長）

発掘調査担当者 小山雅人（主任調査員）

鍋 田 勇（調査員）

発掘調査事務責任者 中西 和 之（総務課長）

なお，調査期間，整理期聞を通じて，峰山町教育委員会，府立丹後郷土資料館，府立峰

山高等学校，同高等学校史学部その他関係諸機関をはじめ，峰山 ・弥栄町の地元作業員や
（注4)

調査補助員 ・整理員ほか多くの方々から御協力，御指導を賜った。記して謝意を表したい。

（鍋田 勇）
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京都府遺跡調査報告書第9冊

第 1章遺跡と調査経過

第1節 位置と環境

丹後半島は，標高500～600m前後の山々がそびえ，いわゆる丹後山地を形成している。

その山聞を縫うように，佐濃谷川，川上谷川， 野田川，竹野川， 福田川， 字川等の河川が

流れ，大小の沖積地を形成している。

丹後地方の文化は，乙れらの河川や沖積地を中心に展開された。中でも竹野川は，丹後

山地の主峰高尾山（標高623.2m），鼓ケ岳（標高569m)Iζ源を発し，大宮町の三重，谷内地

区の間で屈曲した後，中小12本の支流を伴って峰山町，弥栄町，丹後町と北流して日本海

lζ注ぐ，全長3lkm，流域面積約206.4km2にも及ぶ丹後地方最大の流域面積を誇る。竹野

川流域は，歴史的にも各時代で，丹後地方の中心的役割を担ったところである。

古殿遺跡は，竹野川流域で最大の沖積地である峰山盆地lと所在し，磯砂山地塊の東，久

次岳山系lと源を発する小西川流域lζ形成された沖積地の北側に位置している。

丹後地方の気候は，鈴木秀夫によると I区（西高東低の気圧配置になると， 必ず降水が
f注5)

ある地域）として区分されている。「京都地学ガイド」による と， 9月～3月の空模様とし

て，舞鶴市に雨の降った日が96日，雪の降った日が44日とされている。秋から冬にかけて

は毎日のように降水，降雪がある。舞鶴市より更に北の山聞にあたる峰山町では降水，降

雪日数は一段と多くなり，1年の約40箔にも及ぶ。また，舞鶴市での過去10年間の年平均

降水量は，2,165. 7mmを測り，大阪の1,465mmと比べると，約1.5倍になる。

気候環境については， 遺跡から出土する古代の花粉化石を分析することなどにより，先
（注6)

史以前からのものも次第に明らかになりつつある。

紀元前10,200年前後を境として，寒暖の交替の激しかった晩氷期が終わり，気候が温暖

化してし、く。乙れによって氷塊が溶解し，海面の水位を急上昇させ，日本海も拡大される。

いわゆる縄文海進の時代の始まりである。

丹後地方の縄文遺跡としては，早期段階のものが内陸部で確認されている。それ以降の

遺跡は海岸部で多く発見されているため，内陸部から海岸部への人の移動が考えられてい

た。由良川の自然堤防上にも近年，早期の遺跡が発見され，採集経済lζ有利な海岸部に近

い古砂li:Iとも古くから生活の場があったことがわかってきた。

縄文海進の時期を経て，縄文時代晩期から弥生時代初頭にかけては，再び、小海退期l乙入

る。北陸地方の日本海側では，年平均気温は 1°Cから－2°C，海水準でlmから5mも下が

った。沿岸部には低湿な海岸平野が出現し，乙こに営まれた遺跡が今海面下に沈んでいる

- 2 -



第 1図古殿遺跡及び周辺遺跡位置図（1/25,000)

1.古殿遺跡 2. カジヤ古墳 3. 湧田山 1号墳 4・湧田山2号墳 5.丸山 1号境 6.大耳尾1号
墳 7.大耳尾2号墳 s.西谷山l号墳 9・杉谷山7号墳 10.八幡山1号墳 ll.八幡山3号墳
12.扇谷遺跡 13. カジヤ遺跡 14.七尾遺跡 15.八幡池遺跡 16. 久次古墳群 17.途中ケ丘遺
跡 18.荒山遺跡 19・新町遺跡 20・光明寺裏山古墳群2号墳 21.大宮売神社遺跡 22.三重遺
跡 23.岩立橋遺跡 24.延利遺跡 25.裏陰遺跡 26・桑田古墳群 27・小宮谷 1 号墳 ＿？~：にこー
れ古墳 29.寺谷5号墳 30.黒部銚子山古墳 31.弓木1号墳 32.丸山古墳 33. オアゾ谷1・
2号墳 34.竜淵古墳 35・鳥取橋遺跡 36.坂野遺跡 37. かせ谷遺跡 38.奈具遺跡 39.柿の
さが遺跡 40・フキ岡遺跡 41・城楽寺遺跡 42・外村遺跡 43. 下上野遺跡 44，家谷遺跡 45.
網野銚子山古墳 46.小銚子古墳 47・勝山古墳 48・椎木谷古墳 49・石フロ古境 50.三津古墳
51.琴引浜遺跡 52.方谷遺跡 53，浅茂川遺跡 54・離遺跡 55.高橋遺跡 56. 離山古墳 57・
産土山古墳 58.神明山古墳 59. ア7 カオカ古墳 60.馬場ノ内古墳 61・宮の谷古墳 62・竹野
遺跡 63.吉永遠跡 64.大山北古墳群 65.桝塚古墳 6s.菅遺跡
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という。丹後地方でも同様な可能性は高いであろう。

丹後地方の弥生時代前期の遺跡としては，久美浜町函石浜，峰山町管沖波，網野町離，

浅茂川，琴引浜，丹後町平，竹野遺跡が著名である。これらの遺跡は，多くが沿岸部にあ

り，縄文時代の遺物も確認されている。縄文時代晩期から弥生時代前期にかけては，冷涼，

湿潤な気候が支配的で，厳しい気候環境下にある丹後地方では，水稲栽培が定着するには，

瀬戸内地方や畿内地方より多くの時聞を必要としたと考えられる。

乙のような前期弥生社会においては，水稲栽培のみでは需要を満たせず，縄文時代以来

の狩猟や採取によって補完を余儀なくされていたであろう。海退によって広がった海辺で

は，このような要求に答え得るタンパク源が豊富に採取できるため，生活の場をこの地に

求めた集落も少なくなかったのであろう。

弥生時代中期，小海退から海進へと転化する中で，海岸部の諸遺跡は廃絶して，竹野川

流域では集落遺跡の中心が内陸部へと移行する。大宮町岩立橋，延利，峰山町扇谷，七尾，

新町，弥栄町奈具，フキ岡，城楽寺遺跡等の遺跡が見られる。中期においてようやく定着

したと考えられる水稲栽培は，鉄器の導入等もあって，集落の分村，拡大等の大きな発展

をもたらした。

峰山町扇谷遺跡は，弥生時代前期から中期初めにかけて短期間に営まれた大環濠集落で
（注7J

ある。多量の土器，玉類，ガラス塊などが出土している。谷を挟んで扇谷遺跡南側に位置

する七尾遺跡では，前期の方形台状墓が見つかっている。また，峰山町途中ケ丘遺跡は，

前期から後期にかけての一大拠点集落である。畿内第1・第3・第5様式lζ併行する多量
（注8)

の土器が出土し，第2・第4様式のものもわずかにある。断続的に営まれた集落で，社会

の変動に即して分村，移住したと考えられている。同様に，弥生時代全般にわたる遺物が

確認されている遺跡としては，弥栄町鳥取橋遺跡がある。弥生時代も後期になると遺跡は

急激な増加を見せる。

弥生時代の峰山町の集落は，前期では竹野川支流の鱒留川沿岸に，経済的基盤を有する

途中ケ丘遺跡が成立する。続く中期初頭には，途中ケ丘遺跡に代わるかのように高地性集

落の扇谷遺跡が生まれる。 中期中様で再び途中ケ丘が活況を呈するが，中期後葉で再び縮

小し，弥生時代後期を迎える。

竹野川流域における，古殿遺跡と同時代の弥生時代後期～古墳時代前期の遺跡、としては，

大宮町大宮売神社，裏陰，三重小学校校庭，峰山町新町，荒山，八幡池，宮谷，弥栄町坂

野，丹後町吉永等の遺跡が知られている。これらの遺跡には，後期の繁栄に比べて古墳時

代前期には急激に規模が縮小するタイプ（八幡池，荒山，延利，岩立橋等）と，後期から古

墳時代前期へと引き続き繁栄するタイプ（大宮売，裏陰，三重小学校校庭，吉永等）がある。

（藤原敏晃）
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遺跡と調査経過

調査の経過第2節

比較的まとまった面積がある乙今回の調査地は， 体育館の新設に伴うものであるため，

などの理遺構の検出される可能性が高いこと，過去の二次にわたる調査から，また，と，

当初から調査可能範囲内において全面発掘を行った。由から，

東西を

50m 

調査地全体を4mの方眼lζ区分けした後，

「

クラウンド

マ

。

1 

i← 

館
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第2図

第l次調査：A～Dトレンチ
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」三三

第3図 調 査 地 地 区 寄j図

西から東へ1～9地区， 南北を北から南へA～I地区とし， それぞれの組合せを各地区の

名称とした。 遺物の取り上げは， この地区によっている。 なお， 南北のラインは， 現在建

設されている校舎を基準としたために， 磁北に対して西へlo傾いている。

調査は， まず重機による表土の除去から開始した。 調査地は， 高等学校の造成によって，

すでに旧地形をとどめてはいないが， 周りの地形観察から， 谷筋にあたることが予想され，

遺構面も深いものと思われた。 そこで， はじめに調査地と近接している第2次調査の第4

トレンチにおける遺構面を表土除去の目安とし， 地表下約lmまで全体を掘り下げた。 ま

た， 調査地の西側には， 土層の観察もかねて， 深さ約2mの排水溝を設定した。 その結果，

以下の乙とが明らかとなった。

①当地では， テニスコートの造成時に地表下O. 4mまで整地が行われている。

②さらに， それ以前には校舎が建築されていたため， 地表下lmまでは， コンクリートの

基礎によって， ところどころで撹乱がみられる。

③排水溝の南側では， 調査地の西側に位置する尾根の延長である地山が露出した。 また，

北側では大きな溝状に落ち込んでいる。

④地表下約lmまでは， 黒色粘質土層が厚く堆積し， その聞には淡赤褐色細磯層が薄くほ

ぼ水平に堆積している。

6 



遺跡と調査経過

⑤この黒色粘質土内lζは， 古墳時代から鎌倉時代までの土器が混在している。

これらのことから，今回の調査地は，その大部分がかつては谷であり，中世にいたって

現在の地表面近くまで埋没したことが判明した。以上は，ほぼ当初の予想、どおりの結果で

あった。しかし，この面においては，遺物は含まれるものの，遺構の検出には至らなかっ

た。そのため，再び重機を使い，調査地東側の下層調査を行った。その結果，さらに，約

0. 5m下層（Lニ 36.Sm）で古墳時代前期の土器が，約lm下層（L=36. 2m）で，弥生時代後期

の土器がまとまって出土し，これらの土器は面的に広がり，何らかの遺構lこ伴うことが予

想された。したがって，現在の面から下層に二枚の遺構面があると想定して，まず，調査

地全域を再び約0.5m掘り下げ，二枚の遺構面のうち上層にあたる遺構の検出を行った。

乙の上層の遺構面では，第E～V期 ・平安時代の遺構を検出した。平安時代の遺構につ

いては，結果的には，さらに上層での検出が可能であったといえるが，実際は，第田～V

期の遺構とともに検出を行った。乙の遺構面では，今回の調査中最も多量の遺物，特に木

製品がおびただしく出土し，粘質の土壌とあいまって調査は難渋をきわめた。

第皿～V期遺構の調査後は，調査地のなかでも遺構の密度の高いC～F・4～8地区に

範囲を限定して，下層の遺構調査を行った。この下層の遺構面では，第E期の遺構を検出

することができた。 （鍋田 勇）
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第2章過去の調査

古殿遺跡では，京都府教育委員会が昭和52年度に第 1次調査を実施し，当調査研究セン

ターが57年度に第2次調査を行っている。

第1次調査では，弥生時代後期から古墳時代前期にかけての集落と，平安時代 ・鎌倉時

代の遺構とが複合する遺跡であることが確認された。遺跡の範囲は，小西川沖積地より一

段高．い府立峰山高等学校敷地全体が想定され，弥生時代末から古墳時代開始期に乙の集落

が最も盛行していた乙とも明らかになっている。

第2次調査は，京都府教育委員会が旧校舎の老朽化と生徒数の増加のため，校舎の増改

築工事を計画した乙とにより実施された調査である。増築の計画された位置は，昭和52年

度に工業課の実習棟が建設された東にあたり，現存の普通教室の東西両側と，その北側の

旧木造校舎の跡地である。乙の地は，第1次調査の結果，弥生時代終末期に居住区になっ

ていたことが推定された地域にあたっていた。以下，第2次調査の成果について述べる。

第1節第2次調査の経過 （第4図）

発掘調査は，昭和57年6月21日の現地での協議を受けて着手準備に入り， 7月5日から

現地調査を開始した。当初，昭和57年7月1日から周年9月30日までを調査の予定期間と

したが，途中，調査地区が追加されたことや，予想以上の遺物が出土したこともあって，

最終的には10月30日までを費やすこととなった。

第2次調査地は，第 1次調査地の東及び東南部に位置し，校舎建設予定地内に合計4か

所の調査トレンチ（約1,200m2）を設けた。普通教室の北側に設けた南北12.Om・東西77.Om 

の調査区を第1トレンチ，普通教室の西側に設けた南北13.Om ・東西8.0mの調査区を第2

トレンチ，同じく東に設けた南北6.Om ・東西7.Omの調査区を第3トレンチ，この普通教室

の南西で設けた南北15.Om・東西6.5mの調査区を第4トレンチとした。調査は，第1次調査

の成果から，遺構面がかなりの撹乱をうけているものと判断し，まず重機によって包含層

上面までの整地層の取り除きから始めた。その結果，第1卜レンチの西部では，現地表下

0. 3mから黒褐色のj毒物包含層がほぼ確実に遺存しており，東半部では撹乱のはげしいこ

とが確認された。そのため，まず第1トレンチ東半部及び第3トレンチの調査を先行させ，

次に第1トレンチ西半部，その後に第2トレンチを調査することにした。各トレンチの遺

構面は，現地表面からそれぞれの深さで確認したが，全体として地形は，西北から東南へ

と下がる。第1トレンチでは， 2条の丘陵端部を切り土しており，両側の谷地形が自然に

- 8 -



正
6
5
 
4
 
-
3
 
-
2
 
-
1
 
0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 
11
 
1
2
 
1
3
 
14
 
1
5
 
1
6
 
1
7
岨
19
2
0
 
2
1
 
2
2
 
2
3
 
2
・
2
5
2
6
 
2
7
 
2
8
 
2
9
 
3
0
剖
3
2
3
3
 
3
4
 

A
 

B
 

,
,
,,
!-
-,
__
 

~
 
S
B
0
7
 

］
 
1
 

c
 

和
市

u
ドサ

。
可

E
 

5
0
0
1
 l¥ 

。

仁

”
 

第
l
ト
レ
ン
チ

S
帆
0
9

』 K
 

M
 

N
 

「
ー
コ

。
s
o
＂
／
戸

。
S
K
1
0
 

監さ
a
 

S
D
1
2
 

司
R
 

s
 

T
 

第
2
ト
レ
ン
チ

u
 

，
 1第
二4
弓
卜
〉レ
ン
チ

。
1
0
m
 

山 岡 山 貯 店 ） 鵠 州 開

c
 

。 G
 

M
 。

'° 
a
 

w
 

第
4
図
第
2
次
調
査
地
地
区
筈
1J
図



京都府遺跡調査報告書第9lilt 

堆積していったある段階で人工的に盛り土し， 平坦地をいくつかのフロッ クに分けて造成

している状況が観察できた。断ち割りによる下層の確認調査では，上流からの自然堆積層

が谷を埋めている状況を確認した。 第2トレンチ調査中に，浄化槽埋設予定地が調査区域

に追加された。この調査区を第4トレンチと命名し，継続して調査を行った。第4トレン

チでは，調査区内外の安全を図るために掘削前に鉄製パイルを打ち込む工法を採用した。

第2節第2次調査検出遺構

(1) 層位 （第4・5図）

（戸原和人）

第2次調査によって検出された遺構は，弥生時代後期～古墳時代前期のものと，平安時

代後期のものである。乙れらの遺構は， 調査によって確認された時期が全く別の場合であ

っても，それぞれの時期を決定した遺物包含層の土質が同ーのものであることがしばしば

であった。この状況は， 第1トレンチで最も顕著に現れており，谷堆積のより下流にあた

る第2トレンチでも同様の様相を呈していた。このことは，先に述べたように，この地が

北の山魁から南流する谷川の沖積作用lとより形成された扇状地形であるために生じた必然

的な結果であると考えられる。第2・4トレンチでは，遺構面が比較的フラッ トであった

ため，遺構形成後，埋没までの期間は比較的堆積地層の撹乱が少なし、。

調査によって確認した層位は，第1トレンチでは，約80層lζ分層された。

乙のうち，主なものについて 下層から見ると， 議SD04では， 暗灰色シノレ卜 と灰褐色砂

の互層よりおおむね弥生時代の後期中葉の遺物が出土している。次の黒色粘土lζ砂を少し

含む層では後期後葉の遺物，次の暗褐色土と灰褐色砂の互層でも前記同様の造物が出土し

ている。黒色粘土砂混層では布留式土器が出土している。黒色粘土l乙砂を多く含む層では，

布留式土器と庄内併行期の特徴をもっ土器が出土している。灰褐色砂層では庄内併行期の

土器，黒色粘土層では庄内併行期の土器と布留式土器を，最上層の褐色砂層では弥生後期

から圧内併行期の土器をそれぞれ出土している。

SD02では，下層からj唄に，黒色粘土層で庄内併行J札乳灰色砂層で同じく庄内併行期，

暗灰色土と灰褐色砂の互層 ・黒色粘土に砂を少し含む層 ・黒色粘土lζ砂を多く含む層 ・黒

灰色シノレ 卜層 ・黒灰色粘土層 ・黄褐色砂層 ・禍色砂層の各層からは布留式土器が出土して

いる。

SK03では，下層から，黒色粘土層から弥生後期中葉，黄褐色砂層から庄内併行期，黒

灰色土層 ・黒灰色シル 卜層 ・黒灰色粘土層から庄内併行期の土器と布留式土器が出土して

いる。
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過去の調査

付表1 第2次調査層位名 ・番号対照表（第5・9～11図）

層

層
互

互

ト

土

）

ル

砂

砂

シ

色

細

色

褐

色

褐

灰

褐

暗

一

ト

灰

一

ト

ル

（

土

ル

土

層

土

土

砂

シ

砂

砂

シ

粘

粘

色

色

色

色

色

色

砂

色

一
色

灰

褐

灰

褐

褐

灰

黄

禍

一
黒

暗

茶

黒

灰

灰

暗

白

暗

一珂
寸
パ
パ
川
パ
叫
什
バ
川

位 名（層） ~ 層 位 名（層）

io I黒褐色粘質土
11 I黄褐色砂（黄縄色細砂）

12 I暗灰色砂

13 I暗青灰色粘土

14 I黄灰色粘土

15 I黄灰色砂（山砂）
16 I黄褐色粘土

17 I砂土

is I青灰色磯
19 I灰色粘土

20 I磯（黄褐色）

21 I青灰色粘土

22 I砂礁

23 I黄褐色土

24 I青灰色土

25 I黄茶色土

26 I赤褐色磯

21 I茶灰色粘土

2s I黒青灰色粘質土

29 I黒青灰色土

3o I黄灰色粘質土糠混じり

31 I乳白色粘土

32 I灰色粘質土磯混じり

33 I褐色粘土曜車混じり

34 I黒灰色砂
35 I粘質土
36 I赤砂
37 I細砂
38 I地山
39 I黒色粘質土
40 I緑色粘土
41 I 黒灰色粘土（二次堆積）

42 I暗灰褐色砂（細砂）

43 I灰褐色粘質土

44 I灰褐色細砂（最下層）
45 I黒褐色細砂

46 I灰色シノレト

47 I暗灰色土下層

48 I盛土

49 I褐色砂層

ii 50 I乳灰色砂
51 I淡灰色砂

52 I赤褐色砂

53 I暗灰色粘質土

54 I黒褐色、ンノレト

55 I赤褐色粘質土（鉄分を多く含む）
56 I表土

57 I暗褐色土

58 I黒色粘質土砂磯

59 I黒茶色粘質土ー砂互層

60 I茶色粘土

61 I砂含む灰色粘土

62 I砂塊を含む黒灰色粘質土

63 I黒色土ー磯土互層

64 I暗黒褐色粘土一機土互層

65 I黒褐色粘土ー磯土互層

66 I黒褐色粘土層細砂混じり

67 I黒灰色粘質土曜襲混じり

68 I黒灰色粘質土砂混じり

69 I黒灰色粘質土多機混じり

10 I黒灰色粘質土多砂混じり
n I灰色砂質土

n I乳白色砂
73 I黒褐色粘土砂混じり

74 I褐色粘質土・青灰色粘質土ブ‘ロック混じり

75 i灰白色細砂
76 I暗褐色、ンJレト

77 I灰色粗砂

78 I白灰色細砂

79 I青灰色細砂

so I黄禍色砂

s1 I灰色細砂
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第2卜レンチでは， SDlOで下層から，また乳灰色砂層 ・暗灰色シノレ卜・黒色粘土の各層

から布留式土器が出土している。 同じくSKllの黒色粘土 ・黄褐色砂層でも布留式土器が

出土している。 SD12では，階灰色土 ・黒色粘土に砂を少し含む層 ・黒色粘土の各層から弥

生時代後期中葉の土器が出土している。また， SD22の暗灰色シルトと黒色粘土の互層から

は弥生時代後期後葉から庄内併行期の土器が出土している。

(2) 第 1トレンチ検出遺構（第4図）

既存の普通教室とグラウンドの間で旧木造校舎の跡地にあたり， 幅lOm・長さ8lmの校

舎建設が予定された地である。第2次調査中最も面積の大きい調査区であり，南北llm・

東西76rnの調査 トレンチを設定した。

検出した遺構は，平安時代に埋没した旧河道（SDOl）と土拡状遺構（SK09），古墳時代前

期に埋没した旧河道（SD02）及びその周辺施設（SX08等）と，同時代と考えられる住居跡

(SB05～07）などである。調査で出土した遺物も，第2次調査全体の過半数を占めている。

旧河道SD01・土拡SK09

19～22ライン上で検出した旧河道及び土拡状遺構である。現在，北側にグラウン ドが造

成されており旧地形をみることができないが，少なくとも本 トレンチ内だけでも 3か所の

谷状地形を認めることができる。乙の遺構は，その内，中央部の谷地形にあたる。

SDOlは，検出時の規模で幅7m・深さ0.75mの規模を有し，断面逆台形を示す。現状で

は14ライ ンあたりから緩やかに東に向かつて下がり， 19ラインを境に急lと深く落ち込む。

東の肩は，北の断面では撹乱部が多く不明瞭であるが，南の断面で土拡SK09を境lζ，急

勾配で立ち上がる状況を確認した。 トレンチ幅9mlとわたり検出した。

SK09は， SDOl内の落ち込みで，検出規模は， 直径1.3～1. 5mを河底から深さ0.5mで，

河道の肩部から1.3rn掘り下げた井戸状の遺構である。 SDOlから水の引き込み溝が幅0.7rn 

で検出されている。いずれの遺構も黄褐色礁層や黄灰色砂層（ベースの山砂）を基盤層とし，

灰褐色砂層 ・暗褐色粘土により埋まっている。

両遺構からは，糸切り底の丹後系黒色土器が数点出土したため，乙の遺構の埋没時期は

おおむね平安時代後期と考えておきたい。

旧河道SD021・2（第7図）

SD02 1は， SD022が埋没した後の氾濫で，蛇行しながら暗灰褐色砂層を押し流して埋

没した河道であることから 1本の遺構として扱った。

その流路は， 8～10ラインで検出した，北東から南西に向かつて流れる河道の最終形態

であり，その規模は，検出時で幅3.5～4. Om ・深さo.1～0. 3rnを測る。断面形はどく浅い逆

- 14 -
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台形状を示す。 その範囲は，遺構形成時の状況からも特定し難いもので，おおむね暗灰褐

色砂の範囲とその堆積の方向により推定した。乙の氾濫による流れ堆積は，第1トレンチ

では住居跡SB05～07を覆っており，第2卜レ ンチでは全域に及ぶ。すなわち， 古墳時代

前期の遺構面全体を覆っていることを確認した。

以上のことから，l日河道SD021は，古殿遺跡の古墳時代集落の終需を示す遺構という

- 15 -
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過去の調査

ことができる。

SD02-2は， 8～15ラインで検出した南流する古墳時代前期の河道である。SD02-lの右

岸までをも含めると最大幅llm以上を測り，生活面での断面で約5～6mを測る。古墳時代

前期の段階で護岸等に人の手が加えられ，比較的安定した状況を呈している。河底は，北

断面で検出面から1.5m，南断面で1.2mを測り，上流の北断面でより広く深い。これは，

後で述べる堰の構築によってもたらされた河道の変貌によるものである。断面の形状は，

上方でなだらかに聞くU字状を呈する。第2次調査中で最も多量の遺物が出土した遺構で，

古墳時代初頭から造物が投げ込まれはじめ，古墳時代前期には護岸工事と併せて堰が設け

られている。

堰は河道の上流よりで検出した遺構である。まず上流から下流lζ向けて斜めに杭を打ち

込み，その上流に土砂を積み上げたのち，盛土上lζ高床建物の転用柱材を流路lζ直交させ

て埋置している。その上部両岸には，上流で杭と板材を用いたていねいな護岸施設を施し，

下流では丸太材や杭を用いて土留めの護岸を施している。堰の上部中央には，水量調整の

ためのくり込みが前記柱材lζ施されている。 乙の堰の構築によって従来の平らな河底面が

改変を受けることとなった。すなわち，堰の下流で滝壷状の深みが挟られ，さらに下流で

は水が浮き上がるために河底がうねりをもって感り上がっている。

SK03は， SD022の東岸南よりに堆積した土器溜りである。その範囲は極めて不明瞭で

あったが，南北2.5m・東西5.Omを測る。遺物は数層に分けて取り上げた。 この遺構は，

遺物の構成が層位によって時期差を指摘できるものと思われる。

SD04 C第6図）

6ライ ン以西，第1卜レンチ西端で検出した北東から南西に流れる河道である。 検出幅

1. 7～3. Om ・深さ0.6mを測り，断面V字状を呈する。遺構を埋めた土層の内， 黒色粘土

層と褐色砂層には包含する遺物の構成lζ逆転がみられる。 これは，下層の褐色砂層が挟

られた上に黒色粘土層が落ち込み，さらにその上に上流の褐色砂層が堆積 したことによ

る。

SBOS～SB07 （第6図）

第1卜レンチ西端からSD02までの平坦地内には， 多数のピッ ト群とともに， 幅o.2～ 

0. 4mの細長い溝が，何本も切り合いをもちながら検出された。これらの溝とピッ ト群は分

類されて，3基の竪穴式住居跡と判断するにいたったが， 不明な点も多し、。

SB05は， SD04に並行する一辺をもっ幅0.3mの溝によって区画された，4.5m×4. 2m 

の建物遺構である。一般的な竪穴式住居跡の平面形態をとるが，棟を支える間柱が検出さ

れたことから，平地式の壁構造をもっ建物ではないかと考えられる。

- 17 -
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過去の調査

SB06・07はSB05廃絶後に建設されたものでL字状の溝を確認した。 SB07はSB06以降の

建て替えと考えられるが，SD04との切り合い関係を明らかにすることはできなかった。

SX08 （第8図）

検出当初，竪穴式住居跡の周壁溝と思われた溝状遺構は， 調査の進行に伴って，三時期

にわたる暗渠の排水施設であることが判明した。乙の施設は，幅O.4m・深さ0.2m程度の

溝を穿ったのち， それぞれ針葉樹の板材や角材を組み合わせて木樋をつくり，周囲を粘土

で巻いて漏水を防いでいる。 I期の水路は注水口の水溜めから2m下流で北に折れ曲がり，

さらに2.5m下流でもう一度西に折れる延長8.5mの構築である。 2回目の屈曲部の下流で

はくり抜きの木樋を用いるなど，三時期中最もていねいに構築されている。 日期では二回

折れ曲がり， I 期の水路と同様の構造で7mを測る。皿期の水路は， 最終的な改修で， い

日期の上面に，直線的lζ構築されており6.5mを測る。これらの水路の中には泥土の堆積が

認められ，排水機能を失うごとに改修が行われたものと推察される。また，排水施設の流

入口では，長さlOcm程度の杭を打ち込み， 50cm×50cmの二段lζ掘り窪めた水溜め状の施

設を確認した。さらに，その西では幅O.9mの溝状遺構を確認している。また， この施設

の北よりには， 直径40cm程度の袋状土拡などのピット群数基が穿たれているが， 排水施

設との関係は明らかでない。

(3) 第2トレンチ検出遺構

SD11 （第9図）

L・Mラインで検出した東から西へ流れる旧河道である。幅2.3～7. Sm・深さo.8～1. 5m 

を測り，断面V字型を呈する。溝は，上流の東で浅く狭い。下流にあたる西では急に深

くなり幅も広がる。

SK10 （第9図）

SDllの南岸に堆積した土器溜りである。その範囲は，極めて不明瞭であったが，南北

1. 5m・東西2.5mを測る。

SD12 （第9図）

0～Qライ ンで検出した北東から南西へ流れる旧河道である。幅2～2.5m・深さ0.4mを

測り，断面逆台形を呈する。 SDllより古い層位を示している。

なお，第2卜レンチ南半部では，第1トレンチのそれより一回り大きめのピッ ト群を検

出している。

(4) 第3トレンチ検出遺構 （第10図）

現地表下3.2mで，東lζ向かつて傾斜する地形の肩部を検出した。堆積層の中から，布

- 19 -
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過去 の調査

5町、

p 

Q 

R 

第10図 第 3 トレンチ 笑測図

留式の高杯脚部が出土した。第1トレンチで検出したSDOlもしくは， 25～26ラインで検

出した東へ向かつて下がる地形の延長と考えられる。

(5) 第4トレンチ検出遺構 （第11図）

第1次調査地の南に設けたトレンチである。第1次調査のDトレンチで南に向かつて大

きく落ち込み，第2卜レンチでは， SDllが南面に向かつて下がっているため，第4トレ

ンチの遺構面は棺当深いものと予想された。 しかし， 現地表から1.Om程度の深さで包含

層が確認され，平坦な面を検出した。

SD20・SD21・SD22

幅0.7m・深さ0.3m程度の溝で，集落内を縦横lこ流れる用・排水路であろうか。第l～

3トレンチに比して，出土遺物が古い様相を呈している。

- 21一
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過去の調査

SD20は，幅o.5～O. Sm・深さ約0.3mを測り，途中に撹乱を受けながらも8.0mにわたり

検出した。 SD21はSD20と直交する溝で，幅0.7m・深さO.3mを測り，5.5mlこわたり検出

した。 SD22はSD20と並行する講で，幅o.5～0. Sm・深さ0.25mを測り，5.Omにわたり検

出した。ζのほかにもSD20・SD22に直交する溝が2条検出されており，幅o.2～0. 25m・

和人）（戸原深さO.25mを測る（SD23・24）。

器土第2次調査出土遺物第3節

乙れらの出土した土器は，弥生時代後期から古墳時代前期のものが大半を占めるため，

この地域lζ共通する型式名が成立して土器を中心lと分類を行った。時期区分については，

いないので，便宜的に畿内の時期区分に従うこととする。すなわち， 弥生時代 ・庄内併行

第溝SD02-2から縄文土器，これらの遺物のほかには，期 ・布留式期の表現を使用する。

1トレンチ包含層から古墳時代の須恵器杯身 ・聾顎部片，溝SDOl内から，平安時代後期の

黒色土器がそれぞれ出土している。

口縁端部を欠そのうち，黒色土器は，糸切りの平底で，底部から内湾して立ち上がる。

内外面lζへラミガキ調整が認められる（第12図）。くが，

溝SD02-2の最下層に上流からの流れ口縁部を含む破片である。出土した縄文土器は，

それほど摩滅は受けていない。北白川下層式の羽状込みと考えられる状況で検出したが，

縄文土器である（第13図）。

土器型式名の設定（弥生時代後期から古墳時代前期の土器）、、，
ノ1
 

ノ，‘‘
、

＼＼手.－~·盛a〆
その形態 ・機能から，供騰に使用され出土した土器は，

る鉢 ・杯 ・高杯 ・器台，貯蔵及び供膳に使用されると考え

さらに棺に使用する目的で製作られる壷，煮沸及び貯蔵，
10cm 

黒 色土器第12図

。
されたと考えられる整と， 小型で，供膳 ・貯蔵 ・及び祭杷

の目的で製作されたと考えられるいくつかの器種に分類さ

れる。

その形態及び製作上の手法 ・技法により，壷は，

擬凹線文壷 A・二重口縁蚤（B・C・E・G）・装飾

壷 CD ・ F • H） ・ 二重口縁注口壷 ・ 長頚壷 （A） ・ 短
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文斐（A ） ・ 複合口縁斐(B ・ C ・ E•H ） ・ 「く」字口縁聾（D • E ・ G ・ I) ・ 長胴斐（A · B）・布

留婆（F）の 5種類lζ大別される。

鉢は，口縁部の形態及び製作手法により，擬回線文鉢 ・「ナデ」口縁鉢 ・直口鉢 ・無頚

鉢 ・二重口縁鉢の5穣類に大別され，さらに，底部lと穿孔のある有孔鉢，把手付鉢，底部

lと脚台の付く台付鉢l乙組み合わせられる。また，その大きさにより二分されるものがある。

鉢の形態をとるもののうち，明らかに土師器の範鴎で捉えられ，その様相の明らかなも

のを杯として分類した。

高杯は， 弥生時代後期から山陰地方及びこの地方で独自に発達した大型のA・B類， 弥

生時代からの一般的な形態のA・B類， 畿内からの影響のもとに発達した圧内 ・布留式影

響のC・D類などに大別される。

器台は，筒状の円筒部に上下がラッパ状lζ聞く器形の土器である。一般に査や鉢などの

供膳土器を乗せるものと考えられる。また，小型のものは，それぞれ小型の器種を乗せた

と考えられる。 高杯同様，弥生時代後期から山陰地方及びこの地方で独自に発達したA～

E類， 鼓型器台A • B 類と，畿内からの影響のもとに発達した圧内 ・ 布留式影響の小型品

(A • B類）などに大別される。小型の器台については， 時期的にその変遷を捉えることが

できていないので細分をひかえた。今後の課題としておきたし、。

蓋についても，時期的にその変遷を捉えることができていないので小型器台同様，細分

をひかえた。今後の課題としておきたし、。

乙の他，小型丸底土器 ・小型無頚壷などがある。

以下，各器種ごとに分類の概要について述べたい。

擬回線文壷は，その形態により 2類に分類される。すなわち， やや太目の頭部にあまり

肩の張らない胴部で平底をしたa類と，短く細目の頚部から短く立ち上がる口縁に肩の張

った胴部で，小さな平底のb類とである。それぞれは，口縁部の発達に伴ってさらにいく

つかに細分される。いずれの土器も器壁と口縁部内面を磨き上げることと，口縁部lζ擬凹

線文を施すという手法で共通している。

二重口縁査は，形態や製作上の手法が実に様々である。それが時期的 ・地域的な視点で

細分することが不可能であったため，形態により大きく 6類に分類した。

壷B・Cは，口縁部を強く横ナデし，屈曲した二重口縁Bから， しだいに口縁部が発達

し，庄内併行期（Cl～C2）を経て布留式期（C3～C5）の壷へ発展すると考えて位置づけた。

壷Dは，二重口縁査の中で，口縁部や肩部を中心にあらゆる装飾を施したものを一括し

ており，細分は，系列性をもっていない。壷Ebとしたものは，擬凹線文を持ち壷Cと様

相が違うものであり，別の分類とした。
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査Eとしたものは，前後の時期に係累のたどれるものがない器種であり，地域的な移動

（搬入）の結果，存在する土器と考え，ここにまとめた。

装飾壷Fと二重口縁壷および注口土器は，山陰地方を中心とした分布をもっ土器で，こ

れもまた搬入された土器と考える乙とができる。

査Hは，全体の形状のよくわからない土器である。あるいは山陰地方の甑形土器の口縁

であるかも しれなし、。

長!Ejj壷は，弥生時代の系譜を引くもので，その形態により 3類lζ分類した。 a類は，平

底で肩の張る胴部と，円筒状の頭部の先端で上方もしくは，内側lζ強くつまみ屈曲させ，

端部を平lζ仕上げるものCal）と，端部を摘み上げた後，4～5条の擬回線を施すもの（a2・

a3）とがある。擬凹線を施すものの中には調整としてへラ磨きを施すもの（a2）と，ハケ調

整を施すもの（a3）がある。 b類は， 前記の壷lζ比べ，胴部の球形化が進んで頭部の立ち

上がりが少なくなり，擬凹線を施すもの（b 2）でも 1～2条となる。 c類では，胴部の球

形化が更に進み，頭部は拡がり気味になる。

短頚査は，平底で体部中央lζ最大腹径をもっ胴部と，短く立ち上がり端部を摘み上げる

口頭部とからなる。b類としたものは，口縁端部の沈線の状況などから，あるいは長頚査

とした方がいいかもしれない。

広口査は，頚部から斜め上方に立ち上がる口縁（a）と，平底で肩の張る胴部から二段lと

屈曲して立ち上がる口縁をもつもの（b）とに分類される。

擬回線文聾は，口縁部の形態によって3類lζ分類した。すなわち， 頚部から口縁部にむ

け拡張して端部に面をなすa・b類と， 頚部から屈曲した後lζ，粘土紐を引き上げて複合口

縁を形成し，端部外面lζ擬凹線を施すc類とである。 c類は， a • b 類の発展した延長上

にあると考えられるが，複合口縁とした乙とにより，ζのつぎに成立するナデ整，さらに

二重口縁聾に発展する画期とすることを認めたい。a類は，上下に拡張し，その上部がよ

り強く拡張し，断面形が三角形になるものをbとした。それぞれは， 口縁部の発達lζ伴っ

て，さ らにいくつかに細分される。いずれの土器も，器壁を頭部まで削り込み器壁を薄く

仕上げるが， C3・C4の段階で体部外面や，口縁部内面をヘラ磨きするものが現われる。

口縁部を強く横ナデするナデ婆（婆Bl・B2）は， 圧内期lζ並行する時期の整と考えられ

るもので，前記聾Acの口縁端部を強く横ナデすることによって，上方に摘み上げた形状と

なる。 Ac4の段階で体部外商や口縁部内面をへラ磨きする手法は， 乙の段階まで残り，底

部も尖底ぎみになるが平底を残す。

二重口縁聾は，いわゆる山陰系斐といわれる整で，庄内期から布留式期にかけ盛行する

器種である。 Cl段階は，庄内期として捉え，C2段階を布留古式，C3・C4段階を布留式
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中段階と考えた。

このほかに斐E・Hがある。斐F・Haは，吉備系の裂で搬入品と考えられる。斐Hbとし

たものは，山陰系の大型聾で，棺としての機能を有しており，査に分類することもできる。

「く」字口縁警は，伝統的な器種で，平底の底部にあまり肩の張らない体部と頚部から

「く」字に屈曲し，斜め上方に立ち上がる口縁とからなる。 Dlは，口縁部を上方lと摘み上

げ，休部外面lとへラ磨きを施す。乙の手法上の特徴は，壷Ea・聾B2・Fl・Ilと共通する

もので， いずれも庄内期の特徴を示す。 D2は， 平底で， 内面lとへラ削りを施すが， 頚

部内面にハケ調整を行うのを特徴とする。 D3は，尖底ぎみの底部l乙内面へラ削り，外面

ハケ調整の後，体部から肩部にかけてへラ削りを施すのを特徴とする。

要Flは， 倒卵形の体部と斜め上方lと開き端部を摘み上げる口縁部とからなる。体部内

面は，横方向のへラ削りで，頚部に一部ハケ調整の跡を残し，休部外面は，縦ハケの後肩

部にハケを施す。口縁の特徴は，庄内式の影響が認められる。

斐Iは，腹径の張った胴部と，大きく屈曲し，口縁部内面を強くナデる特徴を有する。

他地域からの搬入品である。あるいは播磨系の製品かもしれない。

このほかの「く」字口縁饗としては，長胴聾A・Bがある。Aは，粗い成形で司調整も

口縁部と休部外面に簡単なナデを施すのに留めている。内底面lと有機質の焦げ付が付着し

ており，煮沸器として使用したことが窺える。 Bは，口縁部をやや摘み上げ休部外面lと粗

いへラ磨きを施す。

布留斐は，主主Flを除く， F2～4を当てる。 F2は，布留古相， F3は，中相，F4は布留

式の範鴎で捉えておく。

鉢は，その形態及び機能によって，鉢 ・有孔鉢 ・小型鉢 ・台付鉢 ・把手付鉢の 5類に分

類した。鉢A・B・Cは，擬回線文をもつものをA，端部を摘み上げるものをB，口縁を強

く横ナデするものをCとした。有孔鉢は，口径に比して器高の浅いものをA，口径に比し

て器高の深いものをB，口径に比して器高が深く口縁部を外方lζ屈曲させ，内面を強くナ

デるものをCとした。小型鉢は，底部平底で直口のものをA，底部丸底もしくは尖底のも

のをB，底部平底で口縁端部を摘み上げるものをCとした。台付鉢は，直口のものをA,

「く」字口縁のものをD，日縁部擬凹線文のものをB，口縁部二重口縁のものをCとした。

杯には，二重口縁の杯と，低い脳lを持つ低脚杯とがある。いずれも布留式期のものに位

置づけられる。

大型高杯は，山陰地方の影響を受けながら，乙の地方独自に発達した形態を示す。 A類

は，弥生後期前葉から中葉にかけて発達した器形で， Aaは，古相を示す。 B類は，後期

後葉l乙発達した器形で，その口縁端部の形態 ・手法は，壷B2, 主主Ab2, 鉢A2, 器台Bl
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に共通する。高杯A・Bは，弥生の伝統の中で発展した器種， Cl・2・Dは，圧内式期のもの，

C3・4は，布留式期のものとして分類した。

器台は，厚手の器壁で，筒状の円筒部lζ裾部端面を上部に引き上げ， 端面lζ波状文を施

したものをA類，筒部がくびれ脚部に比して受け部が大きく聞くものをB類、受け部が屈

曲して端部をナデるものをC類，筒部が円筒形で上下に均等に聞くものをD類，中央部か

ら上下lζ大きく聞くものをE類と した。B類は，口縁端面の発達により細分し， C類は，

筒部の技法の違いにより細分した。装飾器台は，口縁部形態差を器種の発達と捉え，器台

Bl→B2→C類の分類に従った。

(2) 第 1卜レンチ出土土器（図版第1～15)

溝SD04は， 10層に分け遺物を取り上げた。最下層アハシ ・ハカサゴド層出土土器は，

壷Al・長頚壷Aal• Abl, 整Aa2• Ab2・Acl・Ac2・Ac3・Ac4・Bl・B2・D2・G，鉢

C2，有孔鉢Bl・B2，台付鉢， 器台Blによって構成される。次K，コネサス ド層出土土器

は，聾Ac2• D・Iを主体とする。アカ・ハカサゴド層出土土器は， 二重口縁叢G，饗Acl

・Dl• D2, 鉢A2・A3, 有孔鉢Bl・器台Alζよって構成される。 コネサド層出土土器

は，二重口縁壷Bl，聾Cl，鉢Dなどによって構成され，査Bl，聾C1 lとより下層との土

器型式の変化に画期が認められる。コネサタド層出土土器は，鉢C2，有孔鉢Bl，高杯D

により構成され， 高杯Dによって畿内庄内期との並行関係が窺える。サド下層出土土器は，

有孔鉢A3などによる。 サド層出土土器には，聾Dl，小型鉢Blなどがある。ハカサ ド層

出土土器には，婆Ac3，有孔鉢B2などがある。コネ ド層出土土器は，装飾壷Da・Db，杯，

有孔鉢C，大型高杯Bl，高杯B2，器台B2，把手付大型鉢Aなどによって構成される。

カサド層からは，擬回線文壷Ab2・壷Ab3，墾Ac2・Ac4，有孔鉢Al，器台Blによって構

成される標識的な遺物が出土した。第2章第2節の遺構のと乙ろでも述べたように，それ

より下位のコネド層との逆転がみられる。

溝SD02-2は， 16層lζ分け遺物を取り上げた。最下層サシド層出土土器は，二重口縁査

Eal • Ea2，聾Ac3・Bl ・ Cl・ C2，鉢B2• Cl· C3 ， 大型高杯Aa・C3 ・C4 ， 器台Bl, 鼓型器台

B類によって構成される。高杯Aaの弥生後期， 二重口縁壷Eal • Ea2の庄内並行期， 高杯

C3・C4の布留式と遺物の混在が認められる。コネド層出土土器は，注口土器 ・斐C3など

で構成され，注口土器の圧内期と，斐C3の布留式期との混在が認められる。 ニハサド層

出土土器は， 二重口縁壷C3・ Ea•Eb， 短顎壷A2， 聾C2 ·E， 有孔鉢A2・ B2, 台付鉢c,

高杯Bl・B4・C2・D，鼓型器台B類，葦によって構成される。全体に庄内並行期の様相

を呈する。 アハシ ・ハカサゴド層出土土器は，二重口縁壷Bl，査H，短頚壷B，広口蓋

- 31 -



京都府遺跡調査報告書第9冊

B類，斐Aal・C2・C3・Dl・D3・G，長胴饗B類，高杯Ac，小型器台B類，蓋などによって

構成される。コネサス ド層出土土器は，装飾壷F，台付鉢D，大型高杯B2，高杯B1・ B3, 

小型器台A類，蓋によって構成されている。サシゴ ド層出土土器は，整Cl，小型無類壷，

小型丸底土器Cl，小型鉢Al，台付鉢A2，小型器台A類， ミニチュア土器などによって

構成される。サド層からは小型器台B類が出土している。コネサ ド層出土土器は，査C2,

器台A・Ca，装飾器台B1 によって構成されている。器台Aは， 弥生時代の特徴を示し，

器台Caは，古墳時代の特徴を示している。また，壷C3と装飾器台は，その形態 ・手法か

ら，圧内併行期の特徴を持つものとして捉えることができる。コネサタ ド層出土土器は，

壷Cl・C3，鉢Alによって構成される。査は庄内併行期の特徴を示し，鉢は弥生後期の様

相を呈する。 コネサスド層出土土器は，主主C2を中心とする，山陰系の二重口縁婆で，在

地系のものと，鳥取県千代川流域からの搬入品によって構成される。布留式の古相を示す。

コハネド・コハシド ・コハイドの各層は，混在しながらも概ね布留式期の土器によって構

成される。オカサド層下面からは，聾F2が出土しており，布留式の古相を示しており，

オカサド層出土土器は， 装飾壷Dd, 器台B2によって構成される。 カサド層からは，斐

C4が出土しており，布留式期でも中葉の様相を示している。

土拡SK03では， 4層lこ分け遺物を取り上げた。最下層コネド層出土土器は，装飾壷Fl,

聾Acl・Ab2，長胴饗A，小型鉢A2・B2，大型高杯Ab, ミニチュア器台などによって構成

される。聾Ab2，大型高杯Abなどによって弥生時代後期の時期が想定できる。

第1トレ ンチ包含層では， 9層lζ分け造物を取り上げた。オカサド ・コハド ・サド上・

コ不ド ・コハシド ・コハネド ・コネサド ・ハカサ ド・ コネサタドの各層からは，弥生 ・庄

内・布留の各時期の遺物が混在して出土した。

(3) 第2トレンチ出土土器（図版第16・17)

溝SDlUま， 7層lこ分け遺物を取り上げた。最下層のサ ド層出土土器は，二重口縁壷Bl,

長顎壷Aa2，護Acl・Fl,ミニチュア土器によって構成される。二重口縁壷Bl，斐Flの

構成により，庄内期の古相の段階を想定できる。 「サド下」層からは，二重口縁壷C4が出

土しており，布留式古相を示す。アハシ ド層出土土器は，二重口縁壷C4・G，斐Ha, ミ

ニチュア土器によって構成される。二重口縁壷C4により布留式古相を示す。 オカサド層

からは，小型丸底土器のC3が出土している。

溝SD12は， 3層lζ分け遺物を取り上げた。最下層のアハ ド層出土土器は，長頚壷Aa3

で，弥生時代後期の様相を呈する。コネサ ド層出土土器は，広口壷Al，装飾壷Fl，小型

鉢Cで構成される。アハシド層出土土器は，斐Ac2，大型高杯Ab，高杯Clによって構成

つ臼
円

ο
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される。 との内，高杯Clは，上面の出土である。高杯Clを除く と， 全体として弥生後期

中葉頃の時期が想定される。

土器溜りSKllは，溝SDllとの区分が不明瞭で，出土した土器も同期のものが大半を占

めた。コネサド層からは，器台Cb, D，小型丸底土器E6などが混在して出土した。

(4) 第4トレンチ出土土器（図版第18～22)

溝SD20は，l層で遺物を取り上げた。コネサド層出土土器は，長頚壷Acl，聾Cl，高

杯Ab，器台Blによって構成される。斐Clにより庄内期が想定される。

溝SD21は，2層として遺物を取り上げた。下層のコネド層出土土器は，擬回線文壷Aal

・Abl，聾Aal・Abl・Acl・E・G,鉢A2, 器台Bl, 蓋，小型平底土器，小型丸底土器，小

型無顎査などによって構成される。全体の器種構成により，弥生時代後期に比定される。

コネサド層からは， 台付鉢Bが出土している。

溝SD22は，l層で遺物を取り上げた。コネド層出土土器は，壷Aa2，長頚壷Ab2，鉢，

台付鉢，把手付鉢，高杯Ab，葦，などによって構成される。全体の器種構成により，弥

生時代後期に比定される。乙の他，ピッ ト群からは弥生時代後期の土器が，包含層からは

庄内併行期から布留式期にかけての土器が混在して出土している。 （戸原 和人）

第4節第2次調査出土遺物木製品

(1) 出土木製品の集計

第2次調査で出土した木製品は，登録したものだけでも992点にのぼり， その他の小片

も含めると1,000点を越える。第l次調査でも300点を越える木製品が出土しており，古殿

遺跡の出土品の中lと占める木製品の割合がいかに多いかがわかる。

ここで扱う木製品は保存状態もよく，制作当時の状態をよく留めているが，その材質が

有機質であり，千数百年を土中で過ごしているため，内部の腐食はずいぶん進行している。

乙れらのことを考慮して，木製品については出土後ただちに洗浄作業を行い，現地で水槽

をつくって保管することとした。現地調査が終了した後もまず，木製品の整理からとりか

かっfこ。

(2) 第1卜レンチ出土木製品

第1卜レンチで出土した木製品のなかには，重機掘削の段階から出土したものも多くあ

る。全体地区割りの前に出土したものについては， SD02 2の西肩を境lとして，西地区と

東地区で取り上げた。 そのため，東地区の中にはSD02-2上層の遺物が多く含まれた結果
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となっている。乙の調査区で出土した木器は，土器同様，各調査区中最も多い。 中でも，

SD02からの出土は315点で，出土木器全体の約325ぢにのぼる。特徴的な遺物としては，堰

迫構lζ転用された高床建物の柱材や案 ・盤などの什器類がある。中でも，四脚の案はこの

遺跡を特徴づける遺物として特筆すべきものである。次lζ，東地区で取り上げたものが106

点と多く，全体の約11；；；ぢ，西地区では93点で約9箔， SD08では65点で約7箔となる。第

1トレ ンチ全体では583点で，出土木製品全体の約59務を占めている。

これを製品別に見ると，土木建築材が最も多く，全体で163点あり， 16%を占めている。

次に部材，雑具，食事具，容器，紡織具，農具，工具の順となる。
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(3) 第2トレンチ出土木製品

第2トレンチでは包含層出土の木製品が最も多く，次いで溝SDllからの出土となる。

包含層出土の木製品の多くは，第1トレンチ SD02-lの下流での堆積とも考えられる様相

を呈している。中でも大型の盤は，上流からの流れ堆積の砂層内から出土した。紡織具と

したものは流された状況を呈しておらず，ーか所にまとまって出土したため，一括品とし

て扱った。この調査区で出土した木器のうち，特徴のあるものとしては，万装具（柄部）が

上げられる。本品は，調査区の東南隅の包含層からの出土品で，埋納施設等は一切確認さ

れておらず，遺構との関わりで検討できるものではないが，古墳出土の木製万装具の多く

が腐食のため原形が不明であることを考えれば，貴重な資料といえる。

(4) 第4トレンチ出土木製品

乙の調査区から出土した木製品の特徴としては，柱穴内lこ埋置された礎板がある。調査

域が狭く，周辺の遺構の性格が明らかでないが，少なくとも建築物が配されていた乙とが

窺える。また，包含層から出土した下駄は， 今回の調査中，唯一の平安時代の木器である。

以上， 全体で出土した木製品を器種別にみると，小片であったり破損のため分類不可能

なものが581点と最も多く，全木製品の半数以上を占めている。次いで，土木 ・建築材lζ

分類されるものが多く， 272点で全体の27s:lづを占める。さらに，部材が51点となり，一点

のみで全体の形状や機能が明らかにできないものが圧倒的に多い。しかし，器種分類でき

た製品の中にはその完成度がきわめて高く，当時の木工技術や文化を知る上において重要

なものが少なくない。以下， 分類した製品を器種ごとに報告したい。

第18図案 Al復原図

(5) 出土木製品

案

案は謄 ・卓の意味でテーフゃルとしての機能を有する。

製作技法により，組もの（A）と剖物（B）の2種lζ大別さ

れる。案Aでは四脚のもの（Al）と二脚（A3）のものとが

確認されており，このほか，三脚案（A2）が想定される。

案Bでは二脚（B3）のものが縫認されている。

案Alは， 古墳時代前期の溝SD02からの出土である

（図版第29,002）。 堰遺構の下流で天板が二枚lζ割れ，

一方が上流側でー脚を上にした状態で，もう一方は二脚

を下にし，それぞれが長軸を流れの方向にした状況で最
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下面より検出された。層位的には中央部の砂層内にあたり，この遺構の中において最下層

とすることはできない。

長方形の天板と四本の蹄脚からなり，両者は柄組で接合されている。天板の周縁は外反

して立ち上がる曲面をもっ。底面の中央部には長方形の割り込みを施し，天板が湾曲する

のを防いでいる。脚は一本を欠損する。天板との結合のために削り出された柄は，四方胴

付で模止め等の痕跡はない。断面形態は，上位で隅丸長方形，中位で楕円形の三角形，下

位で長楕円形を呈する。全体の形状は，短側面側から見た場合，脚が外反するように見え，

長側面側では，胸中位では細く括れる。

案A2については，前記の案Al(002）付近で脚が一本出土しており（図版第29,002-5), 

これと接合する天板としては， 006もしくはこれと同様の断面を呈する円形の状態のもの
（注9)

が想定される。
（注10)

脚は，断面楕円の三角形状を呈し， 002の脚接合状況から考えて，平らな面を内側にし

て天板と接合されると考えられる。天板との接合には筏O.6cmのダボが用いられ，脚部内

側から目釘によって固定している。本品の特徴は，総木口取という材の木取りにある。す

なわち，木材の年輪の方向に直交して縦材の木取りを行った後，断面三角形の各面に木口

が現れるように削り出して木目を表面lζ表わす技法である。乙の木取りは力学的には大変

弱く，他の製品では乙のような木取りをしたものは認め

られない。

天板と考えられる製品は溝SDllから出土している（図

版第30,006）。柾目の木取りで，木自に沿った両辺を欠

損している。本来，円形か楕円状の方形であったと考え

られる。周縁は，残存する両木口面の観察によると，底

部から大きく外反して端部に至り，周縁lζ幅をもった面

を形成している。いわゆる「盆」の形態をとる。また，

両木口底面には，周縁から内側に向かつて半円形の浅い

割り込みを施している。本品では脚との接合部は確認し

ていない。

案A3は， 溝SD02から出土しており（図版第30,005)' 

二脚を欠く。

天板は長方形で，上面中央がやや深く割り込まれてお

り，周縁で浅くなる。底部は，長辺lζ沿って底面がやや

湾曲して立ち上がり，段をもって立ち上がったのち斜め
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上方に聞く。底部段のやや内側で，木自に直交し

た受け柄が両側に穿たれており，さらにその中央

には通柄が聞けられている。この構造から本来，

板状の脚が着装されていたものと考えられる。

第21図案 A3復原図

案B3は，溝SD02内の堰遺構の下位から出土し

ており（図版第30,004）， 半分を欠損する。木表を

上面とする木取りで，脚は年輪の弧に沿った聞き

を持つ板造りである。脚付きの鉢（皿）ともいうべ

き形態をとり，楕円形を呈する。 杯部上面は，中

央がやや深く挟り込まれており，周

縁で浅くなる。杯部外面は，周縁lと

沿って底部から湾曲して立ち上がり，

端部を丸くおさめている。木口部付

近では工具による削り痕を留める。

第22図 案 B3復 原図

この製品は，中央部で木自に沿っ

て破損した後，破面寄り 3か所に方

形の孔を穿ち，樹皮によって2～3

回緊縛した後，孔よりやや小さめの方形の換を打ち込むことによって，両者をかたく締め

て修復している。

盤

盤は，盆の形で供膳の道具と考えられる。すべて割り物である。大型で精巧な造りのも

の（A）と， 小型でやや粗い造りのもの（B）とに分

けられる。盤Bは， さらに四脚盤 (Bl）と二脚盤

(B 2) fζ細分される。盤Aは，加工の仕上げが極め

てていねいで，器表面が平滑に仕上げられている

のに対し，盤Bでは外面や内面木口部などに荒削

りの痕をそのまま留めている。

盤Aは， 第2トレンチ包含層よりの出土で（図

版第29,001），第1トレンチで検出した溝SD02-l

からの流れ込みと考えられる。木自に沿って1/2

欠損している。木裏を上面とする木取りで，側面

は底部から138°で年輪の傾きに沿って外反しなが

- 37 -
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ら立ち上がり，側面の強度を

確保している。木口面は，底

部から152°で大きく外反しな

がら立ち上がる。四周には，

上面と直交する細い縁をもた

せている。上面からの割り込

みは，側面 ・木口面とも直線

的lζ施している。底部外面に

は，四隅lζ平面台形状の脚を

削り出しているが，欠損のた

め胸高は不明である。また，

側面の中位に二次的な削り込

みが認められるが，用途は不

明である。

第24図盤 B2復原図

盤Blは，溝SDlOよりの出土である（図版第31,009）。長側面が木自に並行して破損し

ているほか，木口面が木自に直交して切断されている。おそらく，鉄製工具（鋸カ？）によ

る切断と考えられる。木表を上面とする木取りである。側面は，底部から127。で直線的に

立ち上がったのち， 上方lζ屈曲して周縁部に至る。木口は，底部から113°で直線的に立ち

上がり周縁部に至る。底部には，長側面に並行して長方形の二脚を削り出したのち，乙れ

を中央部で割り込み四胸！としている。脚部は，基部で欠損しており，全容を窺うことはで

きなし、。

盤B2は，溝SD02よりの出土である（図版第31, 008）。長側面が木自に並行して破損し

ているが，木口面の一部が周辺から出土し接合している。木表を上面とする木取りで，側

面は，底部から120。，木口は，底部から115°でそれぞれ直線的に立ち上がる形状となる。

底部には，長側面に並行して長方形の二胸を削り出しているが，基部で欠損しており全容

を窺うことはできない。

槽

容器の一つである。液体や個体などを盛る機能を有する。今回の調査では3点出土して

おり，すべて剖り物である。内外商を薄く削り出して船の形lζ似せたもの（A）と，木口に

角度を持たせて直線的に削り出して紬先と したもの（B），両木口を側面と直交させ内面を

緩やかな曲面で削り込んだ、もの（C）に分類される。

槽Aは，溝SD04からの出土で，破片2点がある（図版第30,007）。器壁の厚さが O.6cm 
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第26図槽 C復 原図

過去の調査

程度の小片であるため，全体の形状を窺うことは

できないが，極めて薄く削り出していることから

精製品であると考えられる。

槽Bは，第2トレンチ包含層からの出土である

（図版第31, 010）。 長側面が木自に並行して破損

している。いわゆる船型を呈する形態をとる。木

表を上面とする木取りで，舶先にあたる木口は，

底部から139°で直線的に立ち上がり，段をもって

屈曲したのち周縁に至る。艦にあたる木口部では，

緩やかに内湾しながら立ち上がる。上面には外面

と同じ曲面で長さ 24cm• 幅6. Demの割り込みを深

さ2.4cm穿っている。内底面は，紬先部で少し凹
（注11)

むほかは平らである。

槽Cは，第2トレンチ包含層からの出土である

（図版第32,Oll）。長側面が木目に並行して破損し

ている。 木表を上面とする木取りで，側面は，底

部からll0で直線的に立ち上がる。木口は，底部から130°で直線的に立ち上がり，上縁部

では緩やかな曲面をもって中央が高まる形状となる。上面には外面と同ラインで割り込み

を施している。内底面は船底状を呈する。外面や内面木口部には，盤Bと同様に荒削りの

痕をそのまま留めている。

箱

容器の一つである。組物で，

液体や個体などを盛る機能を

有するが，乙乙ではその構造

から個体を入れる製品と考え

ておきたい。使用用途として

は，升等の計量容器の可能性

を指摘しておきたい。第2次

調査では，第2トレンチ包含

層から小口板が出土している

（図版第32, 012）。 本品には

板目材が使用されている。内 第27図箱復原図
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面の下位には，底板を受けるための受け柄が穿たれており，さらにその中央には通柄が聞

けられている。側面の上位には側板との結合のための出柄を削り出しており，右側面下位

にはダボが認められる。内面には底板から上部で板面を削り込んでいる。これは，容積の

調整をしたものと考えられる。

円板

桶底や蓋などの用途が考えられる。大型で周縁に稜をもつもの（A）と，小型で周縁の断

面が三角形になるもの(B）とが出土している。

円板Aは，暗渠（SX08）からの出土で（図版第32,013），この施設で転用材として使用さ

れていたものである。磨耗のため，長軸部分が製作時の面を留めているかどうかは明らか

でない。周縁部のほとんどを失っているため不明な点が多いが，残存部から多角形（9角）

に成形されていたと考えられ，直径54cm程度に復原される。 表面lζは木目方向にていね

いな削り調整を施したのち，黒漆を生地lと直接塗装している。単独で使用されたか，組具

の部材の一部であったかは不明である。

円板Bは， 第1トレ ンチ包含層から出土している（図版第32,014・015）。柾目材を使用

しており，木自にそって1/2を欠損しているものと，別lζ小片が一点出土している。平面
（注12)

は，ほぼ円形の板造りで，周縁部を幅2.2cmにわたり断面三角形に削り出す。

杓・杓子

杓子lζは，身部と柄部の境で段のつくもの（A）と，つかないもの（B）とがあり，飯や汁

（液体）をついだり撹はんするときに用いられる道具である。杓では柄の部分が出土してい

る。また，乙れの未製品と考えられるものも出土している。杓子Aは，さらに身部が長く

柄部の細いもの（A1）と，身部が広く柄部の太いもの（A2）とに細分される。杓子Bは，そ

の大きさから大CB1）・中(B2）・小（B3）に細分することができる。

乙れらの機能としては，杓子Aが飯などの盛りに，杓子Bが撹はんにそれぞれ適した形

態と考えられる。

杓柄は，第2トレンチ包含層からの出土である（図版第33,016）。心去り材を用い，野

球のパッ トに似た形態となる。杓側の先端部には，突起が削り出されており，杓部との接

合の柄と考えられる。製品として完成したものかどうかは不明である。

杓子Aは， 3点出土している（図版第33,018・021・022）。いずれも，第lトレ ンチ包含

層の出土で，住居域周辺に集中している。 AUζは身部が焼失したものもある（022）が，完

形品を観察すると，先端部がよく磨耗している。 A2は，柄部を欠損しており全体を窺う

ことはできないが， Alより厚手である。 身部の先端は，木自に沿って破損しているが，

本来は平らであり，ハケの柄とも考えられる。
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杓子Bは， 6点出土している（図版第33,017・019・020・023・024・027）。第1・第2トレン

チの溝及び包含層からの出土で， この製品には保存状態の悪いものが多いが，024では先

端部の磨耗が激しいことが観察される。これらの製品の大きさの違いは，使用する相手の

容器の大きさに対応するものか，または使用する作業の違いによるものかの，いずれかに

よるものと考えられる。

雑具（発火具）

火をおこすときに用いられる道具である。発火具は，火皇賞板（火績臼）と火鎖杵とによっ

て構成される。火績板に残る火績臼（発火部）の径をみると1.1～1. 2cmを測り，火錆杵033

の発火部の径1.Ocmとよく一致する。火鎖板は，側面lζ1.5～3. Ocm毎に細い切り込みを施

し，その頂部平面の少し内側にわずかな窪みを施していたと考えられる。側面の細い切り

込みは，杵の回転による摩擦の際，温度を上げる役割を果たすのと，擦り切りによって生
f注13)

じるオガクズをーか所に流しだす役割をもっている。

火讃杵l乙は心去り材を用い，径1.Ocm程度の棒状に加工したものである。身部lζ摩耗し

た痕跡が認められるものの，回転のために紐などを使用したかどうかは不明である。この

第2次調査では， 火鏡板4点， 火切杵4点が第lトレンチ包含層から出土している（図版

第34,028～035）。

紡織具

糸を紡いだり布を織るための道具である。紡錘車は，第2次調査では確詔していなし、。

梓は，糸がもつれないように巻くための道具である。 布を織る道具としては，開口具（綜

統 ・中筒） ・緯越具 ・緯打具 ・経巻具 ・布巻具等によって構成される。第2次調査では，

機織具としての製品は確認していないが，弥生時代以来の原始機として使用する乙とが可

能な製品をいくつか確認できる（図版第35・36）。図版第35の037以外の製品は，第2トレ

ンチでーか所からまとまって出土したもので，一連の作業に使用されていたものと判断さ

れる。 036は，上端を二次的：乙切断されていると考えられ，中央lζ径lmmの四孔を穿って

いる。 乙れを中心に下端で反転した復原値が約24cmを測る。機能は不明である。 038は，

特で上下幅38.5cmを測り，糸の一巻きが77cmとなる。 第1次調査でも同形態の梓が出土

している。乙の製品では， 上下幅35.4cmを測り，糸の一巻きが70.8cmとなり，古殿遺跡

では二種類の梓が使用されていたことがわかる。 039～042は，いずれも端部が欠損してお

り，全体を窺う乙とができないが， 042では37cm以上あった乙とがわかる。これらの使用

用途と しては紡錘車の軸，綜統，緯越具などが考えられる。 037は， 第l卜レンチの住居

区域から出土したもので， 2lcmを測る。使用された機能は明らかでないが， その形態に

よって一応紡織具の範鳴にいれておく。
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043～048は，いずれも両端にくびれを作っていることを形態上の特徴とするが，長さに

よって， A群： 52～57cm(043～045）とB群： 43～45cm(046～048）の二群に大別される

(049は鎌柄と確認された）。さらに， 断面形により l類：半円形（044・046), 2類：板状

(047), 3類：棒状（043・045・048）の 3類に分類される。 A群とB群は，長さによって規制

されており，それぞれの群は，断面形態の違った製品の組み合せによって構成されている。

1類は，比較的ていねいに仕上げられている。二本を用いて平面側に布を挟み，組み合わ

せれば布巻具として使用することが可能である。 2類は，板状の形態から中筒として使用

するのに適している。3類には簡単な加工のものが多く，中筒lζ使用するには不適当と考

えられる。経巻具に使用することが可能であろう。乙の他lこも全体の規模の分からないも

のが多数出土している。大形で全体の形状が明らかなものには，全長69cmのもの（104）と
（注14)

87cmのもの（105）があるが，紡織具とは考え難い。

農具

鍬 ・鋤の柄 ・杵 ・鎌柄などが出土している（図版第36・37・38）。第1トレ ンチ溝SD02

と第2トレンチ溝SDlOからそれぞれ出土した鍬は2点あり， 芋本氏分類による田形式の
（注15)

範鴎K入るもので，畿内周辺部の特徴を有している。破片であるため全体の形状は不明で

あるが，柄の着装部に舟形の突起を持ち，中位が細くくびれる形態となる（066・067）。

錫jの柄は， 心去り材を使用し， 径2.3cm・長さ 10.5cmを測る。握部中央lとはO.5cm× 

1. 5cmの柄を穿ち， 柄部との接合を行っている。また，握部iこは使用による摩滅を留めて

いる。杵は， 2点出土しているがいずれも全体の形状を窺うことはできなし、。 063は，心

持材を使用しており，先端部には使用による摩滅痕を留める。援部の形状は不明である。

064は， 先端部のみの残存で，途中から切断されている。辺材を使用しており， 063より

大振りである。鎌柄は，第1卜レ ンチ溝SD02内の上層からの出土である（049）。 当初，紡

織具の範礁に分類したが，有頭の基部lζ穿たれた幅4mm・長さ4cmの柄穴から鎌の柄であ
（注16)

ると判断した。

土木・建築材

建物の部材や，護岸 ・暗渠施設等に使用された部材 ・転用材も含め，数多くの木材が出
f注17)

土している（図版第39～48）。その出土量は木製品全体の27.4箔で3割近くを占める。

暗渠施設に使用された木樋は，各種の部材から構成されている（013・069～081）。 079は，

最上位に位置する水溜め状遺構の注ぎ口に打ち込まれた杭である。対になるものは検出し

ていないが，杭の上部lζ柄穴を穿ち桜の樹皮が通っていたことから，堰状の施設の一部で

あったと推察される。上部を欠損するが心去り材を使用し，組い削り出しによって先端部

を造り出している。溝l乙直交する方向でO.6cm×2. 6cmの柄が聞く。
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081はー木の木樋に使用された部材で，一木の割り抜きによって断面 「コ」字状に製作

されている。これと連続して組まれた木樋の部材が069～071である。 中でも070・071は建

築部材の転用品で，初期lζ使用された建築材の構造をよく留めている製品である。070は，

基部から13cm,56cm, lOlcmの位置にそれぞれ柄を穿ち， さらに125cmのところで約45°

に片流れの切り落としを施している。 071もほぼ同様で，基部から14cm,62cm, 106cmの

位置にそれぞれ柄を穿ち， さらに122cmで約45°に片流れの切り落としを施している。 こ

れらの製品は，建物の側柱などの用途が考えられる。そうであれば，柄孔は桟木を通すた

めのものと考えられる。

084は，溝SD02~ζ横架し， 堰の部材に使用されていたものである。高床建物の柱材を転

用したもので，初期に使用された建築材としての構造をよく留めている製品である。中位

で正確に半裁され，上半部が半円形，下半部が円形の断面となる。この構造から下半部が

床下，上半部が壁面となる乙とがわかる。すなわち，半裁によりできた床の受け部には束

柱が乗り，その上に床が貼られる構造となる。上半部の側柱になる部分には束部から55cm,

llOcm, 154cm ~とそれぞれ半裁面に平行した受け納を穿っている。また，束部から下に約

1. 2mで腐朽が著しくなっており，土中lζ埋設された部分をこのあたりに求める乙とがで

きるならば，高床の高さを考える上で重要である。

082・083は，建物の部材と しての用途が考えられる。 082は， 叉珠として使用する乙と

が可能である。有頭部のくびれ部を片面のみ扶り，先端部をやや膨らませている部分は，

棟木lζ当てがし、緊縛するのに，都合よく製作されているといえる。心持材を使用しており，

径8.4cm・残存長17cmを測る。また，083は，棟持ち柱としての用途が想起できる。頂部

の二又は，棟木を受けるのに都合よく切断されており，その角度は柱の軸lζ対して各々約

45°となる。 乙の角度が屋根の勾配と関係しているものと考えると， 建物の復原を行う上

で示唆的である。心持材を使用しており，径lOcm・残存長72cmを測る。木の表面には樹

皮をそのまま留めている。

085～088は，礎板である。 085は，第1トレンチの柱穴の底に埋置されたもので，板面

には柱の当たりが明瞭に残っている。 086・087は，第4卜レンチの柱穴の底に埋置された

もので，同様に板面lと柱の当たりが明｜僚に残っている。088は，溝SD22から出土したもの

であるが，前例同様，板商に柱の圧痕を留めていたことから，礎板として使用されていた

ものと判断した。

図版第43～45は，板材である。溝SD02と溝SDllからの出土が大半で，大量に一括投棄

された状態で出土した。 089・102は，同ーの形態を示す。幅狭の板の片側の隅を斜めに切

り取り，089では端部に1か所， 102では80cmの間隔で2か所に柄を穿っている。 094も合
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め，建物の妻部屋根付近での使用が考えられる。

089・102は，同ーの規模を示す長さ76cm・幅15～20cmを測る大形の板材である。 089で

は，木口の一方に14cmの間隔で 2子しを， 側面に沿って60cmの間隔で2孔をそれぞれ穿

っている。側面の穴の間隔は，高床柱のそれに近く，板壁材として使用された可能性もあ

る。

096～098は，厚手の辺材を使用し，板の片側隅を深く内反りに切り取る。いずれも組い

加工痕を留める。

このほかに，板の破材に方形の柄穴を一定の間隔で穿つもの（114）や， 2孔一対で穿つ

もの（115）などがあるが，破材のため全体の形状等を窺うことはできない。

103は，溝SD02の堰の上流右岸の護岸のために打ち込まれた杭である。上部を有頭状に

造り出しており，堰の構造lζ関わるものかもしれない。心去り材を使用し，全体に粗い造

りである。このほかにもいくつか杭が出土しているが，いずれも他の木製品同様，鉄製工

具によるとみられる加工痕を留める。

089・102は，同ーの形態を留める。細く削り出 した先端部の平らな面に柄を穿ち，先端

部を丸く収める。保存状態のよい109で見ると， 上部の柄lと対して直交する納を設けてい

る乙とがわかる。いずれも心去り材を使用し，粗い造りである。

103は，木針の形態を示す。下端を細く尖らせ，上部が太くなる。上部のやや下段に方

形の納を穿つ。心去り材を使用 し，比較的ていねいな造りである。本来の木針よりかなり

大形で，用途は不明である。

武器

本来，戦闘の目的に使用されるものであるが，ここでは儀器との判別は保留している。

盾と考えられるものや万装具（一般工具の柄などもふくめた）と考えられる柄などが出土し

ている。

127は，溝SD02からの出土で，盾と考えられる製品の一部である。厚さlcmの板目材

を使用し，木表を表面と した木取りである。断面は，木自に沿って緩やかにカ ーブを描い

ており，との製品が弧状lζ製作されていた乙とがわかる。側面は，下端の一辺のみの残存

で他の三辺は破損しているため，全体の形状を窺う乙とはできないが，残存する端部の縁

には2列の釘穴が残り，幅2cm程度の桟木を打ち付けていたことがわかる。表面には中央

で3cm幅の聞をおいて上下2段に径lmm程度で，裏まで貫通した穿孔の列を施している。

また，上端部では7cm以上の幅で穿孔を施さない部分がみられる。穿孔は， 1段目で径

lmmの穴を17列， 2段目では16列をそれぞれ7条留めている。これら7条の穿孔列は，波

状に流れており，文様を施したものと解釈される。表面には鉄製工具によるていねいな仕
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上げ加工が施されており，彩色などは認められないことから，白木の生地のうえに紐など
（注18)

を綴るととによって文様を表現したものと考えられる。残存長40cm・幅17cmを測る。
f注19)

128は，第2トレンチ ・SQ地区の包含層中から出土した万柄装具である。残存している

のが， 柄部伺表の約1/2程度であるため全体の形状を理解し難いが， 製品の保存状態は良

好である。柄間 ・柄縁をー木で作る。柄聞は白木で，断面倒卵形に復原される。背側が直

線的lζ，腹側で中央部が細く．両端が広くなると考えられる。柄部には4.3cmの間隔で径

2mmの目釘孔を穿つ。柄縁は断面倒卵形で，日本万の鍔にあたる部分が幅1.8cmで柄側に

大きく外反し，聞にあたる部分が幅1.Ocmで小さく鍔部側lζ聞き，広端面が向かい合わせ

の形となる。両者の聞は幅0.4cmで一段低くなり， 乙の三区聞には木肌lζ直接黒漆を施し

ている。

柄部内面には茎を装着するための溝が穿たれ，その上下幅は，柄縁部で2.3cm，柄間部

で1.4cmを測る。背 ・腹部は半載したままの状態であり，茎の溝を穿った後，再び2材を

合わせたと考えられる。全体に極めてていねいな造りで，特に，柄縁部lとは端部lζ面取り

を施している。残存長11cm・残存幅5.9cmを測る。

129は，溝SD02から出土した柄装具と考えられる製品である。 心去り材を使用する。柄

縁と考えられる部分をラ ッパ状に聞き，端面の長軸lと沿って縦方向の溝を施す。柄縁部で

O. 9cm，柄間部でO.4cmの孔を貫通させており， この部分が茎を差し込むための孔と考え

られる。使用した製品の器種は不明である。残存長5.5cm・残存幅4.4cmを測る。

130は， 溝SDllから出土した柄装具と考えられる製品である。 心去り材を使用し，柄

頭 ・柄聞をー木で作る。柄頭 ・柄間とも断面長方形で，柄頭は，やや丸みをもったコブ状

を呈する。柄聞には茎を装着する溝は施されておらず，あるいは木剣のようなものであっ

たのかもしれなし、。残存長13.8cm・残存幅4.Ocmを測る。

このほかに，万形の木製品と考えられるものが出土 してい る。 109は，第1トレンチ

DlO地区より出土した。溝SD02の最終埋没面からの出土で， 古殿遺跡廃絶時の遺物と考

えられる。この製品は，心去り材を使用し， 全体に粗い造りである。柄部を細く削り出し

柄頭は丸く収める。万身部は，断面六角形で先端部は粗く削り出す。

このほかに，全体の形状が復原できるにもかかわらず，その用途が不明のものがある。

125は， 腐朽が著しいが旧状をよく留めている。幅12.3cm・厚さ2cm・長さ58cmの板材を

用い， 一方を幅9cmと細くする。 関の部分は，広幅部側l乙剖り込む。平面には2列の孔列

を施す。乙の孔列は， Eいにずら し， 平面lζ対し斜めに穿孔している。 平面状態から，琴

の部材とも考えられ，孔列が共鳴箱の装着のためのものであろうという解釈もできるが，

弦をゆわえる突起が認められないため断定できない。
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135は，中央の突起を反転して幅22cm・高6.8cm1ζ復原できる。 平面には底辺l乙平行す

る線と， 下辺中央から側辺lと向かつて斜め上方の直線を黒漆で描く。側辺は，端部を細く

削り，上辺は中央へ窪み，2コブの突起を施している。

服飾異（下駄）

第2次調査では，唯一の平安時代の木製遺物である。 第4トレンチ包含層中より出土し

た。前歯と台部側面の一部を欠損する。木裏を上面とした木取りで，一木造りのいわゆる

連歯下駄である。台部は，平面小判形lζ近く，前幅よりも後幅がやや狭くなる。鼻緒孔は，

前査が台の中央で聞き，後壷が後歯の内側に開く。歯は，下辺幅を広くし，全体を丸く仕

上げ平面楕円形となる。 これらの特徴は， 木器集成図録の分類によるCNd型式に分類で
（注20)

きる。全体lζ極めてていねいな造りである。長さ24cm・幅9cm・高さ10.4cmを測る。

（戸原和人）

第5節 第2次調査出土遺物 石器・石製品・土製品・その他

(1) 石器・石製品

出土した石器 ・石製品は，その機能 ・形態から大きく工具，装飾品とその他に分類でき

る。工具に分類したものには，扇平片刃石斧 ・同未製品 ・敵石 ・砥石 ・磨き石と考えられ

るもの，台状石としたものなどがある。装身具には管玉の未製品が出土している。そのほ

かに，石器製作のための原石である石核や，製作途中に生じたと考えられる剥片が出土し

ており，中lζ刃部の加工が認められ削器と考えられるものもある。

付表3 第2次調査出土造物石器種類別集計表

項 種 類 材 質 Jllj 占 数 ｜小計 ｜計 ｜% 

工 具 ）扇平片刃石斧 砂岩1 1 

。未製品 安山宕1・砂岩2 3 

｜敵 石安山岩5・liJ、岩5・花闘岩1 11 
30 65 

8 

磨き石（？） ｜浮石（…ト） 6 6 

台状石花商岩1 1 

装身具 ｜管 2 

その他 石

刻l 片 £！§！，簡1・碧玉3・泥岩2・チャート 2・他1 33 

自リ 器（？） 碧玉1

メE入I 

｜砂岩10・安山岩6・棚岩3・前 6酎 7・薯
玉7・水晶2・石英1・E馬瑠1・チャート2・その

｛也1
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これを出土点数でみると，工具lと分類されたものが30点で全体の65%を占め，装身具が

1点で2%，その他に分類されたものが15点で33箔を占める。

出土した石器 ・ 石製品の詳細は，観察表及び集計表lと譲るが，以下の点が指摘で鍔1~
1. 古殿遺跡の集落が盛行する弥生時代後期から古墳時代前期にかけては，一般的に鉄器

が普及する時期で，第2次調査で出土した石製工具のうち扇平片刃石斧などが残る理由に

ついては検討を要すると考えられる。

2. 石核に碧玉 ・水晶，剥片ILf.層強などが出土していることは， 古殿遺跡で玉生産が行わ

れていたことを傍証する資料であるといえる。

3. 出土した軽石（アプライト）は，磨き石としたが，その使用法については疑問も多い。

(2) 土製品

土製品には，他の素材の製品を模造して製作したものや，それ自体で製品とするものが

ある。模造の土製品としては，第2トレンチ ・ピット内出土の鐸型土製品及び第lトレン

チ包含層出土の勾玉形土製品がある。

鐸型土製品（図版第17, 217）は，断面正円形の中実で，紐部分が印章学でいう 「有孔苔

紐」の形をとり，一般的な鐸型土製品と比べて，特異な形態をしている。製作技法として

は，粘土塊を手づくねで鐸部に形成し，別作りの肩平な紐部を接合する簡単なものである。

鐸部側面には，ハケ目と籾圧痕をとどめる。鐸部断面が正円形であるという特徴から考え
（注22)

ると，その出自として漢墓出土の銅鈴のようなものを想定したい。

勾玉形土製品は，「C」形を呈し，手づくねで成形した後，全体をナデ調整し，穿孔する

簡単なものである。型式的には古相を呈し，出土した包含層の布留式の時期によく合う。

乙の他，包含層中から土玉が数点出土している。

(3) その他の遺物

第1トレンチ溝SD02-2中から， 瓢 ・栃 ・桃種子 ・桜樹皮などが出土している。 このう

ち，瓢・栃 ・桃種子は，いずれも食用に供せられたものと思われる。特に，桃種子には種

核を取り出すための扶り孔が穿たれている（図版第108）。 （戸原 和人 ・中塚 等〉
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第3章地形と層位

第1節地 形

古殿遺跡の位置している小西川流域は，南北を山lζ遮られ，東西に細長くのびる小規模

な平野を形成している。小西川は，西から東へ流れ，やがて丹後地域を南から北へ貫流す

る竹野川へと合流し，平野部も竹野川流域の広い沖積平野へと変わってし、く。

この小西川流域は，面積は狭いながらも，現在は繁華街であり，町の中心的役割を担っ

ている地域である。古代においても，乙の流域を挟む山塊lとは，多くの古墳が築造されて

おり，その重要性については，すでに記した通りである。

古殿遺跡は，小西川の北岸に位置し，北西から南東へのびている尾根の先端部近くに立

地している。そのため，集落の背後となる北側及び西側は，数条の尾根が迫り，尾根とそ

の聞の谷の出口とに固まれている。また，集落の南側及び東側では，集落がやや高所にあ

り，小西川流域を広範囲にわたって見おろすことが可能である。換言すれば，古殿遺跡は，

小西川の氾濫の影響をあまり受けない，南東へ聞けた微高地に立地しているといえよう。

今回の調査地は，周辺の地形観察からみて，北西から南東へのびる谷の出口付近にあた

っており，谷筋の延長部である乙とが予想された。
（注23)

体育館建設に伴う事前の地質調査によると，第28図のA地点において，この地域で一般

に地山とされる風化花岡岩の確認されるのは，地表下9mである。 B地点においては，西

側の尾根の延長である地山面が地表下すぐで確認されているので， B-A聞においては，

約12°の角度で地山面が傾斜しているものと考えられる。 また， B地点とC地点、の中間に

あたるE地点では，地山商まで約6mである。さらに，第1次調査及び第2次調査では，

c・D地点にて地山が確認されている。 したがって，今回の調査地は， B・C・D地点から
A地点、に向かつて地山商が傾斜する地形をしており，その後，アおよびイの谷から流れ込

んだ土砂が堆積して形成されたものと理解できる。土砂は黒色粘質士が大部分を占め，部

分的lζ淡赤褐色細磯 ・砂などが流れ込んでいる。なお，当初は，アの谷からの土砂の流入

が主であると思われたが，弥生時代から古墳時代に限れば，イの谷から流れ込んだ土砂が

堆積したことが，検出した遺構から明らかとなった。また，土砂の堆積は，ほとんどが水

平に近い状態であった。

要約すると，今回の調査地は，弥生時代以前の長期間にわたり谷の大部分が埋没し，そ

の後，黒色粘質土 ・砂 ・細礁などが複雑に入り組みながらも，北東から南西方向へ，全体

としてほぼ水平に土砂が堆積して現在の地形が形成されたといえよう。 （鍋田 勇）
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第28図調査 地 周辺地形図

第2節層 位

調査地に厚く堆積した土層のうち，今回調査の対象と したのは， 地表下約2.8mまでの

造物包含層である。 それより下層については，遺物を認めることができず，遺構の存在す

る可能性もないと判断した。基本的な層位は，第29図に示すように， I～W層lζ分けるこ
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とができる。

＜第I層＞ 鎌倉時代～現代の遺物を包含する層である。

第I層の下層では褐色砂質土層が広範囲に広がり，黒色土器

片を含むが，造物の出土量は少ない。 第 I層の上層部分は，

旧校舎建設時の基礎工事，および＼その後のテニスコート造

成時の整地によって，削平を受けたものと考えられる。この

層では，遺構面は確認できていない。

＜第aI冨＞ 古墳時代前期～平安時代の遺物を包含する層

である。暗褐色砂質土層および褐色砂質土層が安定して広が

り，部分的に淡赤褐色細磯層が見られる。遺物は，土師器 ・

須恵器の砕片のみであり，出土量も少ない。SD301の遺構ベ

ースとなる層である。

＜第皿層＞ 弥生時代後期～古墳時代前期の遺物を包含す

（第 I層） -38M 

第II層

」一一一 (a）一一 -37 M 

第Ill層

ー一一一一一（b)

-36M 

第W層

る層である。調査地の東側でやや高いものの，全体と してほ 第29図基本屑位概念図

ぼ水平に堆積した黒色粘質土層であり，調査地の西側を除

く全面で，安定して存在している。薄い帯状の淡赤褐色細磯 ・砂層が部分的に複雑に広が

っている。 SD302• SD303・SD304・SD305・SD306・SD307の遺構ベースとなる層であ

る。土器，木器とも多量に出土している。第皿層の上面lζ形成されたSX301は布留式の土

器を含む木器溜りで，この面では調査地のほぼ全面で木器が出土した。また，調査地の北

西部では，土器の出土層位により，さらに3層l乙分層することができる。

＜第W層＞ 遺物を包含しない黒色ないし暗褐色粘質土層である。第皿層lζ比べると，

粘質の度合が大きく，淡赤褐色細磯層 ・砂層の広がりが少ない。また，広葉樹と思われる

朽ちた自然木を多量に含んでいる。SD303• SD308 • SD309 • SD310・SX302の遺構ベー

スとなる層である。

第W層以下については，地表下6～9mの地山（風化花闘岩）まで，第28図のア ・イの谷か

ら流れ込んだ土砂が堆積している。 A地点では， 地表下2.4mから下へ暗青灰礁混じり砂，

暗青灰砂質シルト，暗茶腐食シノレト， 緑青灰砂混じり粘土，風化花商岩と堆積しており，

風化花岡岩までの各層は合水の度合が大きく，現在でも多量の地下水のあることがわかる。

これらの層のうち，第W層は土器を含まない層であることから，遺物・遺構とも存在し

ないと判断し， 今回は調査を行っていない。

さて，今回の調査地は第1次調査地の南側lζ当たり，近接した位置にあることから基本

的な層位は今回確認した盾位と一致している。両者を比較してみると次のことが理解でき
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地形と層位

る。まず， 第1次調査のB・C・Dトレンチで確認されたSDlOはC・Dトレンチでは，南側

の肩が確認されていない。 これは，SDlOの北側の肩である地山がそのまま大きく落ち込み，

谷を形成しているためであること。 C・Dトレンチの I～V層は， その谷lζ堆積した土層で

あること。そして，このI～V層は，今回の調査地へ続いている ζ と，等である。

遺物の包含関係から第1次調査の I～V層と今回の基本層位を対応させると付表4のよ

うになる。 （鍋田 勇）

付表4 第1次調査・第3次調査基本層位対応、表

第 1次調査（Cトレンチ） 包含する土器 第 3次調査

（黄褐色砂層・灰褐色土層他） →第 層

I I冒 黒灰色土層 平安 時代 → 第 日 層

日層 黒色土と砂の縞層 布 留 式 →第 E層 上 面

E層 黒色粘質土層 →第 m 層

(N層 日音褐 色砂 層） 弥生終末期 →第困層最下層

V層 黒色粘質土層（砂粒含む） な し →第 N 層
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第4章遺 構

今回の調査で検出した遺構は，前述したように，遺構のベースとなる層位，および出土

した遺物によって，おおむね4期に大別することができる。こ乙では，第2次調査で検出

された一時期古い遺構を第I期に設定し， 全体を5期区分とし，以下，J慣に解説を行う。

なお，今回の第3次調査で検出した遺構の名称（番号）について，すでに別途，紹介してい
（注2~ ）

るが，第1～2次調査との混乱を避けるため，番号を300番台にすべて変更した。

第1節第II期の遺構

基本層位の第N層をベースとする遺構である。 検出した遺構は，4本の溝のほか， 性格

の明確な遺構ではないものの土器溜りがある。これらの遺構は，出土遺物などから，弥生

時代後期に形成されたものと考えられる。

溝SD303

SD303は， C6地区からF4地区にかけて検出した溝である。第I期から第田期まで存続

4 5 6 7 8 

c 

D 

E 

F 

第32図第 I• II期 遺構平面 図
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遺構

する。断面形は，ゆるやかなU字形を呈するが， 堆積状況は，複雑であり，必ずしも一様で

はない。埋土は，弥生土器の多く出土したC6・D5地区では淡赤褐色細i擦を主とし，暗灰色

粘質土が混じる。土器は，SD303下層土器群として取り上げた。査・聾・鉢が出土している。

溝SD308

SD308は，DB地区からF5地区にかけて検出した溝である。西側から流れ込み，南西方

向へと向きを変え，さらに南側へと流れる。途中で溝の規模はあま り変わらずに安定して

いる。溝の断面は，ゆるやかなU字形を呈している。 幅o.7～1. 2m・深さ15～25cmを測る。

人為的に掘削された溝と思われる。遺物は出土していない。

溝SD309

SD309は， CB地区においてわずかに検出した溝である。北東から南西へ流れ， 途中で

消滅する。 幅o.7～1. 3m・深さ10～12cmを測る。埋土は淡赤褐色細礁である。器台のほ

か，少量の土器が出土している。

溝SD310

SD310は， C4・D4地区において検出した溝である。北側から南へ流れ込み， 途中から

南西方向へやや向きを変える。溝の断面形は，底辺の短いいわゆる逆台形状を呈する。幅

1. 2～2. 2m・深さ15～25cmを測る。遺物は土器のみであり，C4地区の北側でまとまって

出土した。器種は，壷 ・婆のみである。

土器溜りSX302

SX302は， BB・CB地区で検出した。土拡などの明確な遺構ではないが，黒色粘質土上

で，直径約lmの範囲内に土器が密集して出土したものである。層位的にみれば，第皿層

最下層lζ位置づけられる。 土器は，完形の状態で残っていたものはなく，ほとんどが砕片

であった。時期的には，弥生時代後期末lζ比定される。壷 ・聾 ・鉢 ・器台が出土した。出

土土器のうち，聾の割合が圧倒的に多いのが特徴である。第1次調査で検出されたSXllと

同様の性格をもっと考えられる。 （鍋田 勇）

第2節第III～V期の遺構

基本層位の第困層をベースとする遺構である。検出した遺構は，溝及び木器溜りである。

これらの遺構は，古墳時代の初頭～前期に形成されたものと考えられ， 古殿遺跡の集落と

しての最盛期にあたる時期である。なお，皿期は弥生時代から古墳時代の境目であるが，

乙こでは畿内でいう庄内期に並行すると考えられる。

溝SD302

SD302は， BB地区からG4地区にかけて検出した溝である。 B7地区でSD303から分流

- 55 -



京都府遺跡調査報告書第9冊

2 3 4 5 6 7 8 

日

c 

D 

E 

F 

G 

~ーー__Jm

第33図第 皿～V期遺構 平 面図

し，再び， G4地区でSD303へ合流する。分流後はやや直線的に南西方向へ流れ込んでい

る。溝の深さは，検出面から20～30cmと浅く，断面形は底の幅がやや広く，ゆるやかに

立ち上がる逆台形状を呈している。幅o.8～1. 6mを測る。埋土は淡赤褐色細磯 ・黄褐色砂

である。幅，深さ とも途中あまり変化がなく， 安定した溝といえる。出土遺物には土器 ・

木製品があり，乙れらから古墳時代の初頭と考えられる。溝の形態や後述する堰の存在に

よって， すでに溝として機能していたSD303から水を引く乙とを目的に人為的に掘削され

た水路と惟定される。

SD302では，分流地点より約4m下流地点のC7地区に堰および堰lζ付随する施設が構築

されていた。堰は，上流側から， 長さ 148cm・ ~/B 20cmの板材，次に長さ86cm・幅22cmの板材，

そして長さ117cm・幅13cmの丸木の半裁をSD302fζ直交する形で構築している。ふたつの

板材は，下流方向へ倒れ込んだ状態で検出されたが，板材の聞には杭が倒れた状態で出土

しており，本来は，溝に対して垂直に置かれ，杭によって固定されていたものと推定され

る。丸木の半裁は，丸みを持つ方を上面とし，溝の両肩の黒色粘質土l乙埋め込んで頑丈に

固定されている。上面のほぼ中央部は，幅22cm・深さ2cmにわたり浅く切り込まれている。
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第34図 s 0302・s0303造物出土状況
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遺構

乙の切り込みは，溝の水量調節を行－う役割を持つと推定される。古殿遺跡では，第2次調

査で検出したSD022にも堰が造られている。

堰lζ付随する施設は，堰の下流側に接して構築されている。溝の両側に，溝と平行して

板材を垂直に立て， それぞれの板材を杭によって固定した施設である。潜の西側（上流か

ら下流をみて，溝の右岸）は遺存状況が良好であり， 長さ146cm・幅16cmの板材を，上流

側4本，下流側3本の合計7本の杭を使用して両側から挟み込むようにして固定している。

さらに，板材の上流側には，二個の小穴が穿つであるため，紐状のもので板と杭とくくり

つけて， より強固にしていた可能性もある。講の東側（左岸）は，板材が溝の外側へ倒れた

状態であったが，基本的な構造は， 西側と同様である。 ただ，東側では板材を二枚重ねた

状態で利用していた点のみ異なっている。両側の板材聞の長さは，約34cmを測る。

1m 

ト日

172 、く万人

146 

＼ 
A ~36.4m 

長 -36.0m 

一一35.6m

第36図 S D302・SD303分岐点L拡大図
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板材を固定している杭は，いずれも黒色粘質土に深く打ち込まれている。板材は，溝の

肩lζ接していないため，杭のみで固定されているが，出土した状態では，板材の両側とも

淡赤褐色細磯 ・砂がびっしりと詰まっていた。この埋土からは，古墳時代初頭の土器が出

土している。乙の堰に付随した施設の機能については不明である。

溝SD303

SD303は，第 I期から第田期まで存続する溝で， BS地区からG4地区にかけて検出した。

北東から南西方向へわずかに曲線を描きながら流れる溝である。今回検出した溝のうち，

最も多量の土器 ・木製品が出土している。途中（B7地区）よりSD302が分流し，再び， G4

地区lとて合流している。分流地点では， SD303へ主に水流を導くように板を杭で固定した

施設が造られている。乙の施設は，前述した堰に付随する不明遺構と，構造上は同ーのも

のである。すなわち，板材を垂直に立て，杭を板の両側から挟み込むように打ち込んで固

定している。確認できたのは，合計3か所で， lか所はSD303の左岸，SD302との分岐点

2 3 4 5 6 7 8 9 

什

口 c 
第4位 l

。

〔］
E 

号車39図 F 

第謁図

G 

レ H 

L 。 Sm 

第37図第田～V期出土造物位置関係図
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遺構

にSD302へ水の流れるのを遮るように築かれ，他の2か所はSD303の右岸lと重なりあうよ

うに築かれている。

溝状遺構SD304

SD304は， B5地区からF3～4地区にかけて検出した溝状の遺構である。 北東から南西へ

の流れをもっ。 B5地区で幅2.6m・深さ約20cmを測るが，途中から幅が広く，浅くなりや

がて消滅する。溝の断面形は底が広く，平らであり，やや鋭角lζ肩が立ち上がる。埋土は

淡赤褐色細礁 ・砂である。

木器溜りSX301

SX301は， E3・E4・F3・F4地区にかけて検出した木器溜りであり，おびただしい数の木

製品が折り重なって出土したものである。この地区はSD304の消滅する場所に当たり，ま

・36.45 

〆

唱

＠ 

・36.37 

〆〆 。 2m 

第38図 第 V期 SX301検 出状況
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たSD304の埋土は，淡赤褐色

細i擦と砂で，この上層では，

黒色粘質土及び黒褐色粘質土

がSX301と同様に堆積してい

る。したがって， SX301は，

SD304の埋没直後に形成され

たと考えられる。

木器の中には，建築材と思

われる柱材 ・棒材が多く，家

屋の倒壊したようにもみられ

たが，明確な遺構は確認でき

なかった。もともと建物自体

は，北側の地盤の安定した場

所に構築されており，洪水等

によってこの位置まで押し流

されてきたものと推定される。

木器は，建築材のほか，箱形

木製品 ・羽子板状木製品 ・有

頭棒等が出土している。また，

木器lζ混じって布留式の土器

が出土している。

溝SD305

SD305は，ES地区からG6

地区にかけて検出した北東か

ら南西への流れをもっ溝であ

る。埋土は淡赤褐色細機であ

る。幅o.6～1. Sm・深さ15～

20cmを測る。土器の出土量は

少ないが，弥生時代末から古

墳時代後期までの土器が出土

しているため，一部撹乱を受

けたか，第E層から切り込ん

でいる可能性もある。

。

童子
・36.51 

げぷダ〆

1m 組
、ぬb

第39区｜ 第V期梯子状木製品出土状況

。 25c町、

・36.82 

第40図第V.JIJJ舟・箱形木製品出土状況
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第41図平安時代遺構平面図（S D301) 

A 

遺構

溝SD306

SD306は， 調査地南端のG7地区でわずかに検

出した溝である。 幅0.7m・深さ約lOcmを測る。

遺物は出土していないが，検出した層位から古墳

時代の溝と恩われる。

溝状遺構SD307

SD307は， D7地区からG5地区にかけて検出し

た北東から南西への流れをもっ溝状の遺構である。

埋土は淡赤褐色細礁である。幅は2.5～3. 3m・深

さ8～12cmと非常に浅い。 SD306と同様，造物は

出土していないが，検出した層位から古墳時代の

溝と思われる。 （鍋田 勇）

第3節平安時代の遺構

基本層位の第日層をベースとする遺構である。

検出した遺構は，溝状遺構のみである。出土遺物

から， 平安時代lと形成されたものと考えられる。

溝状遺構SD301

調査地の西側で検出した溝状遺構である。北側

のB2地区からD2地区にかけて地山を深く扶って

おり，人為的に削られたと考えられる。しかし，

南側のG2地区は非常に浅く， 北側とは様相が異

なる。北側では溝の東側の肩が確認できていない

ため，溝の幅は

: A 
不明である。遺

物は C2地区の

下層でまとまっ
36.0m 

て出土した。弥

生時代末～平安

時代の土器が出

土している。
-35.0m 

第42図 SD301 断面図 （鍋田 勇）
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第5章遺 物

今回の調査で出土した遺物は，土器 ・土製品 ・木製品 ・石器 ・植物遺体であり，量的に

は，土器および木製品が出土遺物全体の99~ぢ以上を占めている。なかでも木製品について

は，「木製品の宝庫」 と呼ばれるほどの出土量の豊富さと質の高さを兼ね備えており，古

殿遺跡最大の特徴となっている。また，土器については，特に弥生時代後期から古墳時代

前期までの比較的良好な資料を得ることができた。以下，各遺物についての解説を行う。

第1節土 器

第4章で述べたように，今回検出した遺構は，第I～V期と平安時代に大きく区分され

る。第 l～V期の土器として担握したものは，今回最も出土量の多かった弥生時代後期か

ら古墳時代前期の土器群である。今回の調査で唯一確認した平安時代の遺構SD301出土土

器は，第 Iへ，y期とは時期的には大きな隔たりがある。

(1) 第II～V期の土器

第I～V期の土器については，第2章で掲載した第2次調査の器覆分類に従った。

以下，各遺構および包含層出土土器について解説を行う。

SD309出土土器（図版第54)

擬凹線文壷Ab3，斐Ac2，鉢c,有孔鉢B・C，台付鉢，大型高杯B2，器台Blが出i・.

している。 lは，壷Ab3である。やや球形の体部から筒状の頚部をもち，口縁部がゆるく

外反する複合口縁を呈するもので，口縁部には 1条の擬回線文が施されている。 2・3は，

斐Ac2である。頚部から大きく外反した後，屈曲して斜め上方に立ち上がる口縁部を持ち，

2～3条の擬回線文を施す。 4は，大型高杯B2である。杯部下端以下を欠損している。

口縁部が大きく外方lζ聞く特徴を持つ。 5は，小型鉢Cである。平底の底部と口縁端部外

面をつまみ上げるのを特徴とする。 6は，有孔鉢Clζ分類される。わず、かに外反する口縁

部をもっ。 7は，台付鉢の形態で，休部下半を欠損する。口縁部から体部にかけて，縦位

lζ把手をつける。 8は有孔鉢B2である。上半を欠損する。 9は，器台Blである。これら

の土器によって構成される時期は，日期である。

SD310出土土器（図版第54)

擬凹線文を施すものとしては，壷Aal，斐Acl• Ac4，鉢A3が出土している。 10は，壷

Aalである。筒状の長い頚部は，乙の個体独自の特徴と考えられる。 11は，斐Aclである。
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遺物

体部下半を欠損する。 13は，聾Ac4である。肩の張らない体部と大きく開いた複合口縁が

特徴で，擬回線文がナデ消される段階のものである。12は， 鉢A3である。複合口縁で，

外面の擬回線文が失われている。聾Ac4，鉢A3により， 日期の時期と考えられる。

SD305出土土器（図版第54)

短顎壷B，二重口縁壷C4，要Acl・C2，台付鉢，小型器台Aが出土している。 14は，短

顎牽Bである。体部以下を欠損する。15・16は， 聾C2である。 18は，二重口縁壷C4であ

る。 19は， 小型器台AK分類される脚，20は， 台付鉢Cの脚と考えられる。婆Aclなど日

期の造物が混在して出土しているが，二重口縁壷C4，斐C2により， N期と考えられる。

SX302出土土器（図版第55)

短頚壷Al，擬回線文壷Ab3，整Ab2・Ac2・Bl・C3・Dl・F4,鉢D類，高杯A類，

器台Blなどが出土している。

21・22・24は， 短頚壷Alである。頚部外面をへラ磨きするもの（21）と，ナデ調整のも

の（22・24）がある。 23は， 擬凹線文壷Ab3である。短い頚部から大きく外反し，端部をつ

まみ上げる口縁を持つ。外面lζ3条の擬凹線文を施す。婆は，第日期から第V期までのも

のが混在して出土している。

45は， 高杯AIと，46は， 鉢D類lζ分類されるが，いずれも第I期という古相を示す。 44

は，器台Blである。

SX302出土の土器は，以上のような構成である。時期的には第V期という最も新しい様

相を示す聾F4・C3が数点で，次lζ第皿期の婆B類がある。 最も多く出土したのは，第H

期の短頚壷Al，聾Ac2であり，最も古相を示す第I期の斐Ab2も数点出土している。 斐

F4・C3を上層からの混入と考えることができるならば， SX302は， 第日期を中心lζ，第

皿期にかけての時期のものと推定することができる。

SD303下層出土土器（図版第56)

SD303は，弥生時代終末から古墳時代初頭を経て古墳時代前期まで活用された溝であり，

47～74を下層の土器群として， 75～129を上層の土器群として区別した。

二重口縁壷B類， 長頚壷Acl,装飾釜De, 小型壷Ab，婆Aal・Acl• Ac2・Cl～C3・

Dl ・ D2， 有孔鉢Al • B 2 ・ c，大型高杯Bl ， 器台C6のほか， ミニチュア土器など，各

種の土器が出土している。 47は， 二重口縁壷B類の範鴎で考えられる壷で，肩の張った胴

部と二重口縁からなる。口縁の形態は，いわゆる山陰系二重ロ縁のものではなく， 在地で

発達した「ナデ」婆に系譜を引くものであろう。 48は，長頚壷Acllこ分類される。大きく

外方lζ聞き，口縁の発達した特徴を持つ。 49は， 装飾壷Deである。 個体によって施文法
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がさまざまで，凸帯上面への施文時に，頚部に同様の施文を行っている。 51は，小型の擬

回線文壷である。口縁の形態によってAb類に分類できる。聾は，第日期lζ分類されるA類，

第ll・N期に分類されるC類が混在して出土している。 52は，斐Acl,53は， 聾Aal,54は，

整Ac2,55は，聾C3,56は，斐C2,57は，聾Cl, 59は，聾D2, 60・61は，聾Dlにそれ

ぞれ分類される。

62・64は，大型高杯Blである。杯部と脳l部にわかれて出土しているが， 同一個体かも

しれない。 63は，器台Cb, 65は，器台BUと分類される。 66は，有孔鉢B2, 67は，有孔

鉢A1, 68は，有孔鉢Clとそれぞれ分類される。

ミニチュア土器には祭杷的な意味があると考えられ，形態によって，台付鉢（69・71),

斐（73），鉢（72・74）にそれぞれ分類される。

なお， SD303下層として取り上げた土器の一群は，第日期から第E期と想定される遺物

である。

SD303上層出土土器（図版第57)

壷Ab3, 短頚壷A1・A2・B，広口壷A，二重口縁壷B・C4，聾Aal• Aa2・Ab2・B2・

Cl・C2・Dl• D2，台付鉢，小型鉢，有孔鉢A3・B2，高杯Bl・B3・C2・D，器台Bl,

小型器台A・B，鼓型器台B，蓋， ミニチュア土器などが出土している。

76は，擬凹線文壷Ab3！ζ分類される。 75は，短頚壷Al, 78・79は，短頚壷A2,77は，

短顎壷Bにそれぞれ分類される。 80・81は，広口壷A類に分類される。口縁部内面をへラ

磨きする80と，ハケ調整する81がある。二重口緩壷には，B類に分類される83と， C3！ζ

分類される84・85がある。いずれも，第田期に位置づけられる器種である。 83は，口縁部

内面や頚部外面lとハケ調整を施すのを特徴とし，84・85は，内面の頚部から上半lζ横位の

へラ磨きを施す。85では，外面全体を同様lζ磨き，ハケ調整を一部に施す。 84は， 頚部を

縦位lζ磨く特徴を持っている。頚部の形態が山陰地方でときおり出土するものに類似して

おり，あるいは搬入品であるかもしれない。 86は，要Aal, 87は，斐Aa2, 88は，聾Ab2

にそれぞれ分類される。 89・90は，要B2！ζ分類される。 91・95は， 要Cl,92～94は，整

C2にそれぞれ分類される。 このうち， 92・94は，在地系の土器と考えられる。96～99は，

B2類， 100は， Dlに分類される。出土した高杯のうち，器種分類の可能なものとして高

杯C2 (101), B 1 (104), B 3 (103), D (102・108）がある。これらの土器は，いずれも第皿

期に位置づけられる。

109・110は， 器台BUと分類される。 111は，小型器台A類，112～116は，小型器台B類，

117は，器台Dにそれぞれ分類される。 134・135は，鼓型器台B類である。 119・129は，有

孔鉢A3, 126～128は，有孔鉢B2類に分類される。 このほかに，蓋（130・131), 小型鉢
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遺物

(120）， 台付鉢（121～125)'ミニチュア土器（132・133）がある。

SD303上層から出土 した土器群は， 第ill•N期を主体とするものである。

SD302出土土器（図版第59・60)

直口蓋，短頚壷Al，二重口縁壷B類，婆Ac2・Bl・Cl・C3・D2・D3・F3，長胴整B，鉢A3,

有孔鉢Bl，台付鉢，小型鉢， 大型高杯Ab・Bl・C2，小型器台A, ミニチュア土器が出土

している。

136は，直口壷である。 138・139は，短頚壷Alに分類される。 137は，二重口縁壷B類

である。 143は，聾Ac2, 140・142は，聾BUとそれぞれ分類される。 144～149は， 斐C類

で， 145は， 護Cl,148は，萎C2，その他は聾C3＇ζ分類される。乙れらの警のうち，144

～147・149は，在地系の聾と考えられる。151・163は，長胴斐B類lζ分類される。152・

153・155・156は，整B類iと分類され，150・153は，要D2＇ζ，152・155・156は，斐D3＇と

それぞれ分類される。 157～159は，斐F3＇ζ分類される。161は，婆cue分類される。 160

・164は，有孔鉢B1, 154は，有孔鉢Cにそれぞれ分類される。 乙の他， 台付鉢の脚部

(165～167）が出土している。168・169は，大型高杯で， 169は， Ab,168は， BlK分類さ

れる。乙のほかに，高杯B1 (171），高杯B2(172）と考えられる脚部が出土している。 173・

174は，小型器台である。小型器台A(l74），小型器台B(173）に分類できる。

その他， 小型鉢（162）・ミニチュア土器（175～177）が出土している。

SD302で出土した土器の一群は，第凹～V期と想定される造物である。

SD304出土土器（図版第61・62)

二重口縁壷C4，要Cl・C2・D3・F3，鉢B2，小型鉢Bl，有孔鉢B2，台付鉢，高杯

が出土した。

178は， 二重ロ縁壷C4である。179・180・182・183・185～187は， 聾C2,181・184・

188は ， 聾 C lにそれぞれ分類さ れる。 189～193 ・ 195は， ~D3, 194は， 墾C4,196・197

は， 整F3にそれぞれ分類される。 198は，小型丸底土器E2＇ζ分類される。 202は， 鉢B2

である。 203は， 小型鉢である。 201は， 有孔鉢B2と考えられる。このほかには，台付鉢

脚部（204・205）が出土している。高杯は，いずれも脚部のみの出土であり，全体の形状を

窺うことはできないが，高杯C3・C4類（215～217）と考えられるものや，高杯D類（207・

209〕などがある。器台では， 小型器台B類（211）が確認される。

SD304で出土した土器は，第W期を主体とし，第V期のものも若干含まれている。

SX301出土土器（図版第63)

SX301では， 多量の木製品に混じって布留式の土器群が出土している。

広口牽A類，二重口縁壷C4，小型丸底土器，婆F3・F4，低脚杯，高杯が出土した。
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235は， 広口壷A類に分類される。 ほぽ球形の体部lζ頚部から上方に外反する口縁部を

持つ。内外面ともハケ調整を施す。 236は，二重口縁壷C4である。やや肩の張った体部と，

端部をつまみ上げるこ重口縁からなる。体部外面は，ハケ調整を施し，肩部で横位のハケ

調整を施している。 245は，小型丸底土器で，体部下位に穿孔を施し， 頚部外面にはへラ

による刺突を行っている。 237は，斐F4,238～244は，婆F3iζ分類される。 246～249は，

高杯である。 249は， B類， 247・248は， C類，246は， D類にそれぞれ分類される。250

は，低脚杯である。

SX301から出土した土器群は，第V期に比定される。

第III層b地点出土土器（図版第64・65)

第皿層b地点出土土器は， B8地区を中心に，第田層の中層（L=36.5m付近）でまとまっ

て出土した土器群である。

二重口縁壷Ea，装飾壷De，査G，聾Cl・C3，高杯C3，器台D，などが出土している。

おおむね，第皿期の様相を呈する。

第III層a地点出土土器（図版第66)

第皿層a地点出土土器は， B8地区を中心lζ，第E層の上層（L=36. 8m付近）でまとまっ

て出土した土器群である。

二重口縁壷C5，箆目壷， 小型丸底土器C2，斐Cl，長胴聾B，高杯C2・D，杯，台付鉢，

有孔鉢などが出土している。第皿層a地点出土土器は，第田～V期にわたるものであるが，

第皿期が主体をなしている。

包含層出土土器（図版第65・67・68)

各地区で出土した土器であり，層位的には，第困層下層（280～292）・第皿層中層（307～

337）・第田層上層（338～346）に区別できる。

（第皿層下層出土土器）

長類壷Aa2，擬回線文壷Aa，小型壷Ab，小型無頚壷 ・同蓋，聾Ab2・Ac2，鉢A3，台

付鉢D，小型器台A類，蓋，手熔り型土器が出土している。 292は，子熔り型土器である。

覆い部の前面と体部との接合部の一部が遺存している。第 I期から第E期の遺物によって

構成される。

（第皿層中層出土土器）

広口壷A，短頚壷Al，二重口縁壷B・C5，装飾壷De，斐J・C2・C3・E，小型鉢， 高杯，

器台Ca，鼓型器台B類，手熔り型土器， ミニチュア土器が出土している。 この層から出

土した土器は，器穫が多様で，その保存状態も良好なものがたいへん多い。特徴的な遺物

としては，斐Jとした316・317がある。「く」字口縁と，あまり肩の張らない体部からなる
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器形である。タタキ調整を施す特徴を持っているので，他の聾と分けて婆Jとした。その

他の特徴のある遺物としては， 手熔り形土器（335）がある。覆部がほぼ完存しているが，

体部は破損しているため全体形は不明である。鉢形の体部は，口縁部のところで最大径を

測り，そ ζから覆部へスムーズにつながっている。覆部の前面には帯状の粘土を取り付け

て面を作り， 3列の竹管文を施している。覆部および体部の外面には3つの突帯が巡るが，

上部2つの突帯は，覆部前面の装飾部と接続する。覆部および体部の内面にはハケ調整，

外面にはハケの後ていねいなミガキ調整を施している。丹後地域においては手熔り形土器
（注25)

の出土は少なく， 大宮町裏陰遺跡Cl区包含層から 1点出土しているのみである。

これらの土器は，第日期から第V期にかけて混在しているが，量的には第皿期が主体を

しめる。第N期 ・第V期の遺物は，それぞれ数点しか出土していない。

（第E層上層出土土器）

聾F3，鉢C3，低脚杯，高杯D，小型丸底土器E2，小型器台A類が出土している。 こ

れらの土器は，第N期 ・第V期が中心となる。

(2) 平安時代の土器

平安時代の土器は， SD301から出土した。乙れ以降，鎌倉時代までの遺物は包含層内よ

り出土しているが，砕片のみであり，遺物の量もわずかである。

SD301出土土器（図版第62)

SD301では，弥生時代から平安時代までの遺物が出土している。 これらの遺物のほとん

どは， SD301の下層からまとまって出土したものである。218～228は，弥生時代～古墳時

代の土器で第皿層からの混入と思われる。 230は，糸切り底をもっ土師器椀である。平高

台の底部から内湾気味に体部が立ち上がる。口径13.8cm・器高5.lcmを測る。 231・233は

糸切り底をもっ土師器皿である。 231は，口径9.Ocm・器高2.lcmを測る。 229・234は，糸

切り底をもっ須恵器椀で，いずれも体部外面に墨書がみられる。 229は， 破損のため一文

字の下半分しか残っておらず，また， 墨書も薄いことから文字はやJ読できない。234は，

底部から口縁部にむけて 「今西」と記されている。 （戸原和人・鍋田 勇）
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第2節木

(1) 整理の方法

製 ロ
ロロ

出土した木製品の整理を進めるにあたっては，以下のことに留意した。

1. 木製品は，その材質が脆弱であるため，幾度も移動することは危険であり，実測と

写真撮影を随時行った。

2. 分類及び実測は，遺構 ・層位ごとに行うのではなく ，まず， 全製品の中から製品の

すぐれたもの，完成度の高いものからJI頂に台帳記入を行い，その後抽出した造物について

実測と写真撮影を行う。製品の分類については，この台帳によって行う。そのため，乙の

台帳には，所定の項目のほか製品の法量やそのスケッチも記入することとした。乙れは，

すべての個体について実測する乙とが不可能な場合有効な措置である。

3. 分類は，形態によって行うことを原則とするが，明らかに機能のわかるものや出土

の状態により関連すると考えられるものについては一群として扱った。

4. 実測については，全体の形状がわかるものが少ないため，その復原に留意し，それ

ぞれの大きさによって縮小した。

5. 木取りについては，当時の木工技術を知るための手がかりともなるので，断面図に

表現するよう努めたが， 実測を行わなかったものについては果たせなかった。

6. 実測の表現については，製品に残る加工痕と使用痕を主に行ったが，製品によって

は木目を表現することでより特徴を示すものもあり，このような製品には木目を表現した。

7. 実測後，保存処理を行うためのデータとして，（1)針葉樹と広葉樹の分類，（2）心持材

と辺材（板目材 ・柾目材の分類も含む）の分類，（3）それぞれの保存状態（良 ・普通 ・不良の

3分類）の分類を行った。 乙の作業は， 2で行った作業の続きとしてすべて台帳に記入し

た。なお，第2次調査で出土した木製品については，主なものを抽出して材質鑑定を委託

した（付載）。

第2次調査で出土した木製品は，遺構別の出土量でみると溝SD02がもっとも多く， 次

いでSDlO, SD04の順となる。また， 第3次調査では， SX301及びSD303からの出土量

がもっとも多い。 その他， これらの遺構周辺の包含層からの出土量も極めて多く， この

遺跡の埋没状況の一端を窺うことができる。 以下，出土した木製品の状況について述べた

（戸原和人 ・鍋田 勇）

(2) 木製品

出土した木製品は， 総数1,000点以上におよび， このうち何らかの加工痕をもつものは

約800点を数える。この項目では，これら加工痕をもっ木製品のうちから遺構に伴うもの，
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用途の特定できるもの，特殊な形態をもつもの等，合計186点について個々の特徴を記す。

工具（図版第69)

1・2は，手斧柄である。いずれも袋状鉄斧を装着し，横斧になるものと推定される。

木の枝分かれした部分を利用し，幹の部分を台部，枝の部分を握り部としている。 2の鉄

斧装着部は，長さ3.8cm・幅3.5cm・厚さ1.8cmを測る。 lは， 台部の長さ12.8cm・幅3.2 

cm・厚さ3.Ocmを測る。 2は， 台部の長さ15.8cm・幅4.2cm・厚さ2.6cmを測る。 1の

材質は，広葉樹で， 2は針葉樹と思われる。1・2ともBS地区から出土した。 3は， 斧形

の木製品であり，非常に硬い広葉樹を加工したものである。縦断面は，二等辺三角形を呈

し，刃先は肩平である。根元の方は，握り部を取り付けるためU字状に扶られている。全

長13.2cm・幅4.lcm・根元の厚さ2.7cmを測る。 I5地区から出土した。

農具（図版第69)

4・5は，舟形突起をもっ広鍬である。 4は，突起部付近のみ残存している。柄を装着

する孔は，長径3.3cm・短径2.9cmの楕円形を呈する。柄の装着角度は，約74°である。現

存長13.lcm・最大幅12.5cm・厚さo.8～3. 4cmを測る。 G6地区から出土した。 5は， 突

起の脇に小孔の穿たれた痕跡を持つ。表面lとは使用時についたと恩われる多くの傷が観察

される。 柄との装着角度は約58°である。現存長15.3cm・最大幅23.Ocm・厚さo.8～3. 6cm 

を測る。B5地区から出土した。 31・32は槌の子である。いずれも心持ち丸太を加工したも

ので，両木口面を削り落とし，中央部に浅いV字状の溝を巡らす。ともに材種は，広葉樹

である。 31は，断面がほぼ円形を呈する。全長14.5cm・直径10.4cmを測る。 SD303から

出土した。 32は，断面が楕円形を呈する。全長17.6cm・短径6.lcm・長径8.lcmを測る。

cs地区から出土した。

容器（図版第69～71)

6は，木裏面を上面とする横木取りの盤である。内面は，浅く，ゆるやかに剖り抜かれ

ている。遺存状態は悪い。現存長43.9cm・現存幅ll.8cm・高さ4.9cmを測る。 B6地区か

ら出土した。7は，柾目の板材を剖り抜いた長方形の盤である。底は，一部しか残存して

いないが，非常に薄く仕上げられている。長辺， 短辺とも斜めに立ち上がる。現存長45.0 

cm・幅ll.9cm・高さ4.9cmを測る。 D6地区から出土した。24は，木裏面を上面とする大

型の横木取りの盤である。遺存状態は悪く，底板の半分と側板の一部しか残っていない。

裏面には， 削り出した低い脚部が円周の部分にそって一対作られている。 現存長72.3cm 

・現存幅26.Ocm・現存高9.5cmを測る。 B7地区から出土した。 8は， 丸太の 2つの割材

を用い，木心をはずし，木裏面を上函にする横木取りの盤である。長辺と平行にほぼ半分

に割れたものと恩われる。長辺は約60°の角度で斜めに立ち上がり， 約1.5cm内外の厚みを
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もつ。 2つの短辺は，それぞれ若干形態が違い，一方は長さ5cmの切り欠きをもち，もう

一方は長辺側から中央に向かつてゆるやかに低くなっている。底は， 2.3cm内外の厚さを

もっ。全体にしっかりしたっくりで仕上げもていねいである。全長66.2cm・現存幅13.5cm 

・高さ5.3cmを測る。C8地区から出土した。 9は， 2つ割の丸太を用し勺木表面を上面と

する横木取りの槽である。内部を深く割り抜き，底 ・側板とも薄くていねいに仕上げてい

る。約1/2弱が残存している。平面形は， 楕円形を呈し， 側板は約60。の角度で立ち上が

る。推定長径47cm・短径30cmで，底部推定長径3lcm・短径14cmを損Jjる。 SD303から出土

した。 10は，木裏面を上面にする横木取りの容器である。完形品と思われるが，全体にっ

くりが粗く，製作途中の未完成品のようである。短辺の一方はなく，内部の仕切りがその

代わりをしている。全長24.6cm・幅13.5cm・高さ4.lcmを測る。B7地区から出土した。

11および12は，組合せの箱形木製品である。12は， 底板と側板に長辺4か所， 短辺3か所

の孔をそれぞれ穿ち，樹皮を3～ 4重lζ巻いて固定している。また，樹皮で固定した後，

孔と樹皮の隙聞には小さな木片をつめて補強している。側板は，長辺 ・短辺とも一方のみ

残っているが，いずれも焼け焦げており，深さは不明である。底板も長辺の一方を破損し

ている。長さ34.9cm・現存幅15.5cm・現存の深さ3.9cmを測る。C8地区から出土した。

11は， 12と構造は同じであり， 12の長辺の一部の可能性がある。現存長26.9cm・現存幅4.6 

cm・厚さ1.4cmを測る。B7地区から出土した。13は，柄による組合せをもっ木製品であ

る。箱の一部かと考えられる。底 ・側板とも柾目の板材を用いる。底板は，焼け焦げた跡

が残り，原形はとどめていないが，もとは長方形であったと思われる。底板の短辺には柄

がひとつ作られ，側板と組み合わされている。柄は，側板を突き抜け，木釘で底板と側板

を固定している。また，もうーか所，側板から底板へ木釘が打ち込まれている。底板は，

現存長28.lcm・現存隔22.lcm・厚さ1.6cmを測り， 側板は， 現存長17.4cm・現存幅3.4 

cm・厚さ1.4cmを測る。SX301から出土した。

14は3 割材を剖り抜いた楕円形の鉢の一部と思われる。底は，平底で平滑面をなし，口

縁部が斜めに立ち上がる。端部上面は，やや平坦で，外縁状を呈する。現存長19.2cm・

現存幅6.6cm・高さ4.4cmを測る。 G6地区から出土した。 15は，柾目の割板材を加工した

盆である。表面の周囲に幅約3cmの縁を残し，内部を浅くていねいにくり抜いている。直

径25.0～27. Dem・厚さ1.0～1. 9cmを測る。 G4地区から出土した。 16は，柾目の割板材を

加工した薄手のもので，盆あるいは蓋と考えられる。本来は円形であったと思われ，周囲

にはわずかな高まりであるが，幅1.5cmの縁帯部が設けられている。現存長26.6cm・現存

幅5.6cm・厚さo.8～1. Demを測る。 F4地区から出土した。 17は，板目の割板材を加工した

もので，一部しか残らず全形は不明だ、が，大きな蓋の可能性がある。ほぼ中央部に8mm×
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4mmの小さな穴がひとつ穿たれている。現存長30.6cm • 現存幅4. lcm・厚さO.6cmを測る。

F4地区から出土した。 18・19・20は，板目の割板材を円形に加工した蓋である。18は， 周辺

部を斜めにカットしており，実測図の面を下側にする蓋と考えられる。推定直径10.5cm・

厚さ1.Ocmを測る。 E4地区から出土した。 19は， 一部周辺の角を面取りしている。推定直

径21.Ocm・厚さ1.lcmを測る。B5地区から出土した。 20の片面の縁は，浅く削り込まれ

ており，容器との接着面になると思われる。広めのはつり面をとどめているが，全体にて

いねいなっくりである。直径18.2cm・厚さLOcmを測る。 C6地区から出土した。

案（図版第72)

21は，心をはず、し，木表面を上面とする横木取りの案である。高い脚部が四隅に配置さ

れ，上面は緩く湾曲する。両短辺にはlcm幅の縁帯部がある。台板の裏側の中央部には栗

形lζ穿った窪みがあり，その中より直径2mmの小さな孔が穿たれ，上面まで貫通している。

上面にはその横にもうひとつ孔が穿たれているが，裏までは貫通していない。完形品では

あるが，縦方向に2つに割れており，SD303とSD302との分流点および合流点から別々に

出土した。全長35.8cm・幅15.6cm・高さ9.6～13. lcmを測る。 22は， 心をはずした2つ割

の丸太を用し、， 木裏面を上面とする横木取りの案で，形態は， 21と類似している。四隅に

配置された脚部のうち，2脚を一部破損しているが，ほぼ完形品である。上面の平面形は，

長方形で， 両短辺には2cm内外の縁帯部があり，両短辺に向けて緩やかに立ち上がる。全

長22.2cm・幅9.0～10. 2cm・高さ4.2～6. 5cmを測る。 E8地区から出土した。23は， 木表

面を上面とする横木取りの案である。約1/2が残存している。長辺Iζ平行してl対の脚部を

有する。 材種は広葉樹である。現存長14.9cm・幅20.5cm・高さ5.7cmを測る。SD303から

出土した。

祭市E具（図版第73)

25は， 鉱の模造木製品である。長さ13.lcm・幅2.2cm・厚さ0.7cmと小型品であるが，

仕上げはでいねいで精巧なっくりである。 SD303から出土した。26は，心をはずした2つ

割の丸太を用し＼ 木裏面を上面にあてる横木取りの舟形木製品である。完形品で遺存状態

も良好である。外面は，はつり面をよくとどめているが， 全体にていねいな仕上げである。

内面は，万子状のもので割り抜いており，外面lζ比べ粗いっくりとなっている。船首には

左右から穿たれ，貫通した0.6cm×0. 3cmの孔がある。 船首は，船尾に比べて1.2cm高い。

全長36.lcm・幅11.2cm・高さ5.5～7. 7cm・底の厚さ 1.2～1. 5cmを測る。 cs地区から出

土した。27は，心をはずした2つ割の丸太を用しり 木裏面を上面にあてる横木取りの舟形

木製品である。長辺方向に沿って割れており，約半分しか遺存していないが，平面形は琵

琶形をしており， 尖った方が船首になると思われる。内外面ともゆるやかな曲線で構成さ
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れ，底から船首lと向かつてはなめらかに立ち上がり，船尾lζ向かつては急に立ち上がる。

船尾近くの外面に一部焼け焦げた跡がある。内外面とも仕上げは非常にていねいである。

現存長50.2cm・現存幅16.2cm・高さ8.Demを測る。 C6地区から出土した。

発火具（図版第74)

28・29・30は，脅l板材から割り出した棒状の火鎖臼である。 28・29は，板目， 30は，柾

目である。 28は，両方の長辺lζ臼部を切り込んでいる。一方は10孔あり，すべて使用され

内部が焼け焦げている。他方は6孔のうち 5孔が使用されている。孔径は， o.9～1. lcm 

を測り，一部貫通しているものもある。現存長30.3cm・幅3.5cm・厚さ2.Demを測る。 B

5地区から出土した。 29は，使用された火鎖孔が1孔と，未使用のV字の切り込みがある。

孔径はO.9cmを測る。 現存長30.4cm・幅2.2～2. 7cm・厚さl.lcmを測る。 出土地は不明

である。 30は， 2孔の火績孔があり， どちらも使用されている。 現存長27.4cm・幅2.5 

cm・厚さ1.8cmを測る。 B2地区から出土した。

組具（図版第74)

33は，ひとつの柾目の割板材を2本の棒状に加工し，端部近くに穿った長方形の柄穴に

木片を通して組み合わせたものである。 2本の棒材には，端部l乙左右対称となる突起がそ

れぞれ作られている。全体に仕上げはでいねいである。木片は，一端が破損しているため，

全長は不明で，用途もよくわからなし、。柄穴の大きさは， ともに2.5cm×1. Demで， 棒材

の現存長28.7cm・幅3.9～5. 4cm・厚さ2.9cmを測る。 E4地区から出土した。 34は，割板

材を加工した柄穴をもっ棒状の木製品で，柄穴には小さな木片を通している。棒材の一方

の長辺には切り欠きが入れられ， 33とやや類似した形態をとる。木片は，両端を破損して

おり，全長は不明であるが，現存長3.9cm・幅2.5cm・厚さ0.9cmを測る。棒材の全長26.1 

cm・幅2.8～5. Dem・厚さ3.3cmを測る。 SD304から出土した。 33・34ともに用途は不明

である。

機織具（図版第77)

67～70は，ちきりと考えられる木製品である。 35は，板目の割板材を加工した木製品で

ある。半円形の頭部と断面形が長方形の差し込み部からなる。先端は， 45°の角度で切り落

とされ， 中央部のやや先端よりには1.9cm×1. 7cmの柄穴が穿たれている。他の木製品と

組み合せ，止め具のような役割をしたものと考えられる。全長24.5cm・幅4.5～7. 7cm・厚

さ1.3～2. 6cmを測る。 SD303から出土した。 67は， 両端近くに切り込みを入れたもので，

切り込みと反対側は面取りされ，平滑になっている。全長70.2cm・幅2.7cm・厚さ2.2cm 

を測る。出土地は，不明である。 68は，板目の割板材を加工したもので，両端を左右対称

lζ有頭状に作り出している。全長68.lcm・幅3.3～6. Dem・厚さ3.2cmを測る。 cs地区か
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ら出土した。 69は，一端は破損しているが，両端とも有頭状を呈すると思われる。断面形

は，台形で， 2角をカットして成形している。現存長53.8cm・幅2.9cm・厚さ1.5cmを測る。

B7地区から出土した。70は，板目の苦手l板材を加工したもので，やや他と形態を異lζし， 両

端の大きさ ・形が違っている。 はつり面を明瞭lζ留める。全長53.Ocm・幅2.6～6. 2cm・

厚さ1.7cmを測る。B7地区から出土した。

棒状木製品（図版第74・77～79)

（柄） 62～66は， 農具ほかの柄と思われる木製品である。62は， その断面形が円形を呈

し， 両端を丸く収める木製品である。全長106.7cm・直径3.Ocmを測る。 C6地区から出

土した。 63は，柾目の割板材を加工したものである。断面形は，ほぼ円形を呈する。現存

長91.2cm・直径2.8cmを測る。SD304から出土した。 64は， やや細目の棒材である。現

存長87.5cm・直径1.7～2. 2cmを測る。 E4地区から出土した。 65は，柾目の割板材を加

工したものである。断面形は， 楕円および隅丸方形状を呈する。 一部焼け焦げている。現

存長75.8cm・直径2.6～2. 9cmを測る。 C8地区から出土した。 66は， 断面形が円形を呈

し， 先端部は段がつき， 細くなっている。 もう一方の端部は四方から面取りがなされ，

断面形が長方形になっている。両端とも何かに差し込んであったものかもしれない。会長

54. 3cm・直径1.6～2. 2cmを測る。A4地区から出土した。

（有頭棒） 71は，板目の割板材を加工したものである。一方の端部隅を斜めに切り欠き，

その反対側に切り込みを入れている。長辺の一方のほぼ中央には， 3か所小さなくぼみが

あり，他方にはゆるやかなくぼみがlか所ある。全長42.5cm・幅2.8cm・厚さ1.5cmを測

る。材は，針葉樹である。 F6地区から出土した。 72は， 両端の内側約2cmのところを削

り込み，両端とも有頭状に仕上げたものである。全長17.9cm・直径2.8～3. 4cmを測る。

SX301から出土した。 74は，柾目の割板材を加工したものである。先端を残し， 長辺の両

側を切り込んで有頭状にしている。 有頭棒の中では細い部類lζ入る。 現存長38.3cm・幅

2. Ocm・厚さ1.3cmを測る。 材は，針葉樹である。 D4地区から出土した。 75は，幅の広

い頭部をもっ有頭棒である。頭部は，破損のため，約半分しか遺存していない。全長38.8 

cm・幅2.0～3. 5cm・厚さ1.9cmを測る。 F7地区から出土した。76は，一端の内側を浅く

削り込んで有頭とし， 先端へ向けて細くしたものである。 削り込んだ部分で毛を縛り，筆

として使われた可能性もある。全長22.lcm・直径1.2～2. 8cmを測る。 SX301から出土し

た。77は， 一端の内側をわずかに削り込み有頭とし，他方は尖頭にしている。全長35.9 

cm・直径2.6cmを測る。 F6地区から出土した。 79は，丸い頭部をもっ有頭棒である。現

存長38.6cm・幅2.2cm・厚さ2.Ocmを測る。 F5地区から出土した。 81は，一端を削り残

して有頭状にしたものである。頭部の断面形は， 楕円を呈し， 棒部とは斜めに取りついて
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いる。全長74.3cm・幅1.5～3. 2cm・厚さ1.9～2. 6cmを測る。 F4地区から出土した。85

は，板目の割板材を加工した有頭棒である。先端部の約3分の lは両側から扶られ，断面

形がレール状を呈する。全長177.3cm・幅5.7cm・厚さ5.Ocmを測る。SX301から出土し

た。 93は，割板材を加工した有頭棒である。頭はやや不定形であり，先は欠損している。

現存長37.6cm・厚さ3.1～3. 5cmを測る。15地区から出土した。材は，針葉樹である。86・87・

88・89・90は，心持ちの有頭棒である。 86・87は，ほぼ完形， 88は， 先端部を欠損し，89

および90は， 先端部のみ遺存している。材種は， いずれも広葉樹である。 86は，全長約

193cm・幅4.6cm・厚さ3.Ocmを測る。87は， 全長194cm・幅3.6cm・厚さ2.6cmを測る。88

は，現存長194cm・幅4.4cm・厚さ2.7cmである。 89は，現存長18.9cm・幅4.5cm・厚さ

2. 2cmを測る。 90は，現存長17.6cm・幅3.8cm・厚さ2.6cmを測る。いずれもSX301から

出土した。 94は，一端のみを有頭状にしたもので，造存状態はやや悪い。全長57.Ocm・幅

3. 5cm・厚さ2.8cmを測る。 98は，板目の割板材を加工した平たい棒である。端部のやや

下に浅い切り込みを入れ， 有頭とする。 現存長99.Ocm・幅3.3cm・厚さ1.9cmを測る。

D4地区から出土した。

（箆） 40は，板目の割板材を加工したものである。非常に薄く，両端とも斜めに切り落

とされている。土器の施文等lζ使用したのではなし、かと考えられる。全長17.8cm・幅1.6 

cm・厚さ0.3cmを測る。 B8地区から出土した。

（その他） 38は，先端を尖らせ，頭部を二段の有頭状にしている。先端は，一部破損し

ている。現存長15.6cm・幅1.6～2. 6cm・厚さ1.4cmを測る。出土地区は，不明である。

39は，先端を丸くした棒状の木製品である。もう一端の方は，万子でまわりに切り込みを

入れてから折って切り離されている。全長17.9cm・直径1.8～2. lcmを測る。 SX301から

出土した。 73は，先端l乙向かつてやや細くなる箸状の木製品である。全長27.5cm・幅o.9 

cm・厚さ0.7cmを測る。 SX301から出土した。 78は， 針状の形態をもっ木製品である。

端部には1.Ocm×0. 7cmの長方形の孔が穿たれている。 全長36.7cm・幅1.6～4. Ocm・厚

さ1.7～2. 8cmを測る。B5地区から出土した。 80は， 割板材を加工した棒状の木製品で，

断面形が楕円形の柄の部分と，断面形が肩平で横幅の広い部分とから構成されている。先

端は，焼け焦げて破損している。何かをかき混ぜるのに使用したものか。現存長43.5cm 

・幅2.3～3. 7cm・厚さ1.4～1. 6cmを測る。 E5地区から出土した。 82は， 中央部のみ幅

を広くし，膨らみをもたせた棒状の木製品である。完形品であるが，用途は不明である。

あるいは杵のように使用したものかもしれない。 はつり面を一部とどめる。 全長42.9cm 

・幅4.1～5. 6cm・厚さ4.5cmを測る。 C7地区から出土した。 83は，厚手の割板材を加工

したものである。細い部分を柄とすれば，縦槌とも考えられる。全体lとっくりは粗く，は
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つり面をよくとどめている。全長40.8cm・幅2.5～7. 3cm・厚さ2.5～5. 6cmを測る。 F4地

区から出土した。 92は，柾自の割板材を加工した棒状木製品である。先端を鶏頭状に加工

する特異なものである。棒部の断面形は，長方形を呈し， 1か所浅い切り込みをもっ。現

存長71.lcm・頭部幅7.6cm・頭部厚さ3.6cm，棒部幅2.9cm・棒部厚さ2.lcmを測る。E4

地区から出土した。 97は，一端を尖らせた槍状の棒材である。全長102.lcm・幅4.lcm・

厚さ3.9cmを測る。C6地区から出土した。 99は，板目の細長い害lj板材である。一端は，

尖頭状を呈し，かえり状のものが作られている。現存長133.lcm・幅3.5cm・厚さ1.6cmを

測る。 C6地区から出土した。

小孔をもっ板材（図版第75・78)

43は， ラケッ ト状， 44は， 羽子板状の木製品である。いずれも，柾自の割板材を加工し

たもので，板面lとはU字状に小孔が穿たれている。用途は，不明である。43は， SD303,

44は， SX301からそれぞれ出土した。 45は，板目の割板材である。ほほ，全面が焼け焦げ

ているため原形は不明だが，中心から一部舌状lζ張り出した部分は，原形をとどめており，

平面形は曲線で構成されるものと考えられる。舌状部の根元には直径O.9cmの孔が穿たれ

ている。現存長13.4cm・現存幅13.lcm・厚さ1.7cmを測る。E5地区から出土した。46は，

柾目の割板材で，両脇および先端を破損しているが，平面形は将棋の駒のようになるもの

と推定される。山形をした先端付近には20個の小孔がならべて穿たれ，反対側lζは4個の

孔が端部から削り込まれている。また，中央付近には4個の小孔が不規則に穿たれている。

現存長25.2cm・幅15.6cm・厚さ1.5cmを測る。E4地区から出土した。47は，柾目の割板

材で，破損が著しく， 一部のみ残るにすぎない。一方の短辺から6.3cm離れて，短辺と平

行に，直径4mmの孔が1.3cm間隔で4偲穿たれている。そのうち，端のひとつだけが裏ま

で貫通している。もう一方の短辺には，一辺5mmの正方形の孔が2個ならべて穿たれてい

る。両国とも粗いはつり面をとどめる。現存長31.3cm・現存幅2.4～5. 6cm・厚さ1.7cmを

測る。 C8地区から出土した。48は，板目の割板材で，コーナーの一部と思われる。短辺の

一方には，「凸」状に切り込みが入れられている。 49は，板目の割板材で，0.9cm×0. 8cm 

の孔がコ ーナー近くに穿たれている。全長26.7cm • 現存幅7. 2cm・厚さO.9cmを測る。 SD

303から出土した。50は，板目のほぼ長方形の割板材である。一方の短辺は7 やや弧を描く

ように削られ，もう一方の短辺近くに直径lcmの孔が穿たれ， その対角線上に，直径4mm

の小孔が6mm間隔で3個穿たれている。全長25.4cm・幅8.5cm ・厚さo.5～0. 8cmを測る。

SD303から出土した。84は，柾目の劃板材を加工したものである。端部を破損しているた

め，原形は不明であるが，一端は幅をやや広くし，細長い孔を5個並べて穿っていたもの

と思われる。 中央には3個の小孔があるが貫通はしていない。現存長42.3cm・現存幅4.4 
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～5. 6cm・厚さ1.9cmを測る。 SX302から出土した。

その他（図版第74・75・79)

36は，板目の割板材を加工したもので，ほぼ完形品と思われるが，用途は不明である。

全長14.8cm・幅5.lcm・厚さo.7～2. 7cmを測る。F3地区から出土した。37は，板自の割

板材を加工したもので，半分近くを破損しており，一部焼け焦げている。現存長12.2cm・

現存幅1.0～3. lcm・厚さO.9cmを測る。C8地区から出土した。 41は，柾目の板材を制り

抜いたと思われる木製品である。幅の狭い盤かもしれない。現存長22.6cm・幅4.Ocm・厚さ

は1.0～1. 7cmを測る。出土地は，不明である。42は，割材を加工し，砲弾形にした木製品

である。先端は，一部焼け焦げて破損しているため，この部分lζ柄が付いて縦槌となるこ

とも考えられる。現存長18.2cm・最大直径8.5cmを測る。 E5地区から出土した。 96は，

板目の割板材を加工したものである。中央部の約1/3のところが最大幅となり， 両端lζ向か

い幅が狭くなっている。両端とも破損しているため，全長は不明である。片面にのみ長辺

と垂直に19条の圧痕が観察され，使用痕と考えられるが，用途は不明である。現存長81.2 

cm・幅3.2～11. 2cm・厚さ1.5cmを測る。 F7地区から出土した。101は，断面三角形を呈

する休部と，その一隅からのびた柄のような部分とから構成される木製品で，槌かもしれ

ない。全長54.4cm・幅3.0～11. 2cm・厚さ3.6～5. 8cmを測る。E5地区から出土した。

梯子状組合せ木製品（図版第76)

51～61は，その形態から梯子状の組合せ木製品と呼称しているものでヰす；これまでに

各部材については出土例があるものの，構造物としては今回が初見である。この木製品は，

梯子で言えば，支柱に当たるもの 2本，横木にあたるもの 2本一組で四組の計8本，その

他1本の総合計11本で構成されている。出土時には，第39図のように組合わさった状態で

あり，原型を保ったまま埋没したものと思われる。 53～60は， 2本ずつ上下で対になって

おり，両端が51及び52の柄穴に差し込まれていた。また， 61は，先端が59と60の聞にはさ

まっていた。なお， 57・58・61は，峰山高等学校の校舎造営時における基礎杭によって破

損を受けている。

出土した位置は，明確な遺構内ではなく ，古墳時代前期の遺物包含層で，地表下約1.9m 

の地点、である。この層は，広範囲にわたり多量の木製品を含む黒色粘質土（第皿層）であり，

これ以下の層では，遺物の量は際だって減少する傾向を示している。

51・52は， 全体の支えとなる支柱lζ当たる。 51は，板目の，52は，柾目の割板材で，長

さの割に幅が狭い。 51は，一端を破損 しているが， 52は，完存である。 51は， っくりは比

較的ていねいであるが，部分的に焼け焦げた跡があり，遺存状態はやや悪い。また，とこ

ろどころに小さな傷が入っているのが観察される。 52にも不定方向に入った小さな傷が観
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察される。 いずれにも長方形の柄穴（約3.5cm×5. Dem）が4個穿たれており，柄穴聞の

長さは，約40cmを測る。さらに，52については，小さな円形の穴（直径約1.9cm）が両端の

柄穴のやや内側に1個ずつ計2個穿たれていて，乙の点、のみ51とは異なっている。 51は，

全長164.9cm・幅7.6～8. 3cm・厚さ1.8～2. 4cmを測る。52は，現存長149.2cm・幅7.4～ 

8. 6cm・厚さ2.2～2. 6cmを測る。

53～60は，割板材を加工した棒状の木製品で， 基本的な形はすべて共通している。長さ

約74cmで，幅 ・厚さとも約2～3cmを測り，両端は， 一方の側面から切り込まれ，先端が

わずかに突起状に残されている。ただし， 56と58は， 中央部の幅が広く，約3cm×lcmの

楕円形に近い穴が穿たれている。61は，割板材を加工した棒状木製品である。一端は，校

舎の基礎杭によって破損しているが，埋没時には完形品であったと思われる。 他と異なり

先端が細く肩平である。推定長66.4cm・直径2.9cmを測る。

51・52の柄穴は， 2本の横木を合わせた端部よりもかなり大きく，53～60は，柄穴に固

定されていない。したがって，51～61を組み合わせた状態でも全体はぐ らついており，何

かの方法で51・52を固定して使用したものと考えられる。 横木が2本のセットであること，

61が59と60の聞に挟まれていたこと，横木の両端の突起がそれぞれ外側を向いている乙と

などを考慮すれば，横木の間に61以外の何かを挟んで使用したものとも思われる。

この木製品の用途については， 53～60が機織具のちきりと考えうる乙とから，織機の一

種ではないかと推定したが， 53～60を51・52に差し込んだ状態で織ることは不可能であろ

うと思われ，現在では否定的に考えている。また，乙の他lと農具の大足，運搬用の木ぞり
（注27)

ではないかという意見をうかがったが結論をだすまでには至っていない。

建築部材（図版第79～82)

（角材） 95は，切り込みをもっ角材である。現存長31.lcm・幅4.3cm・厚さ2.6cmを測

る。 SX301から出土した。108は，切り欠き，切り込みをもっ角材である。 切り込みは，

斧による粗削りのままであり，刃の突き刺さった跡が明瞭に残っている。全体にはつり面

をとどめた粗いっくりである。現存長53.Dem・幅6.lcm・厚さ4.9cmを測る。 E5地区か

ら出土した。109は，端部近くに2か所の切り込みをもち，先端を尖頭状に削りだす角材

で，遺存状態はやや悪い。現存長60.Dem寸前.Dem・厚さ3.6cmを測る。 SD303から出土

した。 llOは，大小2個の柄穴を2組，計4偲の柄穴をもっ角材である。断面形は，隅丸

方形を呈する。 納孔は，端部近くに2cm×2cmの正方形，そのやや内側に5cm×2cmの長方

形のものが対称にあけられている。全長666cm・幅5.4cm・厚さ3.5cmを測る。 F4地区

から出土した。ll4は，切り欠きをもっ板目の割板材である。現存長37.3cm・幅8.4cm・

厚さo.9～2. Demを測る。 E4地区から出土した。 ll7は，柄穴を有する角材である。柄穴の
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大きさは5.Dem×3. 5cmで，材は現存長20.9cm・幅7.3cm・厚さ6.3cmを測る。SD303か

ら出土した。118は，納穴を有する細目の角材である。一端は，先端から 3cm程細く ！切ら

れており，この部分は柄と思われる。柄穴の大きさは3.Dem×1. 3cmで， 材は現存長19.3 

cm・幅3.5cm・厚さ3.5cmを測る。 119は，柾目の割板材を加工した角材である。 一方の端

部近くに幅8mm・深さ7mmの切り欠きを有する。全長23.8cm・幅2.3cm・厚さ1.9cmを

測る。B8地区から出土した。120は，ーか所に浅い切り欠きを有する細目の角材である。

現存長17.8cm・幅3.9cm・厚さ3.7cmを測る。 121・122は， ともに柾目の割板材を加工し

たやや丸みをもっ角材である。SX301の近接した位置から出土しており，本来は同形 ・同

大のものと考えられる。 端部付近に4.Dem×2. 5cmの柄穴を有する。遺存状態は悪く，焼

け焦げた跡が残る。121は， 現存長22.7cm・現存幅6.4cm・厚さ2.6cmを測る。 122は，現存

長30.2cm・現存幅6.7cm・厚さ2.7cmを測る。材は，針葉樹である。136は，樹皮近くの割

材を加工した棒状木製品である。 一端は，破損しており，全長は不明である。先端には角

状の突起があり，さらに切り込みがある。 現存長78.2cm・幅1.7～6. 2cm・厚さ4.2cmを測

番号 l地区｜法 量 l※ l備 考｜番号 1地区［法 量 l※ i備 考

128 i E 3 I 現存長 82.4 i 15. o I s x 301 
幅 4.1 

厚さ 3.2 

129 I F 5 I 現存長 81.1 I 16. 5 
幅 4.0
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遺物

る。 C5地区から出土した。 137は，端部の一隅を斜めに切り落とし，その反対側に切り込

みをいれたものである。現存長59.6cm・幅3.8cm・厚き3.3cmを測る。 138は，一方の端部

近くに切り込みをもち，反対側に一対の柄状の突起をもっ。全長43.5cm・幅4.4cm・厚さ

4. Ocmを測る。C7地区から出土した。

（柱） 102・103は，切り欠きをもっ柱である。102は，心持ちの丸太であり，簡単な加

工しか施されていない。全長117.lcm・直径9.lcmを測る。 F6地区から出土した。 103は，

厚手の柾目板を加工したものである。全長156.Ocm・幅12.2cm・厚さ5.8cmを測る。 C5 

地区から出土した。

（板材） 100は，板目の細長い割板材である。一端から7.5cm離れて， 8.5cm×3. Ocmの

孔が穿たれている。現存長141.9cm・幅5.5cm・厚さ1.3cmを測る。 SX301から出土した。

104は， 板目の割板材である。板のほぼ中央部lζ一辺3cmの柄穴が1か所穿たれている。

全面にはつり面をとどめている。現存長77.8cm・幅17.4cm・厚さ2.4cmを測る。 F5地区

から出土した。 105は，板目の割板材である。 2.6cm×1. 5cmの柄穴が1か所と，破損面

にもう 1か所柄穴をもっ。柄穴閣の長さは， 45.Ocmを測る。全体lζっく りは組し、。現存

長70.9cm・幅9.9cm・厚さ3.2cmを測る。 B6地区から出土した。 106は，板目の割板材で

ある。 2.7cm×2. 2cm・3.6cm×1. 9cm・O.8cm×0. 5cmの3つの穴が不規則に穿たれてい

る。また，一方の長辺の中央部にV字状の切り込みが入れられている。全長65.8cm・幅

16. Ocm・厚さ2.Ocmを測る。 E5地区から出土した。107は，切り欠き，柄穴をもっ板目

の割板材である。柄穴は，板のほぼ中央部lζ並べて穿たれている。現存長57.3cm・幅10.0 

cm・厚さ1.8cmを測る。 D5地区から出土した。 111は，板目の割板材で，厚みがあり，

柱材とも考えられる。先端の約半分は切り欠いてあり，続けて切り込みがある。さ らに3.0 

cm×2. 5cmの柄穴が中央からややずれて穿たれている。現存長20.Ocm・幅10.7cm・厚さ

4. lcmを測る。 112は，板自の割板材である。両端とも破損しているが，ほぼ中央部lζ5cm

×3cmの柄穴を有する。現存長20.8cm・幅12.5cm・厚さ1.9cmを測る。 B7地区で出土し

た。 113は，柾目の割板材である。やや薄手で，板のほぼ中央部に2.4cm×2. 5cmの柄穴を

有する。全長36.8cm・幅6.7cm・厚さ0.6～1.5cmを測る。 B7地区から出土した。115は，

板目の割板材である。 一方の端辺lζ柄のような突起をもっ。全長22.Ocm・幅14.8cm・厚さ

1. 8cmを測る。 BS地区から出土した。 116は，幅の狭い板目の割板材である。両端とも破

損している。 現存長25.2cm・幅5.3cm・厚さ1.7cmを測る。D6地区から出土した。 144は，

板自の割板材である。 長辺 ・短辺とも破損しているため， 全長 ・幅とも不明である。大き

さlcm前後の楕円形の柄穴が，2つセッ トで2か所，計4か所と1.8cm×1. 5cmの長方形の

柄穴が1か所穿たれている。長方形の柄穴の横には途中まで穿たれた柄穴がある。板の全
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付表6 土木 部 材法量表 （単位は cm)

番号｜種類｜地区｜法 考l番号｜種類［地区｜法 考

139 板 C7 全長 146.4 S D302堰 153 板杭 B7 全長 49.2 S D303 

l~ii\ 15.5 転用材？ 5,4 

厚さ 2.1 厚さ 2.1 

140 板 B 7 全長 170.3 S D303 154 板杭 B 7 全長 53.0

13.7 転用材 7,7 

厚さ 3.4 厚さ 1. 3 

141 板 B7 全長 120.6 S D303 I 155 杭 B 7 全長 57,4 S D303 

中高 17.1 転用材？ 中高3.2～4.8
厚さ 3.5 厚さ 3.3 

142 板 B 8 全長 107.6 S D303 156 角杭 B7 全長 45,5 S D303 

現存幅11.1 転用材 中高 2.9 肩部

厚さ 1. 5 厚さ 2.1 

143 
半丸太裁
C7 全長 117.3 S D302堰 157 板杭 B7 全長 41.9 S D303 

中高 12.7 転用材 幅 7,4 

厚さ s. 5 厚さ 1. 9 

出 ｜丸杭 C7 全長 62.8 S D302 158 板杭 B7 全長 45.3 S D303 

直径 8.9 肩部 。高 4.9 

～9,4 厚さ 2. 1 

146 板杭 B 7 全長 57.5 S D303 159 角杭 C7 全長 45.0 S D302堰

幅5.6～9.8 中国 3,5 転用材

厚さ 1.8 厚さ 1. 7 

147 板杭 BS 全長 65.4 S D303 I 160 板杭 C7 全長 58.6 S D302堰

中高 s.s 5. 2 転用材

厚さ 2.6 厚さ 1.2 

148 板杭 B7 全長 47.8 S D303 161 板杭 C7 全長 58.8 S D302堰

幅 8. 1 4,7 転用材

厚さ 2.5 厚さ 1.6 

149 角杭 B7 全長 79,7 S D303 I 162 角杭 C7 全長 73,9 S D302堰

中高 5.2 申高 3.8 

厚さ 3.7 厚さ 2.3 

150 角杭 B 8 全長 93.2 S D303 i 163 角杭 C7 全長 80.8 S D302堰
中国 3,4 幅 5,3 

厚さ 3.2 厚さ 3,3 

151 角杭 B 7 全長 77.0 S D303 164 角杭 C7 全長 82.2 S D302堰

幅 6.9 中国 5.4 

厚さ 6.0 厚さ 4.1 

152 板杭 B7 全長 51.l S D303 165 角杭 C7 全長 81.1 S D302堰

中高 7.6 中長 4.8 

厚さ 2.0 厚さ 2.8 
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一方の端部近くに，流れ柾目の板材である。

1. 6cm×2. 2cmの柄穴が穿たれている。

140は，（板材）
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られ，加工の途中で土木材lζ転用されたものと考えられる。 141は，板目の割板材である。

組いはつり面をとどめている。片面には杭（172）のあたっていた痕跡が残っている。 142は，

板自の割板材で， 10か所の柄穴が穿たれている。 SD302とSD303の分流地点で用いられて

いた木製品であり，小木片が板面に付随している。 小木片は， 割板材を加工したもので，

断面形は半円を呈する。両端の約lcmは中央部より も細く削られ， 段がついている。木片

は， 板の長辺と垂直に，平らな面を板側lζ当て， 両端を樹皮によって板と国定されていた。

乙の小木片は板の 1次使用の際に何らかの意味をもっていたと思われる。小木片の全長

6. 9cm・幅1.7～2. 2cm ・厚さ1.4cmを測る。

（柱材） 143は， 丸太の半載したものを加工した柱の転用材である。 SD302の堰に利用

されていたものである。一端は，粗く切断した状態であり，他方は，木裏面lζ切り欠きを

有する。木表面のほぼ中央部には，楠円状iζ扶った切り込みがある。一部に粗し、はつり面

をとどめる。裏面の約3分のlは，焼け焦げている。材種は，針葉樹である。

第3節その他の遺物

(1) 土製品（図版第65)

（鍋田 勇）

土製品は，土錘1点 ・動物形1点 ・不明1点の計3点が出土している。 347はC4地区，

第四層の包含層内出土の土錘である。胎土は密であり，ていねいなっくりで，焼成も良好ー

である。暗茶褐色を呈する。 全長4.lcm・最大径2.7cmを測る。 348はD7地区，第皿庖の最

下層から出土した動物形の土製品である。頭部のみの出土で全体の形は不明である。頭部

の表現方法は極めて簡略であり，束lj突によって両眼を表わすのみである。 現存長2.4cm • 

厚さ1.9cmを測る。 349は， F2地区， 第困層の上層から出土したしゃもじ状の土製品で

ある。やや扇平な受け部と棒状の握り部かりなる。っくりは粗く，指押さえの跡が明僚に

残る。現存長14.8cm・幅3.8～7. 6cm・厚さ1.8～2. 4cmを測る。 （鍋田 勇）

(2) 石器類（図版第87)

石器類は，合計6点出土している。踏石2点 ・踏痕をもっ軽石1点 ・石ノミ l点 ・石皿

1点・台石1点の内訳である。

1は，磨石である。長さ10.9cm・幅7.4cm・厚さ4cm・重量580gを測る。石鹸形の扇

平な自然石を用し＼表裏面および側縁全周にこつ乙つと敵かれたアパタ痕と， 滑らかな踏

痕をとどめる。使用頻度はかなり高く，磨れて平坦になった表裏面には各2か所の凹みと，

側縁部lζは帯状の面取りを形成している。石材は，花岡岩質砂岩である。2も磨石である。
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半割し，残存長lOcm・残存幅6.8cm・残存厚4.5cm・重量480gを測る。先端部と片方の

側縁に面的な蔽打痕と磨痕が形成されている。また， 表面部片側にも面的な磨れが認めら

れる。磨面の範囲は滑らかな感触をもっ。石材は， 花岡岩質砂岩と思われる。

3は，磨痕をもっ軽石である。形の整った扇平楕円で， 長さ6.7cm・幅5cm・厚さ2.8 

cm，重量20gを測る。表裏面を面的に広く磨った痕跡をもっ。浮子として利用したものと

考える。

4は， 石ノミであろう。長さ12.4cm・幅3.2cm・厚さ2cm・重量120gの大きさである。

断面台形の細長い自然礁を用い，片側の先端部lζノミ状の刃部が細かな剥離によって作り

出されている。長軸に沿う側縁部の2か所で，激しい敵打による潰れ痕のため，両側から

やや挟られた痕跡が観察される。表面部も滑らかに磨られた部分と，連続する強い敵打に

よる凹みが併存している。石材は，頁岩である。

5は， 石皿である。全体形のほぼ6分の lを欠損している。 長軸15.3cm・短軸（残存

幅）13.4cm・厚さ4.6cm・重量1,600 gを測る。片側の表面全体と側縁の一部に，連続した

細かな敵打と，わず、かながら磨れによる痕跡をとどめている。表面部は，広い範囲にわた

って使用され，滑らかな曲線を描いて凹んでいる。ただ，この面は，ほどよく磨られでも

いるが，乙っこつと敵かれた敵打痕によって主に形成されたとみる方がより妥当であろう。

石材は， 磨石と同じく花岡岩質砂岩である。

6は， 台石である。長軸18.7cm・短軸10.lcm・厚さ6.5cm・重量1,980gを測る。侭lj縁

部は激しく打ち欠かれ，もとの磯表面をとどめていない。一方の表面部に，敵打によるご

く浅い凹みが2か所形成され，磨られた痕跡はまったく ない。4の石ノミのような工具と

ともに，何らかの作業を行う際の台として使用されたものであろう。石材は，安山岩と思

われる。

なお， 図版第87中の破線 ・ 実線 ・ 一点破線はそれぞれ， 敵打痕 ・ 磨痕 ・ 打撃長~離痕の存

在する部位および広がりを示すものである。 （黒坪 一樹）

(3) 植物遺体

植物遺体としては，種子 ・樹皮が出土している。種子は，モモおよびトチと恩われるも

ので，第皿層内およびSD303からの出土である。樹皮は，木製品12と142（図版第83）で使

用されているほか，第皿層内からも出土している。いずれもサク ラの樹皮と思われる。

（鍋田 勇）
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第6章 総

第1節 出土遺物からみた古殿遺跡

(1) 出土土器の概要

f首

乙乙では，各遺構から出土した土器の器種構成を時期的な変選のなかでまとめたい。

古殿遺跡は，今回で3次にわたる調査を行ったこ とになる。これまでに，出土した土器

は，弥生時代後期中葉から古墳時代前期までのものがもっとも多く，出土状況はかならず

しもよいとはいえないが，まとま りをもっているといえる。型式的に新しい要素を取り除

き，まとまりのある遺構 ・層位を抽出することで，土器編年作業を行いたい。

出土した遺物のなかでは， 第2次調査で検出したSD12• SD22と， SDlO・SD20・SK

03・SD022に含まれる古い様相の土器群が，もっとも古い段階のものであり，弥生時代後

期中葉に相当する。

次lζ，第1次調査で検出したSXll• SE03f乙含まれる古い様相と考えられる土器群，第

2次調査で検出したSD04の下層 ・SK03の上層 ・SDlOの下層 ・SD12の上層 ・SD20の中

層 ・SD12の上層，第3次調査で検出したSD309・SD310・SX302• SD303下層の出土土

器によって構成される一群がある。これらは，弥生時代後期後葉に相当する。

第2次調査で検出したSD04の上層 ・SD022下層 ・SK03の下層，SDlOの下層，第3次

調査で検出したSD302• SD303の上層出土の土器によって構成される一群がある。これは，

畿内でいう圧内式期に相当する。

第2次調査で検出したSD20の上層 ・SD02-2の中層 ・SDlOの中層，第3次調査で検出

したSD304の出土土器によって構成される一群がある。これは，畿内の布留式前葉lζ対応

する。

第1次調査で検出したSD02, 第2次調査で検出したSD022上層 ・SDlO上層， 第3次

調査で検出したSX301の出土土器によって構成される一群がある。これは，畿内の布留式

中葉に対応する。

(2) 出土土器の編年

以上の構成によって，古殿遺跡出土の土器は，おおむね 5期に編年することができる。

第 i期は，畿内第V様式に並行すると考えられる時期で，弥生時代後期の中葉に比定で

きる。
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器種の構成としては，擬回線文壷Aa，広口壷A，長頚壷Aa類， ~Aa • Ab類，鉢A2,

有孔鉢A2・B2，小型鉢A2・B2，台付鉢B，把手付き鉢，大型高杯A類， 高杯B類 ・Cl,

器台Aなどによって構成される。壷 ・聾 ・有孔鉢など，貯蔵 ・煮沸 ・調理lζ使用されると

考えられる各器種に， 大小いくつかの法量の違いが認められる。 また， 斐Ablは， 北陸

の法仏式土器との関係が窺える。

第 o ~明は，弥生時代後期後葉 l乙比定できる。擬凹線文壷Ab類，長類壷Ab類， 短頚壷Al,

聾Ac・D・E・G・I，長胴聾A，鉢A2，有孔鉢A2・B2，小型鉢A2・Bl・B2，台付鉢B，把

手付き大型鉢，大型高杯B類， 高杯B類，器台B類，装飾器台Blなどによって構成される。

この時期の特徴としては，査の器種が増える ζ と，楚Ac類の一部lζへラ磨きが認められる

こと， 壷 ・聾 ・鉢などに施されていた擬回線文がナデ消されるものが認められることや，

大型高杯のAb類からB類への変化が認められることなどがあげられる。 さらに，丹後 ・丹

波に分布圏をもっ装飾器台が出現する乙とや，山陰地方との土器交流が指摘できる。

第皿期は，近畿地方の土器編年においても，現在までに確定をみていない時期である。

今回，第皿期とした時期は，畿内における庄内式期に並行する時期と考えておきたい。擬

凹線文章が消滅し， かわって二重口縁壷が出現する。 二重口縁壷B類 ・Cl～C3・Ea・Eb,

装飾壷Da～Dc・F，壷G，注口土器，長頚壷Ac類， 短頚壷B, ~華 B類 ・ C l ・ Dl ・ E,

長胴整B，鉢A3・B2，有孔鉢A3・C，小型鉢C，台付鉢C，小型丸底土器El・Cl,

高杯D類，器台B2 ・ Ca • Cb，小型器台A類と小型器台B類の一部，装飾器台Bl ・ c,

鼓型器台B類などによって構成される。この時期の特徴としては，まず，擬回線文系の土

器が消滅する乙とである。ただ，器台Blζ，装飾器台のみが乙の時期まで残ると考えられ

る。とれらの器穫も他の器穫と同様，擬回線文が失われていく。壷 ・葺B類では， 屈曲す

る複合口縁部の外面lζ施されていた擬回線文にかわって，強く横ナデすることによって，

さらに大きく屈曲した複合口縁を形成する乙とになる。 この器種と混在して山陰系の二重

口縁土器とともに，在地系の二重口縁土器が出土している。 ζれらの土器は， 現在までに

分類を示すことができていないので，形態上の特徴を示すにとどめたい。在地系の二重口

縁土器は，山陰系の二重口縁土器に比べ，頚部から口縁にかけての屈曲が，内湾気味lζ立

ち上がるのを特徴とし，屈曲部のつまみ出しも丸みを帯びている。全体に鈍いっくりで，

胎土中の砂粒も粗く多い。また，この時期は，壷の底部が平底から尖底へと大きく変化を

みせる時期でもある。注口土器の出土にみられるように，山陰地方との交流もさかんにな

る状況を示している。

第W期1は，布留式古段階の時期が想定できる。二重口縁壷C4・装飾蚤Dd，婆C2・E

• F2・Hb，鉢C2・C3，杯， 低脚杯， 高杯C3，鼓型器台A類などによって構成される。
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乙の時期の特徴としては，畿内の布留式土器が導入されることと，低脚杯 ・杯が山陰地方

との交流により受け入れられることである。

第V期は，布留式中段階の時期と考えられる。二重口縁壷C5，斐C3・C4・F3・F4，小

型丸底土器E3～E5，小型器台B類によって構成される。乙の時期は，在地土器の特徴が

失われ，わずかに斐C類のなかに山陰系土器と区別できるものが残る程度で，全体として

畿内一辺倒に変わる時期である。

(2) 木製品

今回の調査で出土した木製品は，第1～ 2次調査同様多種多様にわたるものである。そ

乙で木製品全体を通じて特徴的なことをまとめてみたい。

古殿遺跡の第1次調査においては木製品全体の特色として以下の点が指摘されている。

①祭杷用具としての各種形代の存在が顕著であること，②明らかな未製品がないこと，＠

2次的な火化による損傷ないし焦函のあるものが多いこと， ④農具が少ないこと，⑤食膳

具，特iと盤 ・槽 ・案 ・鉢等の容器が多いこと，⑥機織具が多いこと，などである。これら

のことから，第1次の調査地点は生産の場ではなく，使用の場であること，また，祭杷的

様相が濃厚であることと理解されるに至っている。

今回の調査地は，第1次調査地の南側に当たり，出土した木製品の傾向も非常に類似し

ているが，次の4点について，今回の調査から新たに指摘できる。

①わずかながら工具の出土があること。これは，木製品の生産が古殿の集落内にて行わ

れたことを表わしている。しかし，遺物は，いずれも流れ込んだものであり，集落内にお

ける作業的な生産拠点は，今回の調査地よりも北側の住居跡を伴う場所に推定されよう。

②木製品の加工技術水準が高いこと。出土した木製品の多くは加工痕を伴う製品であり，

これらの木製品は，その用途に応じて加工の行程が異なっている。簡略な加工しか必要と

しない杭などの土木材に対して，祭杷具や容器には精巧なっくりのものが多く ，はつり面

を全くとどめていないていねいな仕上げのものや，木釘 ・樹皮を接合に使用するものなど

から，当時の木工加工の技術水準の高さをうかがうことができる。

①建築材が多いこと。 乙れは， SX301とSD303東側のF4地区出土遺物にみられる特徴

であり，柱 ・板材 ・角材など住居に使用されたと思われる部材が多く，詳細に検討を加え

れば住居そのものの復原も可能となるかもしれなし、。今回の遺物のなかでは，規格をもっ

と思われる角材が注目されるが，住居内の具体的な使用位置や役割などについては明らか

ではない。今後の課題といえよう。

④火による 2次的損傷を受けたものは，第皿層上層出土の木製品に限られること。 2次
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的損傷を受けた木製品の多い乙とは，第1次調査においてすでに指摘されているが，今回

の調査では，SX301を含む第皿層上層の出土木製品にのみしか確認されなかった。この点

は，古殿の集落の消長を考える上で示唆的であり， SX301が布留式の土器を含み，その後

の土器が極端に減少することを考えあわせるならば，集落の一時的な廃絶がこの時期にあ

った可能性が高いといえよう。

以上が今回の調査において認められた木製品の特徴である。

それでは，古殿遺跡におけるこれら多量の木製品の出土はどのように理解されるべきで

あろうか。木製品が長期間にわたり遺存する可能性は，土器ほかの遺物に比べて極めて低

い。そのため，古殿遺跡におけるこれら多量の木製品の出土を単に当時の古殿集落の特異

性とみるべきか，あるいは当時の集落における普遍的なあり方とみるべきかは判断し難い。

しかし，とれまでに丹後地域において木製品の出土した遺跡には，久美浜町橋爪遺跡 ・大

宮町谷内遺跡 ・同正垣遺跡 ・岩滝町千原遺跡 ・同定山遺跡 ・加悦町須代遺跡などがあるが，

いずれも出土量はさほど多くはなく，この点からすると，古殿遺跡のあり方はやはり際立

ったものである。また，出土木製品の技術水準の高さもすでに記した通りであり，現在の

状況からすれば，古殿の集落を「木の文化」の発達した集落のひとつとして認識する乙と
（注29)

lζ大過はないであろう。

（戸原和人 ・鍋田 勇）

第2節検出遺構からみた古殿遺跡

(1) 第1～2次調査との関連

第3次調査で検出した遺構のうち， 第1～2次調査との関連性を指摘できるのは， SD 

301・SD302・SD303・SD304・SX301・SD308・SX302である。

SD302・SD303 直線距離にして約60m離れているため， 同ーとは断定できないが，

SD202-lと共通した特徴を持つ。①断面の形状がU字状を呈する，②護岸工事が行われて

いる，③堰が設けられている，①古墳時代前期の遺物を含む，などで，いずれも古墳時代

のほぼ同時期に土木工事が行われ，整備された水路と考えられる。

SD304 • SX301 第l次調査検出のSD02との関連が考えられる。 時期的には， SD02と

SX301からともに布留式の土器が出土しているのに対し，SD304はやや先行する土器群か

らなる。乙の閣の時期差は， 比較的短い乙とが予想され， SD304の埋没後，SX301の形成

と同じくしてSD02が埋没したものと考えられる。

SD308 距離は離れているが，第2次調査検出のSD12と位置関係、において，つながる

ととから，SD12の延長である可能性が考えられる。
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SX302 性格の類似したものに第1次調査検出のSXllがある。 共通する点として，①

水平に堆積した黒色粘質土層上lζ，土器が集中して出土している，①明確な遺構を伴わな

い，③出土した土器は弥生時代末に比定できる，④出土した土器の器種構成では，聾が圧

倒的に多い，等をあげることができる。異なる点としては，①SXlUま， SDlOの直上に存

在しているのに対し， SX302は， SD303の横に位置しており，関連する他の遺構との位置

関係が異なる，②SXllでは，完形の土器が多いのに対し，SX302では少ない。＠SX302

は，土製品を含まない，等がある。

SXllは， 完形の土器と土製品がセッ トをなす一場性の出土状況から， 祭前日的様相の濃

厚な遺構として捉えられているが，乙の点に関しては，SX302は共通性を持たず，様相を

異にするといえる。しかし， SX302は出土状況から，自然の堆積によるものではなく ，一

括廃棄されたものであること，完形品よりもむしろ破砕された土器の集まりであることに

何らかの意味を持つと思われること， の2点からみて， SXllとは若干性格は異なるもの

の，やはりSX302についても祭肥的様相をもった遺構と考えられよう。

SD301 時期的に共通するものとして，第1次調査検出のSD06をあげることができる。

いずれも糸切りの須恵器椀を含むが，黒色土器は含まない。位置関係においてもSD301を

SD06の延長と考えても無理はなく，一連のものかもしれない。

(2) 遺構からみた古殿遺跡

第1～3次調査で検出した造構から古殿遺跡の特徴及び今後の問題となる点を取り上げ

まとめてみたい。

①弥生時代後期に ζの地で集落が営まれ始める。

②集落の最盛期にあたる弥生時代～古墳時代の住居跡が，わずかしか検出されていない。

③各時代において，集落内に多くの溝が形成されている。

④古墳時代後期以降平安時代まで遺構が断絶している。

①についてであるが，丹後地域においては，多数の弥生時代の遺跡が確認されている。

なかでも，弥生時代後期の畿内第V様式併行の土器が出土する遺跡はその数が多い。その

うち， 弥生時代後期から始まる代表的な遺跡には，網野町同城山遺跡 ・丹後町大山遺跡 ・

大宮町谷内遺跡 ・同裏陰遺跡 ・同正垣遺跡 ・岩滝町千原遺跡などがある。古殿遺跡を含め，

乙の時期に集落の急増する要因や，各集落間の交流関係などの検討が今後必要といえよう。

②についてみると，古殿遺跡で検出された住居跡は，第2次調査第lトレンチ西側のSB

05～SB07の三棟のみであり，問題点も多い。 他の遺構 ・遺物の存在から，古殿の集落の規

模はかなり大きなものと予想されるが，住居跡からの裏付けは現段階では不可能であり，
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集落構成の復原の問題も含め，今後の課題といえる。

③の溝についてであるが，古殿遺跡で検出された溝は， A. 明らかに人為的に掘削され

た溝， B.自然にできた流路，の二つに大別する乙とができる。 Aは，更に（a）土木工事

を伴うもの，（b）伴わないもの，に区別される。 A(a）に属するのは，第2次調査検出の

SD02-2・SD08，今回のSD302・SD303, A ( b）には，第2次調査検出のSD20・21・22,

今回のSD308があり，その他の溝はBl乙属する。

古殿遺跡において，遺構の変遷を考えるうえで最も重要な意味をもつのは， A(a）＇ζ属

する溝であろう。①で記したように，集落の始まりは弥生時代後期と考えられ， A(b）に

属する溝がすでに集落内を貫流する水路として整えられていたことがうかがえる。その後，

古墳時代の初頭に至って， SD303は再整備され， SD302が新たに掘削されるなど，それま

での素掘りの簡略な水路から，堰を設け，護岸を行し、，より技術水準の高度な水路へと発

展していった。つまり，水路にみられるこの発展過程は，この集落における弥生時代的な

集落から脱皮する過程の一現象としておさえることが可能と思われる。

さて，上記の溝については， 集落内を流れる水路としたが，具体的な機能として，日常

利用する生活用水の摂取，北側の谷から流れ込む雨水や湧き水の制御，の2点が考えられ

る。 1点目に関しては，特lと乙れらの水路にはいわゆる農業用水路と しての性格が乏しい

という意味を含めている。それは，現在，古殿遺跡として認識されている範囲が徴高地に

位置し，わずかな規模の耕作地しか想定できないためで，この範囲内は限定した意味での

集落（居住区域）と考えてよいと思われる。古殿遺跡では多量の木製品が出土しながら，農

具が非常に少ないのも，居住区域と農耕地を分けて考えることで理解される。つまり，現

在の遺跡範囲内は，居住区域としての性格が強く，その中の水路は生活用水として利用さ

れた。また，近接する地域，特lζ遺跡の南側にあたる小西川流域に耕作地が存在し，集落

内で製作された農具類は，耕作地近辺に運び込まれたのではないだろうか。 さらに，耕作

地における耕作技術の向上が集落内の水路整備に反映されたことも想像に難くない。

2点目に関しては， やはり集落の立地lζ起因している。 集落の北側にある二つの谷から

は，常時水の流れ込みがあったと恩われる。現在でも，調査地内では地下水が豊富であり，

木製品が冠水状態であることをみても，それは十分に理解できょう。乙の水を統制，制御

するととは， 集落の維持に不可欠の問題であったと考えられる。

④について述べると，古墳時代の前期に集落の最盛期を迎える古殿遺跡も，以後は細々

と断続的lζ集落が営まれるにすぎない。すでに記したように，第皿層上面出土木製品にお

ける 2次的損傷は，古殿集落の廃絶時のものと考えるととが可能であるが，集落の終一罵が

内的な要因による自然消滅的なものか，あるいは外的な要因によるものかは判断できない。

日叶
U
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乙の要因については，①の点と同じく，丹後地域全体の社会情勢に関わる問題であると思

われ，丹後地域の古墳時代を考えるうえで今後の重要な課題のひとつといえよう。

第3節小結一遺構の編年一

（第 I期）

（鍋田 勇）

第2次調査地で検出した溝SD12・20・22，土拡SK03がある。溝が第2トレンチと第4

トレンチの付近に集中しており， 土器溜りが第1卜レンチの中央部で検出されている。

SD12・20・22は，この谷地形にむかつて北東から南西に流れる溝である。また， SD12と

SD20は，同一軸線上に流れており，一本の溝と考えることが可能である。さらに，第3次

調査で検出したSD308は，遺物が出土していないものの，この溝の延長上のー支流の可能

性がある。第2次調査検出の土拡SK03は， これらの上流に形成された遺構であるが，前

記の溝の延長部を第1トレンチ内では検出していないので，お互いの関係は不明である。

SD12の周辺では， 乙の時期のピットを両岸で検出しているので， 乙の溝は，集落を巡る

環濠とは考えられなし、。おそらく，集落内を流れる溝であろう。古殿遺跡の集落は，この

時期lと成立したと考えられる。

（第日期）

第1次調査検出のSXllと，第2次調査検出の土拡SK03上層，第3次調査検出のSX302

に土器が投棄される。第2次調査検出の溝SD12・22，第3次調査検出のSD309・310は，

乙の時期に完全に埋没している。 また， 第1次調査検出の井戸SE03・第2次調査検出の

SD04・SDlO, 第3次調査検出のSD303に土器が投棄され始める。第2次調査検出の溝

SD20では，中層が堆積する。乙の時期の特徴は，弥生時代の遺構の多くが廃絶し，継続

するものは，第1次調査検出の井戸SE03と，第2次調査検出のSD20，第3次調査検出の

SD303である。弥生時代終末になると，集落内では一定のブロックごとに平坦面を形成し

ており， 区画を認めることができる。例えば，第1次調査のBトレンチのSD04に並行す

る住居跡SB05・07が建てられる乙と，第2次調査の第4トレンチの溝SD20• 22, N59 

と， これに直行する溝SD21が形成されることなどである。

（第E期）

第1次調査のBトレンチ井戸SE03・溝SD04，第2次調査の溝SD04，第3次調査のSD

303は，乙の時期に完全に埋没している。また，第2次調査の溝SD20・SDlOでは，中層が

堆積する。第2次調査の溝SD022，第3次調査の溝SD302・304に土器が投棄され始める。

この時期には，第2次調査の溝SD022，第3次調査の溝SD302・303などで，流路の護岸
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など大規模な施設の拡充がみられる。 第2次調査検出の木樋や，溝SD02-2の堰なども乙

の時期lζ設置される。

（第W期）

第2次調査の溝SD20，第3次調査の溝SD302は，この時期に埋没している。 第2次調査

の溝SD022・SDlO，第3次調査の溝SD304なと、では， この時期の遺物を含んでいる。第

3次調査の第四層b地点及び第 2次調査区において，面的な遺物の堆積が認められる。

（第V期）

第2次調査の溝SD02-2・SDlO，第3次調査の溝SD304は，この時期に完全に埋没する。

第3次調査のSX301は，溝SD304の埋没後に形成される。 出土土器からみて，集落内の流

路が乙の時期に完全に機能しな くなることが窺われる。 多くの木製品も同様に廃棄されて

おり，集落の終駕を思わせる。 （戸原 和人 ・鍋田 勇）

畿内との併行｜ 第V様式
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注l 平良泰久他「古殿遺跡発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報』京都府教育委員会） 1978 

注2 戸原和人「古殿遺跡発掘調査概要」（『京都府遺跡調査概報』第6冊 財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 1983 

注3 第3次調査の概要については，昨年度に紹介済みである。

鍋田 勇「峰山町古殿遺跡の第3次調査」（『京都府埋蔵文化財情報』第23号財団法人京都府

埋蔵文化財調査研究センター） 1987 

自：4 調査に参加，及び協力をしていただいたのは，以下の方々である。（敬称略）

第2次調査

安達佳明 ・青地佐都子・今西礼子 ・兎本恵美 ・江田恵美子・大谷健二 ・小川健太郎 ・小川志

津香 ・小倉美奈子・加藤由美・金子康治 ・柏原恭子・小山裕美 ・小山みのり ・北川ともえ ・

雲出美智子・佐藤敏子・下戸聡・白石由香 ・柴田 悟 ・田中達也 ・田中康夫 ・谷口ゆかり

・田村品子・竹中俊 ・団村香 ・寺升初代 ・豊島英昭・中島美代子・中塚等・中村康子・

西岡ひろみ ・長谷川陶子・花田 宏 ・早川和子・藤井理絵・藤中貴子 ・掘啓子・宮本純二

第3次調査

藤本効三 ・森岡貴博 ・中西弘美 ・岡田義宏 ・曽根回康博 ・石嶋祐子 ・室田雅子・曽根田真智

子 ・森本尚子 ・田中由美・吉岡晋也 ・大西明彦 ・内海丘人 ・奥野広記・掘 忠夫 ・番場隆一

．河端正直 ・藤村忠治 ・中村明治 ・葛原千代・金田康伊 ・石川英子・山福寅次郎 ・上田忠志

・国家忠 ・松村重明 ・坪倉勇一 ・新治文枝 ・古川ナヲ ・中村松枝 ・北村よ志 ・中村しづ江

・入江三郎 ・森勝治・山福 岡 ・田中正 ・吉岡博・中村豊野 ・碓井紀代子・森本須都

子 ・藤原佳子・能勢鈴美・清水彰子・西j津しのぶ ・吉岡早苗 ・増田真子・下岡美佐子 ・和田

正子 ・山本弥生 ・丹新千品 ・田中由美 ・赤司 紫 ・小滝初代 ・伊浮ひとみ ・藤原章子・倉本

まり子・松田浩二・森美知子・古川とも子・山尾 摂 ・栗田富子・伊勢田恵美子・野々垣照美

また，調査の実施及び本書の作成にあたっては，下記の方々や機関から御教示 ・御協力を賜

った（敬称略）。

安藤信策 ・岡田晃治 ・奥村清一郎 ・置田雅昭 ・小林行雄 ・佐原員・沢田正昭 ・蒋龍雄 ・

田中光浩 ・都出比呂志 ・角山幸洋 ・坪倉利正 ・波江庸二 ・細見啓三 ・町田 章 ・原口正三

（五十音順）

京都府教育庁指導部管理課 ・峰山町教育委員会 ・京都府立峰山高等学校

なお，調査期間を通じて，峰山町教育委員会安田 章氏には，たいへんお世話になった。記

して謝意を表したい。

注5 地学団体研究会京都支部『京都地学ガイ ド』法律文化社

注6 安田喜憲 『環境考古学事始』日本放送出版協会

注7 坪倉利正他『途中ケ丘遺跡発掘調査報告書』峰山町教育委員会 1977 

注8 田中光浩他『扇谷遺跡発掘調査報告書』 （峰山町文化財調査報告第10集 峰山町教育委員会）

1984 

注9 中国社会科学院考古研究所 ・広州市文物管理委員会 ・広州市博物館編 『広州漢墓』1981.12上

巻第6章東漢後期墓葬第三節随葬器物一，陶器（28）案（図250）陶案 408～409頁

注10 002案の脚接合法により，脚の側面の内，平面でクサヒを打った面が内側になると考えられ

る。

注11 楽浪漢墓出土の靴底IC形態の近似したものが認められる。使用例のーっとして参考にしたい。

「洛浪彩官宝塚」『古蹟調査報告』第1 朝鮮古蹟研究会 1934年12月（朝鮮考古資料集成補

巻l所収） 56頁第27図

注12 桶底の復原例として，1次調査の注で報告されたものがある。
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平良泰久他「古殿遺跡発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報 （1978）』京都府教育委員会）

1978 142頁第61図

注目 発火具の構造・機能については，京都府立山城郷土資料館が昭和62年度夏期におとなった体験

学習での経験がたいへん参考になった。

注14 紡織具の分類については東大阪市竹内晶子氏の分類に従った。また，整理作業にあたっては貴

重な助言をえた。

金関 恕 ・佐原員編『弥生文化の研究』 5 道具と技術I 1985 178～183頁

注目 農具の分類については，奈良国立文化財研究所黒崎直氏の分類に従った。注14文献77～84頁
注16 鎌柄の判断については，奈良国立文化財研究所町田 章氏の助言を得た。

注17 建築部材の分類については，奈良国立文化財研究所細見啓三氏の助言を得た。

注目 盾については，芋本氏の復原を参考にし， 町田 章氏の助言を得た。

金関恕・佐原 員編『弥生文化の研究』 9 弥生人の世界 1986 98～103頁

注目 万装具の分類については小林行雄氏・置田雅昭氏の助言をえた。

置田雅昭「古墳時代の木製刀把装具」『天理大学学報』第145号天理大学学術研究会 33～63

頁

注20 町田 章他 『木器集成図録』近畿古代篇奈良国立文化財研究所資料第27冊 1985

注21 石器の材質鑑定については京都府立山城郷土資料館橋本清一氏の鑑定による。

注22 園内出土の銅鐸では福岡県今宿五郎江遺跡出土の小型銅鐸が形態的には近似している。丹後地

方出土の銅鐸型土製品などからは古殿遺跡出土銅鐸型土製品の系譜を考えられる資料はない。

注9文献『広州漢墓』上巻 第三章 西漢中期墓葬 第二節随葬器物 二，銅器（図140)

237頁下巻図版64 12 などは紐の形態が異なるほかはほぼ同じ形態といえる。

注23 地質調査の結果については，株式会社綜合技術コンサノレタン ト技術員森島秀樹氏のご好意によ

り，資料を活用させていただいた。

注24 注3！ζ同じ

注25 杉原和維他「裏陰遺跡発掘調査概報』（大宮町文化財調査報告第l集大宮町教育委員会）

1979 

注26 鍋田 勇「古殿遺跡出土の梯子状組合せ木製品」（『京都府埋蔵文化財情報』第23号 財団法人

京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1987 

注27 乙の木製品については，安藤信策 ・角山幸洋・水野正好・向坂鋼二・大崎哲人各氏から御教示

を得た。特l乙安藤・角山両氏には，発掘調査現地にて御指導いただいた。記して謝意を表する。

注28 角材のうち，端部を有頭状に削り，端部近くに切り込みを有するなど， 端部の形態が非常に類

似しているものを取り上げた。先端から切り込みまでの長さは，平均約16cmを測るが， いず

れも他端は破損し， その形態及び全長は不明である。 家屋を構成する部材ではなし、かと恩われ

る。

注29 昭和63年2月4日に発掘調査成果の発表された奈良県橿原市の四条古墳及び同天理市の小墓古

墳では， ともに周濠内から笠形・盾形・鳥形・豊富形（四条古墳），笠形・大万形・矛形（小墓古

墳）等で，古墳祭胞にかかわる多量の木製品が出土しi1目を集めた。「木の文化」という視点か

らすれば，ある意味で特別に作られたこれらの木製品に対して，古殿遺跡の木製品は集落内か

らの出土品であり，日常生活における木のあり方を理解する上で貴重な資料といえよう。
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＜付載＞古殿遺跡出土木製品の樹種

島地 士川
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古殿遺跡（京都府中郡峰山町，古墳時代前期集落跡）で， 1982年8月から11月にかけて発

掘された木質遺物のうち，製品名の比較的はっきりしたもの158点を選んで，樹種の識別を

おこなった。なるべく遺物の形状を損なわぬように，木口，柾目，板目の 3断面から切片

をとり，アルコールシリーズで脱水，ビオライトでマウントした永久プレパラートとして

顕微鏡観察に供した。試料のうち，腐朽が進行し，軟化のはげしいものは，常法によるセ

ロイジン包埋をした後に， ミクロトームで切片を作成した。また微小部分の顕微鏡的特徴

を確認するため，一部の試料については後光顕微鏡による観察を併用した。特に劣化の進

んだ分野壁孔の型を決定するのに有効であった。樹種識別の結果は付表9（木製品観察表）

lζ示した。また製品別に樹種の出現頻度をまとめて別表lK示した。製品名には用途のは

っきりしたものはその名称により区分したが，その他のものについては形状あるいは出土

状況により分類したため，製品名としての統一はされていない。たとえば形状によりへラ

状製品と分類して生活用具の中にまとめたが，同じ形状で建築用と見られるものは組材と

して分類されている。また箸状製品も形状は紡織具ときわめて類似しているが，紡織具と

判定できないものを箸状製品とした。したがって用途や形状によって一応の分類をしたも

のを，さらに土木建築用品，生活用品とまとめたものの，正確には今後の調査を待たねば

ならなし、。

観察総数158点のうちスギが134点84.85ぢという高率を占めていることは古殿遺跡でのき

わめて大きい特徴であり，既報の試掘調査資料の結果（京都府教育委員会・埋蔵文化財発掘

調査概報， 1978,pp. 144～160）とも一致している。暗渠転用材にクリが， また棒状製品

や農耕具にカシ類が数パーセ ント認められたが，すべての製品にこのように多くスギが使

用されているのは驚異的である。上記のように出土木材すべてについて樹種の鑑定をおこ

なったものではないので断定はできないが，一般に農耕具にはカシ類が，食膳具などの生

活用品にはケヤキなどのニレ科の木材がもっと使用されているのが普通であり，これらの

樹種がもっと高率で出現しでも当然と考えられるにもかかわらず，スギが異常に多く認め

られた乙とは，材料として多量に供給されるスギ材が豊富にあったことを示唆しているの

ではないだろうか。なお棒状小型製品としてムクロジが1点認められたが，乙の製品は特

殊な用途lζ供されたものではないかと考えられる。

。。
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識別された各樹種の顕微鏡的特徴は以下のとおりであり，識別拠点となった特徴を示す

顕微鏡写真を付した。顕微鏡写真の説明は，写真番号，樹種名，試料番号，断面，倍率の

j闘に記した。

二葉松 （Pi'nussp. Diproxylon PINACEAE 7 ツ科）

早材から晩材への移行は急で，大型の垂直樹脂道があり，晩材幅は広し、（写真1）。放射

組織の上下両縁には放射仮道管があり，内壁は鋸歯状lζ突出する（写真 2）。分野壁孔は典

型的な窓状である。放射組織は単列で，水平樹脂道を含むものは紡錘型になる（写真3）。

日本産二葉松にはアカマツとクロマツがあるが，材の組織から両者を識別できないので，

上記の特徴のあるものは二葉松とした。

スギ （Cっptomeηaiaponi'ca D. Don TAXODIACEAE スギ干ヰ）

早材から娩材への移行は急、で，両者の境界から晩材にかけて樹脂細胞がほぼ接線方向に

散在する（写真4・5）。樹脂細胞は柾目や板目ではストラン ドとして現れる（写真6・7・8）。

放射組織は柔細胞のみからなり，分野は典型的なスギ型で（写真7)' 単列のみである（写

真8・9）。

クリ （Castaneacrenata Sieb. et Zucc. F AGACEAE ブナ科）

環孔材で孔圏は広く， そ乙では道管は単独で分布するが，孔圏外では道管は急激にその

大きさを減じ，薄壁で角張った形になり，集合して火炎状に分布する（写真10・11）。道管

は単穿孔で，道管の周囲を仮道管と柔細胞が輪状lと囲んでいる（写真12・13）。放射組織は

平伏細胞のみからなる向性で（写真12），すべて単列である（写真13・14）。

クヌギ （Quercusacuti'ssi'ma Carr. FAGACEAE ブナ科）

典型的な環孔材で，孔圏では1～数列の道管が単独で分布するが，この試料では年輪幅

が狭いため1列しか認められなし、。 孔圏外では， 厚壁の小道管が放射方向lζ分布する（写真

15）。道管は単穿孔で， 放射組織は向性である（写真16）。放射組織はきわめて広いものと

単列のものがあり，中間的なものはない（写真17）。

コナラ （Quercusserrata Thunb. FAGACEAE ブナ科）

環孔材で，孔圏は1～3列の道管がほぼ単独に分布し，孔圏外の小道管は薄壁で火炎状

に分布する（写真18）。道管は単穿孔で，放射組織は向性である（写真19）。広放射組織があ
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る（写真20）。

カシ類（Quercus sp. Cyclobalanopsisアカガシ亜属 FAGACEAE ブナ科）

放射孔材で，道管の大きさは年輪界とは関係なく，年輪の中央で最大径となることもあ

る（写真21）。軸方向柔細胞が1～3細胞幅で道管と関係なく木口面では接線方向に分布す

る（写真21・22・25）。道管は単穿孔で， 道管と放射柔細胞との聞には柵状の壁孔がある（写

真23）。放射組織は向性で（写真23・25），単列のものと広いものがあり，広放射組織にはし

ばしば木繊維を含む（写真24）。

ムクロジ （Sapindusmukorossi Gaertn. SAPINDACEAE ムクロジ科）

環孔材で孔圏には 2～3列の道管が配列し，孔圏外では， 2～3個複合するものがある

（写真26）。柔細胞は孔閣に近い部分では，鞘状ないし翼状に，孔圏外では帯状に分布する

（写真26）。道管は単穿孔で， らせん肥厚が認められる（写真27）。放射組織は向性で， 2～ 

3列の幅がある（写真28）。

ケヤキ （Ze！.止ovaserrata Makin0 ULMACEAE ニレ科）

環孔材で孔圏の道管は大きいが，乙の試料は小さく孔圏を含まないので観察されない。

孔圏外の道管は多角形で多数集まって接線状ないし斜線状の集団管孔を形成する（写真29）。

乙の小道管の側壁にはらせん肥厚が認められる（写真30・31）。放射組織は異性で， 6～7 

細胞幅があって紡錘形をなし，上下縁辺の方形細胞に結晶を含むことがある（写真31）。

ネジキ （Lyoniaell.φ•tica Okuyama ERICACEAE ツツジ干ヰ）

肉眼で認められないほと、の小さい道管が均等に分布する散孔材で， 2～ 3個が複合する

こともある（写真32）。道管の穿孔は階段状で，放射組織は異性（写真33）。 l～3列の幅を

有し，単列部は針状を呈する（写真34）。

カエデ属 （Acersp. ACERACEAE カエデ科）

道管は平等に散在し，直径の移行はゆるやかで， 単独のものと 2～ 3個が放射方向に複

合したものとがある。柔細胞は年輪界に沿ったタ ーミナル柔組織のほか接線状に不規則に

配列しているものもある。放射組織は，単列のものと 4～6細胞幅のものと 2種類がある

（写真35・36）。試料が小さく，木口面しか観察できなかったが，上記の特徴を有するのは

カエデ属のうちのイタヤカエデやウリハダカエデなどである。しかし種名まで確定できな

いので，乙こではカエデ属とした。

nu
 

nu 
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別表1 製品別樹種出現頻度

製 i::t 
ロロ 名 l二組｜ス …んラトシ類

土木建築用品

柱 材（建築用）

基板（。）

板材（ 庁 ）

大型板材（ グ ）

大型柄穴板材（ // )I 

1J日工板材（ // ) 

大型組材（ // ) 

小型組材（。）｜

棒状組材（ 。）' 

大型棒状製品（ // ) 

板状破材

組材

小型組材

大型有頭棒

棒状小型製品

尖頭棒

棒状破材

土木用杭

｜暗渠 転用 材

生活用品 I 

農耕具 ｜

紡織具 i
紡織具（有頭俸）! 

中型有頭棒 ' 

発 火具

ヘラ状製品

案

盤

柚i
箱木口板

桶 底

箸 状製 品

パッ ト状製品 ｜ 

げ た（平安時代）｜

武 探 ｜

刀 の 柄 ［

計 l
% 

8 1 1 I 5 I 1 I 0 I 0 i 0 I 94 

2 1 

1 

2 

1 

ol 581 ol ol of 2[ 

01 o 1 

31叫 si 1 I 
1. 9184. s I 5. 1 I o. 61 

1 

o I 1 I 

o1 o I 。I 1 I 
｜｜ 



京都府遺跡調査報告書第9冊

l二葉松 No.43木口×65

4.スギ No.16木口×65

7スギ No.4ヰ正目 ×260 

2二葉松 No.140柾目× 130

8スキ’No.8f.＆自×65

3二葉松 No.59板目×65

6スギ No.2柾目×65

9スキ’No64:f.lii:目×65

木製品顕微鏡写真（1)

(No－は付表9 第2次調査出土木製品観察表のW番号lζ相当する。）

nu 



I 0.クリ No.21木口 X25

16.クヌキ No.58柾目×65

14. :7リ No.21t匝目 X65 

17.クヌギ No.58t＆目×65

く付載＞ 古殿遺跡出土木製品の樹種

12.クリ No.152ヰ正目 ×65 

15.クヌギ No.58木口 ×65

18コナラ No.94木口 ×25

木製品顕微鏡 写真 （2)

(No・ は付表9 第2次調査出土木製品観察表のW番号に相当する。）

円
べ
U
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19.コナラ No.94柾目×65 20.コナラ No.94板目 ×65 21.カシ類 No.73木口 ×25

24.力シ類 No.I I 0板目 ×65

25.力シ重責 No.I I 0 t正目 ×65 26.ムクロジ No.107木口×25 27ムクロジ No.I 07宅宜目 ×260 

木製品顕微鏡写真 (3) 

(No－は付表9 第2次調査出土木製品観察表のW番号に相当する。）
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28.ムクロジ No.I 07板目×65 29.ケヤキ No.仰 木口 ×65 30.ケヤキ No.40柾目×65

31ケヤキ No.40板自×65 32.ネジキ No.46木口×65 33.ネジキ No.46t正目 x130 

34.ネジキ No.46板目 ×65 35.カエデ属 No.174木口 X25 36.カエデ属 No.174木口×65

木製品顕微鏡 写真 （4)

(No・は付表9 第2次調査出土木製品観察表のW番号に相当する。）
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＜付載＞ 古殿遺跡花粉分析

徳丸 始朗

1. はじめに

京都府埋蔵文化財調査研究センターが昭和57年7月1日より実施した古殿遺跡の発掘調

査に際し，当時の自然環境を推定するために花粉分析をおこなった。

試料の土壌は調査員が採取した 9試料で， 採取地点 ・土質 ・時代は次のとおりである。

試料番号 ｜ 採 取 地 占 土 質 時 代

1 S D02 北 面 1 黒色 粘土 周 古 墳前 期

2 // 2 黒色粘土層 古 墳初期

3 // 3 黄灰 色砂 質土 弥生後期

4 S D02 南面 1 黒色粘土層（砂多合層） 古 墳

5 内 2 黒色粘質層（シルト層） 古 境

6 力 3 黄褐色砂質土（地山） 弥 生

7 S D02C-10布留式出土層 灰褐 色 粘質土 古墳前期

8 南 布留式下 黒色粘土層（砂少含層） 弥生後期

9 B-5 5様式出土層 黒色 粘 土層 弥生後期

（以後試料は試料番号で記す。）

2.方法

試料約200gを次の要領で処理しプレパラー トを作成した。

ピロリ ン酸ナトリウム液p::24時間浸して泥化→傾斜法による水洗（2カ月）→振動法によ

る植物性遺物の濃縮→塩化E鉛の飽和溶液による比重分離→水洗→氷酢酸処理→混酸（無

水酢酸9：濃硫酸1）に浸し80。Cで1分間湯煎→氷酢酸処理→水洗→ プレパラー ト作成。

検鏡は400倍でおこない，必要に応じて600倍・1,000倍を用いた。 1試料について樹木花粉

(AP）数が400をこえるまで検出花粉を同定し，属 ・種ごとに整理する。それらを樹木花粉

(AP），草本花粉（NAP）別に分け百分率で表示した。

3. 結果

9試料中1試料は，花粉の検出が悪く百分率表示ができなかった。他の8試料ではAPが

400以上計数でき， AP・NAPどとに百分率で表した。中には不明のものもあり，また同定

のまぎらわしい不確実のものも多かったが，乙れらはすべて除外し確実なものについての

み計数表示した。

ハh
unu 
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結果は第1表・第2表のとおりである。またAPの検出された全花粉に対する割合（箔）は

次のようになる。

試料番号 ｜ 1 I 2 I 3 4 
AP/AP十NAPI 77. 0 %! 70. 9 I 86. 1 i印 4

各試料について検出花粉状況を要約してみる。

(1) 樹木花粉（AP)

試料1

5 

ハンノキ属が66.75ぢときわめて多く，次いでクノレミ属8.3%，モミ ・トウ ヒ属6.6%とな

っている。コナラ属は5.35ぢと少なし、。

試料2

ハンノキ属が68.9%と多く，コナラ属8.5%，ク リ・シイノ キ属5.5%が乙れに次ぐ。

試料3

コナラ属が32.1%と多く，ハンノキ属25.55ぢ，モミ ・トウヒ属8.15ぢとなっている。

試料4

マツ属25.0%，スギ23.7%，コナラ属15.2箔，クリ ・シイノキ属13.4%となっている。

試料5

検出量が少ないものの，その中で比較的多くみられたものは，コナラ属 ・クリ ・シイノ

キ属 ・スギである。

試料6

ハンノキ属の67.9あが最も多く，クル ミ属の9.1%,7 ツ属の5.55ちがこれに次ぐ。

試料7

ハンノキ属が40.75ぢで最も多く，次いでコナラ属の17.5%，スギの12.2%となっている。

試料8

コナラ属が28.4%，スギ20.95ぢ，クリ・ シイノキ属19.9箔，ハンノキ属12.05ぢ，マツ属

11.7%となっている。

試料9

クリ ・シイ ノキ属19.6%, コナラ属19.35ぢ，スギ18.3名， 7 ツ属14.0%, ハンノキ属

11. 95ぢとなっている。

(2) 草本花粉（NAP)

試料1

キク科33.45ぢ，アリノトウグサ23.4%と多く，大型イネ科は175ぢである。
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試料2

アリノトウ グサ57.45ぢと多く，次いでキク科16.9%，タデ科9.6%となっている。大型

イネ科はわずか1.5%である。

試料3

ウリ科25.7%，大型イネ科12.2箔，キク科12.25ちとなっている。

試料4

大型イネ科が最も多く27.7%を占め，次いでヨモギ10.5%，カナムグラ9.15ぢ，タデ科 ・

アブラナ科8.6%となっている。

試料5

大型イネ科とタデ科が比較的多い。

試料6

タデ科の48.1%が最も多く，キク科が16.0%でこれに次ぐ。大型イネ科は5.4%である。

試料7

ヨモギが22.5箔で多く， セリ 15目 5箔， ウリ科12.75ぢとなっている。大型イネ科は4.2% 

である。

試料8

大型イネ科が28.9%で最も多く，アカザ科の25.65ぢ，ヨモギの16.0%がこれに次ぐ。

試料9

大型イネ科が25.4%と多く ，ヨモギの23.8%がこれに次いで多い。

4.考察

分析結果の示す数値は絶対的なものでなくおおよその傾向を示しているにすぎない。し

たがって採取場所により同時代の試料でも異なった値を示すものであるが一般的傾向を推

定するには差し支えない。この観点にたって考察を進めてみよう。

(1) 森林形態の変遷

本調査では試料1～3と試料4～6の2組が同一地点において鉛直方向に弥生時代後期

より古墳時代前期までの異なる時代の土壌を採取しているので，これらの結果を中心に検

討を加えていくことにする。

検出された花粉化石を次の 2要素に大別してみよう。すなわちシイノキ属 ・アカガシ亜

属 ・タブノキ属 ・ヤマモモ属などの照葉樹林要素と，これらの森林が何らかの原因で破壊

されたあとに二次的に生育してくる不安定な二次林構成の7 ツ属 ・コナラ亜属 ・ハンノ キ

属などの二次林要素に分けてみると次表のようになる。

Q
U
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1 一プ
一川

5 6 8 9 

46.5 

53.6 

2 。〉 割 メ入
Eコ

4.2 

95.3 

9.1 

90.9 

4 

33.3 

66.7 

5.8 

94.2 

7 

19.8 

so.2 
50.3 

49.7 

1 

全樹木花粉中の割合

z I 3 I 4 I s I 

7~： : I ~~： ~ I ~~： ~ I二I7~： ~ 
9 7 8 

36.3 

35.3 

30.2 

35.0 

3.1 

72. 0 

14.9 

60.5 

試料1～3では明らかに弥生時代後期（試料3）から古墳時代前期（試料1）にかけて照葉

樹林要素が減少し， 二次林要素が増加していることをうかがい知る乙とができる。一方，

試料4～6では反対に弥生時代（試料6）の方が古墳時代（試料4）より照葉樹林の占める割

合が少なく，二次林要素の占める割合が多くなっている。これは試料6が地山の土壌であ

り，試料3の弥生時代後期以前のもので， 二次林要素であるハンノキ属 ・7 ツ属による森

林形態であったが，やがて照葉樹林におきかわり， さらに人工破壊などによって森林が荒

廃し， 古墳時代になって再び二次林が形成されてきたとみる乙ともできょう。試料5のデ

ータがあればもう少しはっきりするのであろうが，検出花粉数が少ないのでこれ以上のこ

とはいえない。

試料7の古墳時代前期では，二次林要素が照葉樹林要素よりはるかに多く，試料8・9の

弥生時代後期では照葉樹林要素と二次林要素がほぼ同じ割合を示している。この3試料は

同一地点を垂直に採取しているのではないが，採取場所が近くであるという点から考える

と弥生時代後期より古墳時代前期にかけて同じように照葉樹林が二次林へ移行していく過

程を示しているといえよう。

以上より，本遺跡周辺では弥生時代後期より古墳時代前期にかけてアカガシ亜属などを

主体とする照葉樹林が何らかの原因で次第に衰退しそれにかわってハンノ キ属などを主体

とする二次林が増加してきたと考えられる。

(2) スギについて

昭和52年に実施された古殿遺跡調査において木製品の大部分がスギであった。それを裏

付けるかのようにスギ花粉がD トレンチH層（古墳時代）では樹木花粉中25.2箔，D トレン

チSD02（古墳時代）では， 17.1%と高率を示している。ところが本調査で，古墳時代試料の

スギ花粉検出量をみてみると試料4の23.75ぢ，試料7の12.2箔が52年度と閉じような割合

で検出されているが試料1・2においては， 3.25ぢ・3.9%と低い。そこでスギ花粉の7 ツ花

-109-
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粉に対する比を求めてみたのが次表である。

（昭和 52年度 調査）

試 料 ｜

スギ／7 ツ｜

Dトレンチ日層 DトレンチSD02 

2.89 1. 18 

試 料 I 1 

スギ／7 "/ 1 i.88 

（昭和 57年度調査）

I 3 I 4 I s I 

6. s 1 o.仰 I o. 95 1 - 1 o. 46 

7 I 8 I 

1. n 1 1. 78 I i. 31 

52年度は古墳時代の試料だけで時代による比較は出来ないが，本調査で検討してみると

弥生時代から古墳時代にかけて比の値が大きくなる傾向がみられる。すなわち試料l～3

では弥生時代のo.97が，古墳時代には1.88または6.5となっている。 また試料4～6では

o. 46からo.95と同じ傾向を示す。同様に試料7の古墳時代は試料9の弥生時代にくらべて

わずかではあるが大きい。乙の傾向からスギは弥生時代から古墳時代にかけて増加したと

考えられる。

次に52年度の数値は，本調査の試料1・7と同程度であり，古墳時代におけるスギの優位

を示すものであろう。本調査の試料4は他の古墳時代試料にくらべ小さい値を示している

が， 52年度のSD02のそれよりわずかに小さいだけで，ほとんど同程度とみてもよかろう。

弥生時代から古墳時代にかけて照葉樹林が衰退し二次林が増加してくる中で， 7 ツが次

第にふえていき，そのマツに対するスギの割合が増加する傾向がみられるのはスギ、のふえ

ていくことを示していると考えられる。

(3) 栽培植物（草本）について

試料1・3・4・8・9では大型イネ科がかなり検出されている。乙れらがすべてイネであ

るとは断定できないが，イネと思われる花粉も多く，乙の周辺で広くイネ栽培が行われて

いたと考えられる。 乙れらの試料は弥生時代後期（試料3・8・9）・古墳時代（試料1・4)

であり，弥生時代から古墳時代にかけて稲作がおこなわれていたとみてもよいであろう。

ところが試料2では大型イネ科がきわめて少なく，反対に原野や湿地に生育するアリノ

トウグサがきわめて多い。これは弥生時代から古墳時代へ移る一時期に何らかの原因で稲

作が一時的に中断されこの付近が荒れた状態になったのではなかろうか。アリノトウグサ

の異常に高い数値がそれを示しているようである。

ウリ科花粉が比較的多く検出されている。特に試料7ではヒョウタンの種子が出土して

いる乙とから，検出された花粉はこれらのものであろうと思われる。家庭生活用具や食料

nu
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としてのウ リ栽培がおこなわれていたと考えてもよいであろう。

その他ソパが全試料から検出されているし， ハスが試料3・4でみられる。弥生 ・古墳

時代にソパ ・ハスの存在を示すものであろう。

(4) 雑草について

試料が‘溝の側壁や溝中の堆積土であることから，湿地性雑草や土手 ・道端lとみられるも

のが多い。 カヤツリグサ科 ・ガマなどは明らかに湿地性雑草であり，タデ科 ・セリ科 ・ナ

デシコ科 ・アブラナ科 ・キク科 ・ギシギシ ・スイバのように水田の畦や畑地の周辺に生育

するものも多くみられる。ヨモギ ・カナムグラ ・ミチヤナギ ・オキナグサ ・アカザ科のよ

うに日当りのよい原野や畑地に生育するものもあり，これらから周辺には明るい水田や畑

地が存在していたであろう と考えられる。

＋一一一一ー 試料 ｜ 
別 一一一、

モミ ・トウヒ属

ツ ガ 属
て7 ツ 属

ス ギ

コウ ヤマ キ属

イチ ョウ属

コナ ラ亜属

アカガシ亜属

クリ ・シイノキ属

ク ノレ 、、、 不ト

ハンノキ属

タブノキ属

クマシデ属

ヤマモモ属

ヤ ナ ギ 科

モク レン科

シラカン パ 属

サ ク フ 属

ハ シノミミ屑

カ コニ ア 属

ニレ・ケヤキ属

モチノキ属
、y 、ソ 、／ 属

ア オ イ 科

第1表 古殿遺跡花粉 分析 表

（樹木花粉）

1 2 3 4 5 6 

6.6 3,3 8.1 4,4 。 1.4 
0.9 0.2 0.2 

1. 7 Q.6 6.8 25.0 。 5,5 
3.2 3.9 6. 5 23.7 。 2.5 
0.9 1.2 Q.6 Q.9 

1.7 Q.9 Q.7 1. 3 Q.7 

3.6 6.4 23.6 9.5 。 3.6 
1. 7 2. 1 8.5 5,7 。 0.2 
Q.4 5. 5 3. 7 13.4 。 4. 1 
8.3 3.0 3,7 1.9 

66.7 68.9 25.5 4.6 。67.9 
Q.6 Q.7 0.2 

2.3 1. 5 6.1 1. 5 0.2 

Q.4 0.2 Q.4 o. 2 
0.4 Q.6 1. 1 Q.6 0.2 

Q.6 Q.3 

0.3 Q.6 Q.5 

Q.6 Q.4 Q.4 。
Q.6 1.3 o. 2 o.g 
Q.3 Q.9 o. 5 
2.2 5.Q Q.5 

0.2 0.2 Q.7 

0.6 

0.2 

（註） O印は検出されたものを表わす。

（必）

7 8 9 

2.3 

Q.4 o. 2 o. 6 
7, 2 ll. 7 14. 0 

12.2 20.9 I is. 3 
0.7 0.2 0.4 

Q.6 0.2 Q.7 

12.6 12.2 g, 1 
4,9 16. 2 10.2 

9,4 

3.0 o. 7 o. 6 
40.7 12. 0 11. 9 

0.2 

1. 9 l. 4 I Q.7 

Q.4 0.2 0.4 

o. 2 0.5 1. 1 

0.2 

0.2 0.4 

o. 6 1.2 0.7 
o. 6 Q.6 

1. 5 0.7 1. 1 

Q.4 
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一一別－－－－－－－－－－－－－下一一試一料一一｜ 

イ ネ科（大型）

// （小型）

カヤツリグサ科

ソ ，、

ウ 科

タ ア 科

ギ シ ギ シ

ス イ ，、ミ

ミチヤナギ

オキナクサ

セ 科

ヨ モ ギ

アリノ トウ グサ

キ ク 科

ア カ ザ 不｝

アブラナ科
ノ、 ス

ナデシコ科
カ、 7 

カナムグラ

ア ケ ビ

第2表古殿遺跡花粉分析表

（草 木花 粉）

1 2 3 4 5 6 

17. 0 1. 5 。 5. 4 I 
5.0 0.7 9. 5 4. 8 。
4.3 0.5 

0.7 4-4 1. 3 1. 4 。 o.s 
2.1 2.2 25. 7 4. 8 3.8 

1. 4 9.6 10. 8 8.6 48.1 

1-4 

0.7 1. 5 1. 3 3.4 。 1-5 
2.1 2.9 6.8 2.4 1. 5 

6.4 1-5 5.4 10. 5 。 1. 5 
23.4 57.4 5.4 o.5 7.6 

33.4 16.9 12-2 1. 4 16.0 

2.8 0-7 1.3 8.2 。 o.s 
0.7 0.7 2.7 8.6 。 4.6 

5.4 Q.5 

4.3 

9. 1 。
（註） O印は検出されたものを表わす。

7 

4.2 

9.9 

8.5 

1. 4 

12.7 

5.6 

1. 4 

15.5 

22.5 

2.s 

7.1 

5.6 

2.s 

イネ科の大型は48ミクロン以上のもので，小型はそれ以下の大きさである。

（%） 

8 9 

ll. 1 9. 5 

4.8 

0.2 

5.3 4.8 

3.1 

o.s 

0.6 2.4 

2.5 6.3 

16.0 23.8 

7. 1 

25.6 4.0 

2.3 4.8 

0.9 

o.s 4.0 
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花粉分析 (1) 
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花粉分析 (2) 
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花粉分析 (3) 
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花粉分析 (4) 

口
O
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花粉 分析（5)

庁
4

噌，
ょ
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花 粉 分 析 (6) 

l, 2 モミ属 3 トウヒ属 4, 5 ツガ属

6 マツ属 7 イチ ョウ属 8～10 スギ
11～13 コナラ亜層 14～17 アカガシ亜属 18, 19 クJレミ科

20, 21 シイノキ属 22～25 ハンノキ属 26 タブノキ属

27, 28 クマシデ属 29, 30 シラカンパ属 31 ヤナギ科

32, 33 ニレ，ケヤキ属 34 モチノキ属 35, 36 ハシバミ属

37 ツツジ属 38, 39 イネ科 40～42 ソパ
43, 44 ウリ科 45 ギシギシ 46 セリ科

47 ミチヤナギ属 48, 49 アリノトウクサ 50～53 キク科
54 アカザ科 55, 56 アブラナ科 57 ガマ

58, 59 ヨモギ

1～5.×500, 6～59.×l,000 

。。



付表7 古殿 遺跡第 2次 調査層 名略号

付表

黒 ｜ 'I ~ I ア 1… ｜ ｜互層｜ゴ灰 ｜ハ 乳 ｜ニ i石英｜ イ焼乱｜ラン
一一五 ~－： 砂 ｜ サ ｜雲 母｜ ゥ 断ち割り ｜タチ

｜ 砂 I I ~ v i i 
赤 ｜セ l砂 少｜サス 上 層｜上ソ ｜ 土｜ ト
黄 ｜ オ ,I 粘 ｜ 一三＿ 2:_ ~ 1 下ソ ｜ 
土｜よ ー ｜不ス ｜上函｜上 1 ｜ 
育 ｜セイ 1 I 1下 面｜下 1 I 

付表8 第 2次 調 査 出 土 土 器器種分類 表

番位層上白川地士

一

出

一

糊

一
H

I

E
－

E

E
－
－
日
目

n

H

H

W

種

一一
i

a
’b

一
A

A

A

B

十
士

宮

壷

壷

九

九

日

コ

コ

2

1
日

鉢

円

山

J
高
一
頚

頚

頚

お
お
日
間
i

出

i

出

血

G

D
杯

G

孔

島

台

一
君

一
一
短
長
長
窪
愛

護

費

護

費

愛

護

高

鉢

台

有

鉢

器

号

一

8

ゆ

d

d

氾

一1
2

3

4

5

6

・

汁

1

2

3

4

5

汁

0

9

；

一

1

6

2

1

b

番
一

7

9

1

．
2

一

0
0

T
A
n
u
H
U
 

4仏
τ

Fh
υ
nhv

n
4
n
4
n
L
 

~Ac2 

主主D

Z星I
! ~ F~~，サス ド）｜｜

27 

28 

29 

30 

31・32

33・34

35 

36 

査G

主主D2

蛮D1

Z霊Ac1

有孔鉢B1

鉢A2

鉢A1

鼓型器台A類

ハ叫
U

種 ｜時期［出土地点（層位）

、hノ
ト
h

’
、4
イコ

4
斗‘
〆
t
‘、

n
U
 
D
 

F
3
 
議
E

W
皿
皿

Il 

Il 

Il 

n I潜SD04
' （カサド）

n I 

日 ｜溝SDO~コネド
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番号 ｜器 種 ｜時期 ｜出土地点（層位）｜番

II 

種 ｜時期 ｜出土地点、（層位）号 ｜器

119 墾c,
12日 高杯A

121 高杯脚

122 ト型器台B類 ' 

123 蓋

124 装飾盈F

125 大型高杯B2

126 1、型器台A類 － 
127 高杯B1 Il 

128 高杯B' I ill 

129 台付鉢D I I 

130 蓋 I -

II 131 l小型丸底C1 I ill 
I 132 ｜台付無頚査 ｜ ー

133 I裂C1 I皿
｜ ｜｜滋SD022 

胤 ｜台付鉢A ｜ ｜問 （サシコード）

135 ｜小型鉢A1 I I 

136 ｜ミニ楚 ｜ － 
137 I小型器台A類 ｜ 

138 ｜小型器台B類 ｜ － l溝SD02-2
｜ ｜ ｜ （サド）

139 l二重口縁壷C2 I ill ｜溝s~雪之サド）
140 ｜二重口縁壷C1 I ill 
凶 ［二重口縁壷C3 I ill ｜溝SD佐 2
I I I （コ不サタド）

142 I鉢A1 I I 

1必・144i箆C2 I N ｜溝SD02-2 、
I I I （コネサスド）

145 I器台A I I I 

146 I器台Ca I ill 時SD02-2
147 ! ！装飾探台B1 ! 日 ！ （コネサド）
148 I低脚杯 I N 

149 1 ,1型器台A類 ｜－ 
150 I 装飾器台C ｜ 皿

151 ！大型高杯Aa I I 

152 i小型丸底Ez I v 
153 1高杯。 I N 

154 ｜小型無頚壷 ｜ － 
155・156I小型丸底Ez I v 

157 I壷G I ID 

158 ｜台付鉢E I n 

159 ［装飾器台B2 I ill 

160 ｜二重口縁壷Dd I N 

nu 
つ臼

v 

m I溝SDO~ 2 
日 ｜（アハシ ・ハカ
l サゴド）

｜溝SD02
（コノ、シド）

i溝SDO日
( 1～4層）

｜溝SD02
（コノ、ネド）

｜溝SD但
（包含層）

｜溝SD022 
（コハイド）

｜溝SD02-2
（コハネド）

戸s~~;jサ）



付 表

番号 ｜器 種 ｜時期 ｜出土地点（層位）｜｜ 番 号 ｜器 種 ｜時期 ｜出土地点（層位）

l潜（オSD02-2 198 二重口縁壷B1
N I カサド下ソ）

199 護Ac1
層 （サ ド）

162 建Fz 200 ミニ鉢

163 護c. 201 護F1
（カサド）

I N 問SDlO164 高杯脚
（サド下）

165 1杯 I N I溝SD02-2 203 1二重口縁壷c.
（包含層）

166 I器台B2 I m I潜SD02- 204 l 二重口縁壷G ill i持SDlO
（オカサ ド） 205 整Ha N （アハシ ド）

167 装飾壷F 206 ミニ鉢

168 窓Ac1
201 I岨 器台B類 I 1~ 2 トレ ンチ包

169 長胴護A v 層（コハシド）

170 大型高杯Ab 土拡SK03 20s 1器台E I I 第メd入2トレンチ包府 （コネド）
171 室~Ab2 （コネ ド）

209 器台Cb
172 小型鉢Az

210 器台D 一 土拡SKll173 小型鉢B2
211 鼓型器台B 田V （コ不サド）

174 lミニ器台
212 小型丸底Es

175 ｜装飾器台C I m ｜土拡SK03
213 ｜小型丸底 ! l満SDlO（オカサド）

i v （オカサド）
176 I小型器台A類 ｜ － ｜土拡SK03（ラン ド） 214 有孔鉢A3 回

一 ｜叫吋 ｜一 円 03
215 ミニ壷

第2卜レンチ
（コネ ド）

179 ~Hb N （コハド） 216 ミニ台付鉢

iso 1高杯C3 I N ｜土拡SK03（サ上ソ） 211 I鋒型土製品 日 ｜第 2トレンチ ・
ピッ ト

181 ｜蓋 ｜ － ｜土拡SK03 出 ｜長頚壷Aa3 l滋SDl2 

182 1装飾壷De I ill I合第！胃1 卜（レ包ン含チ層包） 
（アハド）

219 I同類 I li/l'i:SD12 

183 窓B1
220 装飾査F m I （コネサ ド）

184 蜜c.
層 （コネド）

潜SD12
185 主主Ac• 日 222 大型高杯Ab ~ （アハシ ド）

186 I 設F• I I~ 第同1トレンチ包 223 小型鉢Cv 庖 （コハド）

問7I小型丸底C2 I N ｜者 1トレ ンチ包 224 l長崎 Ac1 皿

屑1（トコレハンシチド包） 225 ~笠C 1 皿

188 l小型丸底£4 I v ｜第含層（コハネ ド） 226 Z主 滋SD20
（コネサ ド）

189 ｜小型丸底Es I 1: 、lトレンチ包 227 高杯C1v 層（コハサ ド）
228 器台B1 II I 

m 叫護F3 I v ｜第合j理：Lトトヨレレニニンン主チチ主包包2 229 擬凹線文壷Ab1I 日
I v 1：屑 230 擬凹線文主主Aa1 I 

（コネサタド） 231 ~蓮 E ill 

193 I杯 I 1:1トレンチ包
N 層（コハネ ド）232～234蜜G II 

山 ｜蓋 I I安同1トレンチ包 235 小型平底 日
層（ハカサド） 236 小型式L底E1 国 滋SD21

237 小型無頚壷A
（コネ ド）

196 ミニ台付鉢 － F シド）｜ 238 護Ac1 II 

目7 ｜長頚壷Aa2 I I I 239 翠Ab2
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番号 ｜器 種 ｜時期 ｜出土地点（層位）II番 号｜ 器 種 ｜時期i出土地長（層位）
240 I窪Aa1 264 建

241 護Ab2 265 護Ab2 I ピッ ト（コネド）

242 ｜｜ 台付鉢B I II I溝S°c2コ1ネサ 266 大型高杯Aa
ド） 267 高杯C1

｜ 日 ｜243・24 

I ill l第4トレンチ245 高杯
269 二重口縁壷Cs

v （アハシ・コネ
246 器台B1 日 l/i1/iSD21 ゴド）

（コネド）
247 蓋 270 裂Ac1 日

248・249 器台B1 日 ｜ 271 二重口縁壷Ea I ill 第4トレンチ ・

油田｜時 Ab2 I ［］ 門 272・273 脅Ac1 I [] 
252 擬凹線文壷Aa2 I コネド）I 274 褒B1 ill I 

I j ｜滋S凶 I I i第4トレンチ253 謹 一 （タチワリ） 275 蛮B1 E ピッ ト
（コヂ竺よ｝

~：~ I脚 I ーー 構SD22 278・279 台付鉢C ill 
（コネ ド）

257・258 高杯Ab I I 280・281 褒G II 

259 ｜把手付鉢 。 I 282 裂（※弥生中期） ー

第4トレンチ ・
250 I鉢 ｜－ ！満SD21 --i 283 I台付鉢B II ピyト（コネド）

（コネO;2s4 高杯A I 

｜｜｜潜SD22261 蓋 ー （コネド） 285 器台B1 II 

262 I時 Ac2 286 高杯Ab

263 長類壷 287 小型器台A類



付表 9 ~n 2次調査出土木製品観察表

登録番喜 ！法｜全長 ｜

障害I ~喜望点 1 ~1 全幅 l
l:h土庖位 Icm I全高！

付 表

形 技 考法 備肯E

約1/2破損。側面lζ二次的な制り込｜ー木造り。木裏を ｜①木取 心去り

み。底面から，側面でm。木口百で ｜上面U 長側而の ｜材
｜ 、i②材質スギ

152。の角度をもって外反しながら立 ｜強度を確保してし ｜ 
｜ l〔E年輪数 126

ち上がる。端部は上面で広く側面に｜る。全体lζ平滑で ｜
I l④グ密度5.4/

わずかな函をもっ。内面の割り込み l丁寧な仕上げ。底｜ cm 
は，側面でわずかに反りをもち，木 l部裏面がやや組い
口で直線的に仕上げる。底部lζは平 ｜仕上げになる。

面台形状の低脳lを四隅IC削り出して

作る。

0021 W-176 I 73. 0 l柄組四脚式の案でー胸lを欠く。天板 ｜天板は辺材を用い
ElO I 42. 2 lは中央で二枚に破損していたが本来 ｜木表を上面とした
SD02 I 31. 5 ｜一枚板。短側面（木口）は底部より外 ｜一木造りで裏面の
ロオサド ｜天板 73.ol反して斜め外方に立ち上がり屈曲し ｜扶り加工は天板の 1①心去り材

42. 21て上而に至る。長側面は短側面より ｜反りを防ぐ工夫。 ｜②スギ

3. 51外反度が少ない。底面中央！C40cm× ｜脚も辺材を用いる｜③122④12/cm

脚131. 51 36. 5cmの割り込みを深さlcm施す。 lとともにたいへん ｜①心去り材
7. ol割り込みは木口で内湾し長側面で直 l丁寧な造りで手斧｜②スギ
3. 71線的IC加工する。天板の四隅付近に｜などの粗い加工痕｜③37本

は約2.5cm角の柄穴を上面まで通す。｜は留めていない。 ｜④10/cm 

脚229. 61脚は断面の形状が上位で隅丸長方形｜鈍使用による仕上｜①心去り材

6. 21中位で楕円の三角形，下位で長精円｜げ加工か。 ｜②スギ

3.11形を呈する特異なもので底端から｜木目を強調する窓｜③44木

2cm kわずかに削り出した面がめぐ｜匠である。 ｜③10/cm 

脚330. slる。全体の形状は大肢骨lζ似，蹄脚 i ｜①心去り材

7. llをおもわせる。柄は概ね四方胴付と ｜ ｜②スギ

4. 21なりクサビ止めは用いない。 ！ ｜③鈴木

④11/cm 

001 W-179 i 87.5 
N 3 23.0 

SDll 6.0 

コノ、シド ！

002! W-175 

←51 ElO 

SD02 

ロオサド

0041 W-168 

Cll 

ド
h

つ白川

サ

Y
A

、

円

b

ノオ

①心去り材(9. 5) I上端の接合部で欠損のため胸l高は不｜総木口の木取りを

5.5 i明。横断面惰円の三角形。一面は平｜用い，木目を強調
5.4 ｜坦な面lζより成形され，他の二面は ｜する意匠。 上部接

丸く湾曲する。 ｜合にタボを用い目

立而の正面は中位でややすほまり上 l釘止めを施す。全
｜位に開く。右側面では底部から右上 ｜体の仕上げは極め

方に内湾ぎみに立ち上がる曲線を描 ｜て丁寧。

く。平坦な裏面では底商から8mm

fC面をもち屈曲してカーフを描く。

37. o I 1/2欠損。一木造の二脚案。平面小｜木口部外面に鉄製 ｜①心去り材
C17. o) I判型で側面m状を呈する。木目の縦 ｜工具による加工痕 ｜②スギ
7.0 ｜方向に二脚を削り出す。脚は65＇で｜を留める。破損 後 ｜③56本

内側に立ち上がる。杯部は深さ 4cm I樹皮により補修。 ｜④5/cm 

k丸く扶る。

②スギ

③75本

④11/cm 
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I l翻番号｜ 法l全長図版i出土地点｜ ｜ 
番号［遺構名 i最｜全幅｜
｜出土層位｜ αnl全高｜
od w 166 I 39. 2 I柄組二胸式の案で脚を欠く。天板は ｜柄組にするζ とで ｜①柾目材
DlO (12.1) I底音防〉ら側面に122。木口に152。でゆ I3より強度を持た ｜②スギ

SD02 I 3. 0 Iるやかにカーブを描いて外方に関｜せている。柄切り ｜③69本
コネサス ド｜ ｜く。上面は中央で最も凹み周囲で浅｜ などに鉄製工具の ｜④5/cm

くなる101状の扶りを施す。底部には ｜使用を窺わせる。

j彰 技 革壬, 法 備肯邑

0061 W-016 I 32. 4 
L 3 I (15. 5) 

左右R：幅1・2cmの止め受けを切りそ ｜

の中央lζ1.2cm×5. Scmの通しを聞

ける。

木目白って両端を破損。木口側面l底部峨製工具の ｜①柾目材
は底部から119°で大きく外反しなが i加工痕を留める。 ｜②スギ

SDll 

ハカサ ド

叩71W-030 I 

B 5 I 
SD04 I 

lアハシ ・ハ
カサゴド ' 

1. 4 ｜ら立ち上がる。底部には木口側にそ ｜ ｜③59本④4/cm

れぞれ半円形の割り込みを施すO • I ~.EUζ転用

c2s. i) I槽の破片。船型の先端部付近で全体 ｜腐食のため観察不｜①心去り材
c 2. s) Iの形状を窺う乙とはできない。一木 ｜能。 i②スギ
( o. 8) iで、成形山のとおもわれる。 ｜ l③ー

｜ ｜④ー

グ ｜Wー062I (24. 5) j槽の破片。 船型の先端部付近で全体｜腐食のため観察不 ｜①心去り材

B 5 • ( 3. 5) Iの形状を窺うことはできない。一木｜能。 ｜②スギ

SD04 I ( 4. 5) Iで成形したものとおもわれる。 ｜ ｜③ー

④－ 

A
U

S、

巧
4

0
巴

可i

内

4

・ta
n・0

1
A

1
i

AU

：
r

、i

一

D

D

円

一

W

S

1

w
 

オ

n
D

nud
 

A
U

ハU

n
U

ハU

SDll 

カシド

010 W-049 

L 4 

コノ＼シ ド

011 w 189 
5～7 

コノ、才、 ド

、

fD

ノ

ワ白

1
4
η
4

ご

o
l
o
－

－
 

－E
D

シ
コ

W

S

ハ
サ
コ
カ

つ－1よハU

46.0 ｜両脚及び台部1/2欠損。ー木造の二 ｜細かく丁寧に成形 ｜①心去り材

(3o. 5) I胸l盤。平面は長方形，側面は台形を ｜される。 ｜②スギ

s. o I呈する。 木自の縦方向fC二脚を削り ｜ ｜③123本

出す。 I ｜④11/cm 

(32. 4) I約 1/3を切断と破損により欠鎖。底 ｜各面は鉄製工具に｜①心去り材
15.7 ｜面より側面で127。，木口面で122＇で ｜よる加工痕を留め｜②スギ

c s. o) I上方に立ち上がる側面と，4cm×｜ る。木口側破断面 ｜③29本
13. 5cmの四脚からなる。 は鉄器による。 ｜③3/cm 

c2s. 3) I：木自に沿って1/2を破損。船型の形 ［上記の加工法によ｜①心去り材
c 5. o) I状を呈し内底面は平底。先端部は底 ｜るものとみられる。｜②スギ
s. o I部より139。で立ち上がるo ' ③ 18本

④4/cm 

56. o I腐食により 1/2を欠損。底面より側 ｜保存状態が惑く観 ｜①心去り材
en. o) I面で118。，木口で130。で上方に立ち｜察困難であるが各 ｜②スギ
C s. 5) I上がる。 木口上面が円弧状，内底面｜面l乙鉄製工具によ ｜③26本

が船底状を呈する。 ｜る加工痕を留める。｜④4/cm

30.2 ｜箱組の木口板。底位内面lζ止め柄受｜ 内面lζ鉄製工具に ｜①板目材

18.7 1けを切り，その中央lζ2.7cm×O.8 Iよる扶り込みを施 ｜②スギ

2. 7 I cmの通し柄をあける。側面上位にす。 l③28本
は左右の同位lζ柄を造りだす。側面 ｜ ｜④9/cm 

｜下位にはダボを留める。 I : 

A品
I



付 表

登録番号占 法 全長

番図版号 出土地層名 全幅 形 態 技 法 考
遺出構土 位

量
cm 全高

013 w 111 （叫 ｜臓の一向し欠損。長側面は旧 鉄製工具による表 ①板目材
(16.4) 状か破損か不明。周縁は直線的な二 面調整の後，表面 ②スギ

SX08 0.8 辺が144。で稜をもち多角形となる。 には黒漆を全面lζ ③ー

復原により九角形となる。 施す。 ④ 

014 W-019 25. 0 1/2欠損。直径24cmの円板で，外縁 ロクロ挽きではな ①柾目材

DlO (10. 6) より22mmで片面lζ段をもち断面三 いと考えられる。 ②スギヵ

SD02 1. 4 角形lζ縁を整える。周縁の弧は正円 ③22本

コネサス ド を呈さない。 ④5/cm 

015 W-074 17. 0 小片であるため全体の形状は不明で 周縁の弧は正円形 ①柾目材

El2 3.0 あるが上記円板と同様の形状と考え を示さない。 ②スギ

SD02 Q.9 られる。 直径約34cmk復原される。

コネサス ド ①ー

016 w 007 43.0 いわゆるパット状で柄頭は太く，グ、 7～8面lζ「叩材
N 4 c,61. 9 リップ部が細く 削り出され先端部lと 削り仕上げている。②スギ

向かつて太くなる。先端部中央には ③17本
コノ、シド 小さな柄状の突起があり桶音llとの接 ④11/cm 

合を容易にしている。

017 W-005 41. 0 完形。円筒状の柄部と板状の杓子部 柄の一部IC鉄工具 ①柾目材

L 4 2.7 とからなる。柄部と杓子部の境は明 による削り痕を留 ②スギ

SDll 1. 7 瞭でない（Aタイフ。）。先端部IC磨耗 める。 ③ 
アハシ ・ノ＼

痕。 ⑤ 一カサゴド

018 W-012 37.8 完形。やや蔚平な柄昔日と板状の杓子 鉄製工具による加 ①板目材

D 6 3,4 部とからなる。柄部と杓子部の境lと 工痕。 ②スギ

2.3 明瞭な段をもっ（Bタイプ）。先端部 ③5本
コノ、ネシド lζ磨耗痕。 ④3/cm 

019 W-038 35.4 完形。円筒状の柄部と板状の杓子部 板材を面取りし柄 ①板目材

M 4 2.8 とからなる。柄部と杓子部の境は明 部で八角形IC仕上 ②スギ

1.5 瞭でない（Aタイフ。）。 げる。 ③ 

アハシド ④－ 

020 W-113 (29. 2) 柄部を欠損。円筒状の柄部と板状の 詳細は不明。 ①柾目材

M 3 2.7 杓子部とからなる。 柄部と杓子部の ②スギ

SDll 1. 0 境は明瞭でない（Aタイプ）。 ③6本

アノ、、ンド ④3/cm 

021 W-003 26.7 ヘラ状を皇する。断面が方形の柄に 丁寧な仕上げ。削 ①板目材

E 6 4.3 より幅の広い扇平なへラ部が続く。 り込み方向が柄方 ②スギ

1. 9 ヘラ部先端をV字状lζ深く削り込む。 向へ一定している。 ③10本

コハド 柄部及びへラ部先端が磨耗している。 ④4/cm 

022 W-026 29. 1 ヘラ状を呈する。断面が楕円形の柄 丁寧な仕上げ。削 ①板目材

E 4 3. 2 により幅広い扇平なへラ部が続く。 り込み方向 ・刃先 ②スギヵ

1. 5 ヘラ部先端は焼失しコゲ痕がある。 の進入角度が一定 ③11本

コハネド 柄部に使用痕。 する。 ④6/cm 

に
d
q
L
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l登録番号法全長

番図版号出土地名点 E且 全幅 形 態 技 法 備 考

遺出構土層位 cm 全高

叫 w一日 31.0 lヘラ状を呈するo断面が円形の柄に ｜詳細は不明。 l①柾目材

- 2.2 i問中高の扇平なへラ部が続く。ヘラ部 ②スギ

SD02 1. 4 の片面はほぼ平らであり，もう一方 ｜ ③9本

コカネド の面は摩滅が著しい。 ①4/cm 

024 W-078 (39. 0) へラ状を呈する。断面が楕円形の柄 削り込み方向 ・角①板目材

I ClO 3. 0 岬なへラ部が続く。ヘラ部先端度が不定で表面仕②スギ

SD02 1. 3 は摩滅が著しい。柄部の使用痕が顕上げは粗い。 ③6本

アカシド 著。 I ④5/cm 

025 W-184 41. 5 断面が方形の棒状で両木口を直立に未製品である。先①板目材

c 10 3. 5 削り落とす。長側面の一面は木目沿ず木自に沿って棒②スギ
SD02 3. 3 いに平滑な面をみせるが他面では長材を断ち割り大ま③20本

アハシ ・ハ 辺方向の荒い削りがみられる。一部かに木取り後各部④8/cm

カサゴド 未加工部が残る。 iを仕上げる。削り
｜込み方向は柄側か

らへラ側lζ向けら

れ，ヘラ部基部lと

逆方向の削りがみ

られる。

附 w 183 38. 5 未製品と思われる。断面が指円形の ｜柄部を成形し終え①板目材
I L4・5 1. 8 柄明幅の未成形のへラ部が続く。 ｜た状態である。削 ②スギ

SDll 1. 3 へラ部先端は欠損。 り込み方向 ・角度 ③3本

ハカサド は不定で未成形の ④4/cm

ヘラ部lζ木目IC沿

って断ち割った痕

である平坦面が残 ｜

る。

027 w 182 34. 5 ヘラ状を呈する。断面が楕円形の柄 ｜削り込みが不定で ①板目材
不明 2.4 部伺幅の扇平なヘラ部が続く。へ ｜やや荒い。 ②スギヵ

i 1・2 ラ部先端を鈍角lζ尖らせ，柄は先細 ｜ ③5本

｜ りする。中半部で折れている。 ①5/cm 

028' Wー084 15.8 断面が長方形の棒状で使用発火点が 詳細は不明。 ①柾目材

- 2.0 2か所，未使用発火点が2か所残存。 ②スギ

I E 7 1.3 使用発火点は径1.lcm, 深さO.7cm ③6本

｜アハシド を測るが使用発火点で焼損。 ④2/cm 

叫 w 117 13.0 断面が長方形の棒状で4か所の発火詳細は不明。 ①心去り材

I 2. 5 点がある。うち 1か所は径l.lcm, ②スギ

I E 5 1. 2 他3か所は発火点の一部が残存。両 ③7本

コハネド 木口は欠損。 ④2/cm 

030 Wー037 23.6 断面が長方形の棒状で4か所の発火詳細は不明。 ①心去り材

3.3 点、がある。各々径1.2cm, 1. 25cm, ②スギヵ

E 5 1. 3 1. Ocmを測り他ーか所は不明。両木 ③6本

アハシド 口は欠損。 ④5/cm 

ロU



付表

全長

｜備番図版号
遺出構土地層名位 量cm 

全幅 形 肯E 技 法 景吾、，

全高

031 w 271 20.1 断面が方形の棒状で4か所の発火点 一部i乙削り痕が残 ①心去り材
E 6 2.7 が残存。両木口は欠損。 るが詳細は不明。 ②スギ

1. 5 ③6本

コハネド ④4/cm 

032 W-120 28.4 断面が円形の棒状で両木口を欠損。 ほぽ同一方向の連 ①心去り材

F 4 </>l. 8 使用痕は認められない。 続的削りを施す。 ②スギ

③4本

コハネド ④6 /cm 

033 W-048 30.6 断面が円形の棒状で先端が丸く摩滅 削り込み方向 ・角 ①心去り材

L 3 </>l.O し焦げている。柄端部は欠損。 度がほぼ一定であ ②スギ

SDll る。木口付近に長 ③5本

ハカサド さ2cmを測る扶り ④5/cm 

が残るが用途は不

明。

034 W-124 28.7 断面が円形の棒状で木口の一方を丸 ほぼ同一方向の連 ①心去り材

F 4 1.0 く削りもう一方は欠損。 続的削りが施され ②スギ

o.g る。 ③5本

コハネド ④5 /cm 

035 W-141 18.3 断面が円形の棒状で先端が丸く摩滅 使用による摩滅が ①心去り材

Dll </>1.8 し焦げている。柄端部は欠損。柄部 激しい。 ②スギ

に使用痕。 ③5本

コネサスド ④5/cm 

036 W-071 17.5 断面が隅丸長方形の板状で両木口を 詳細は不明。 ①心去り材

2トレ 2.s 舶先状lζ尖らす。 中央端部寄りに4 ②スギヵ

o.5 か所穿孔されており，紐を通して組 ③ー

コネド 具として使用されたと思われる。 ④ 

037 w 011 20.6 断面が長方形の板状で両木口を丸く 詳細は不明。 ①柾目材

5～7 2. 5 削る。両木口付近にくびれ部を持ち ②スギ

1. 0 中央にl.3cm×l.lcmの柄穴が穿た ③4本

コハネ ド れる。 ④4/cm 

038 W-015 38.2 断面が円形の2本の棒材の中央lζ柄 2本の棒材の中央 ①心去り材

0 3 (19. 5) 穴を穿ち，断面が楕円形の1本の棒 に貫通する柄穴は ②スギ

1. 8 材で接続する道具であるが，うち l 渡し材とほぼ同幅 ③8本

コネサスド 本は欠損。 である。渡し材は ④4/cm 

中央をやや細く削

iり込む。

039 w 101 32.8 1本の稜のあるほぼ楕円形の断面を 削り込み方向はほ ①心去り材
0 3 </>1.1 持つ棒状で先端を丸く削る。 木口は ぼ一定しているが ②スギ

欠損。 削り込み角が不定 ③9本

コネサスド で表面が凹凸して ④9/cm 

いる。

庁

tqG
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登出録苔地凶名点号
番図版号
遺出構土土 位

量一全幅 形 肯邑 技 法 考

C皿 全高

040 W-102 16.5 W-099 （図版第35041）と同一個体 削り込みが不定で ①心去り材

0 3 1. 2 か？ 表面が凹凸してい ②スギ

1. 0 る。 ③7本

コネサスド ④7 /cm 

041 w 099 29.0 断面が楕円形の棒状で先端を鋭く尖 削り込み角が不定 ①心去り材
0 3 </>l. 0 らせる。木口は欠損。 で表面が凹凸して ②スギ

いる。 ③7本

コネサスド ④7 /cm 

042 W-104 37.0 断面が隅丸方形の棒状で両木口は欠 詳細は不明。 ①心去り材

0 3 ゆ1.1 損。 ②スギ

③6本

コネサスド ④6 /cm 

043 W-045 (57.0) 断面が菱形の棒状で両木口を直立に 連続的削りを施し ①心去り材

D 5 2.5 削り落とす。両端部付近に扶りがあ 丁寧な仕上げ。 ②スギヵ

2.0 り片側の扶り部IC糸引き痕。また中 ③7本

央lζ縄縛り痕。 ④3/cm 

044 W-089 54.2 断面が隅丸方形の棒状で両木口を柄 両木口IC向け削り ①心去り材

3.2 状lと削る。 込み丁寧な仕上げ。②スギ

SD02 2.0 ①7本

④4/cm 

045 W-069 52.0 断面が五角形の棒状で両端lとくびれ 先にくびれ部を削 ①心去り材

M 4 2.6 があり先端部を模状に削る。くびれ り込んだ後中央を ②スキ、カ

2. 2 部は縄ズレで摩滅している。中央部 成形する。中央は ③7本

Iζ浅い訣りがある。 削り込み角がやや ④3/cm 

不定。

046 w 041 44.7 断面半円形の棒状で，両端lζくびれ くびれ部を5回程 ①心去り材
M 4 3.3 があり，先端部を丸くおさめる。 度で削り込む。 ②スキ、カ

SDll 2.0 ③20本

アハシド ④5/cm 

047 w 057 43.3 断面が長方形の板状で両端にくびれ かなり扇平K削り ①柾目材
2トレ 3.4 があり先端を模状lζ削る。くびれ部 込んでおり，くび ②スギ

0.9 lと縄ズレ痕はない。 れ部は木口方向lと ③12本

削る。 ④12/cm 

048 W-188 43.0 断面が隅丸方形の棒状で両端l亡くび 端部付近は木口方 ①板目材

M4  2.8 れがある。両端部は摩滅。 向K成形している ②スギ

SDll 1. 8 が詳細は不明。 ③13本
アハシ ・ハ

④9/cm カサゴド

049 w 053 41. 3 断面が長方形の棒状で両木口を直立 詳細は不明。 ①板目材

El2 3.5 lと削り落とす。両端部付近IC段を付 ②スギヵ

1. 8 け幅を広げている。縄ズレ痕が残る。 ③6本

コネサスド ④3/cm 

。。



付表

調音響｜；
全長

全幅 形 態 技 法 考
遺出土 位 cm 全高

050 W-072 (57.9) 断面が隅丸方形の棒状で端部l亡くび 端部付近は木口方 ①板目材

Ell 2.5 れがあり，先端を面取りして鈍角に 向lと削り込みくび ②スギヵ

SD02 1. 7 尖らせる。もう一方は欠損。くびれ れ部を成形する。 ③5本
コノ＼γ ・ノ＼ 音~fζ純ズレ。 木口を面取り後断 ①3/cm 
カサコ、ド

面を方形lζ成形し

たと考えられる。

051 W-066 (53.5) 断面が楕円形の棒状で端部にくびれ 削込み方向が長 ｜①板目材

Cll 2.9 があり，先端を直立させる。もうー 辺方向と平行でな②スキ、カ

2.2 方は欠損。中央に扶りがある。 く削り込み角も不l③9本
定で仕上げも荒い。①4/cm

中央の扶りは二次

的なものである。

50.7 断面が六角形の棒状で端部にくびれ 削り込み方向 ・角①心去り材

Cll 2目6 があり木口を直立に削る。もう一方 度とも不定で仕上 ②スギヵ

2.0 は欠損。中央部lと扶りがある。 げが荒い。中央の ③28本

コネサスド 扶りは二次的なも ①13/cm 

のと恩われる。

053 W-044 ( 41. 5) 断面が台形の棒状で端部fLくびれが 表面仕上げは非常 ①心去り材

E 4 4.2 あり先端を面取りして丸くおさめる。 lと荒く断続的削り ②スギ

3.0 もう一方は欠損。くびれ部に縄ズレ が全面fL残る。端 ③25本

｜痕。 部のくびれは木口 ④11/cm 

の方から，またそ

の逆と二方向より｜

削られる。

叫 W-010 (40.3) 断面が台形の棒状で端部l乙くびれが ほほ同ー方向の断 ①心去り材
2.6 あり先端を直立に削る。もう一方は 続的削り込みが全 ②スギ

1. 9 欠損。 面Iζ施される。 ③6本

ハカサド l④3/cm 
055 W-054 (32.0) 断面が台形の俸状で端部にくびれが 木口方向へのくび ①心去り材

M5  2. 5 あり先端を丸くおさめる。もう一方 れ成形後ほぼ同一 ②スギ

2.0 は欠損。 方向の連続的削り ①12本

アハシ ・ハ を全面に施す。 ④6 /cm 
カサコ、ド

056 W-187 (28. 5) 断面が半円形の棒状で端部にくびれ ほぼ同一方向の連 ①心去り材

M 4 2.9 があり，木口を直立させる。もうー 続的削りを施す。 ②スギヵ

SDll 1 1. 5 方は欠損。 ③8本

アノ、シ ・ノ、 ④6/cm 
カサゴド

057 w 186 (28. 8) 断面が長方形の板状で端部にくびれ 詳細は不明。 ①心去り材

L・M 2.9 がある。くびれ部は摩滅しており， ②スギヵ

SDll 1. 4 もう一方は欠損。 ③10本

アハシ・ハ ④9/cm 
カサゴド

Q
d
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登録番号占 ｜法 全長

図番版号 出土地層名 全幅 形 肯巨 技 法 考

遺出構土 位 量cm 全高

058 W-185 (24.1) 一一で端部…げ円一部は木 ①心去り材

L・M 2.0 扇平lζ削る。もう一方は欠損。 口から中央lζ向か ②スギヵ

SDll 1. 8 って削り込む。 ③8本

アハシ ・ハ ④ 5 /cm 
カサコ‘ド

059 W-031 (15. 0) 断面が半円形の棒状で木口の一方を 丁寧な仕上げ。 ①心去り材

Dll 2.7 丸く削り落としもう一方は欠損。端 ②スギ

SD02 2.0 部付近lとくびれをつくり縄ズレ痕が ③23本

顕著に残る。欠損部lζ焼け痕。 ④6/crn 

060 w 014 15.5 断面円形の棒状で先端部を削り，く 約10面程度叩，｜①心去り材
L 4 </>l. 2 びれ部を形成する。 丁寧な仕上げ。 ｜②スギ

SDll ③10本

ハシ ド ④5 /cm 

061 W-023 (26. 2) 断面が隅丸方形の棒状で，端部を広 詳細は不明。 ①板目材

3.6 げ先端を模状lζ削る。もう一方は欠 ②スギ

SD02 2.6 損。 ③10本

コカネド ④ 5/cm 

062 W-100 31. 0 断面が隅丸方形の棒状で端部にくび 詳細は不明。 ①心去り材

Dl2 2.0 れがあり，木口を直立させる。もう ②スギ

2.0 一方は欠損。 ③15本

コネサスド ④9 /cm 

063 W-046 45.0 丸太材の表面を削り先端を尖らせる。 詳細は不明。 ①心持ち材

L4・5 </>7.0 もう一方の木口を丸く仕上げる。尖 ②ネジキ

SDll 端は欠損。 ③18本

ハカサド ④6/cm 

064 W-073 12.5 断面が惰円形の円柱状で使用面を丁 詳細は不明。 ①心去り材

L・M3・4・5 9. 5 寧lζ丸く削る。もう一方は荒く切断 ②カシ類

SDll 7.3 される。 ③16本

ニハサ ド ④2～4/cm 

065 W-028 12.2 円柱状で両端部を丸くおさめる。中 削り込み方向 ・角 ①心去り材

DlO・11 ゆ3.3 央に1.6cm×O. 7crnの柄穴を穿つ。 度がほぼ一定であ ②スギ

SD02 表面には使用痕が顕著に認められる。る。 ③13本

オカサド ④ 5/cm 

066 W-118 14.5 鍬刃の一部で厚さl.lcmの舟型突起 詳細は不明。 ①板目材

M 3 6.9 が残る。 ②カシ類ヵ

SDll 3.0 ③5本

アカシド ①4/cm 

067 W-181 (20.0) 鍬刃の一部で厚さ3cmの舟型突起が舟型突起側面は刃 ①板目材

(17. 0) 残る。柄孔の一部が残存 し推定径 から柄に向け削り， ②カシ類

SD02 3.0 3.4cm，着柄角72＇をill~ る。 刃は端部IC向け削 ③9本

オカサド り成形する。 ④2/cm 

-130-



付 表

音遺壁主員主 ｜｜法髭番図版号 全幅 形 態 技 法 l備 考

出構土 位 cm 全高

0681 W-416 165.0 断面が三角形の棒状で両木口lと面を 長側面のうち片側 ①心去り材

Ell 13. 0 持つ。中央部に訣りがあり，端部付 は丁寧な仕上げだ ②スギ

SD02 7.0 近K柄穴がーか所ある。元来四角柱 がもう一方は仕上 ③31本

アハシ ・ハ であったと思われる。 がりが悪い。 ④ 3/cm 
カサゴド

069 W-171 (242.0) 板材である。裏面に蓋受け材の痕が 詳細は不明。 ①板目材

19.2 4条残る。 ②スギヵ

sxos 3,3 ③7本

④ 3/cm 

070 W-169 242.9 断面が長方形の棒状で両木口を削り 一面に工具のあた①心去り材

6目。 落とす。 柄穴が等間隔に3か所(1.8 り痕が残るが他面 ②スギ

sxos 3,7 cm×2. 5cm, 1. 6cm×2. 5cm, 1. Scm はおおむね仕上が ③7本
×1. 8cm）あけられる。 り良。 ④ 3/cm 

071 W-170 248.8 断面が長方形の棒状で一方の木口を 3か所ある納はし、①心去り材

6目4 直立に，もう一方を45。lζ削り落と ずれもその周辺を ②スギ

SX08 3.6 す。 柄穴が等間隔に3か所（1.Ocm 円周状lζ削り広げ ③7本

×1. 6cm, 1. 2cm×2. lcm, 1. Ocm× ている。 ④ 3/cm 

1. 3cm）あけられる。中半部lζコゲ

痕。建築材からの転用と思われる。

072 W-192 50.0 断面が長方形の厚板状で両木口を直 詳細は不明。 ①心去り材

5,4 立に削り落とす。H音渠支持材のあた ②ク リ

SX08 3.2 り痕が2条残る。そのうち1条はH音 ③8本

渠支持材を敷設する際浮き石を除去 ④ 3/cm 

せず行ったため，圧痕lζ砂粒がくい

073 W-136 50.1 断面が長方形の厚板状で両木口を直 同一方向の幅広い ①心去り材

6.0 立に削り落とす。片側は一方の隅を 削り痕が残るが詳 ②ク リ

SX08 3.7 幅lcm・長さ2cmにわたって削り込 細は不明。 ③9本

んでおり，またや4mmの木釘穴がー ④2/cm 

か所あけられている。暗渠支持材の

あたり痕が2条残る。

074 W-152 50.7 断面が方形の厚板状で両木口を荒く 詳細は不明。 ①心去り材

4,9 削り落とす。端部の片側に＜／＞5mmの ②ク リヵ

SX08 3. 2 木釘穴が残る。 H音渠支持材のあたり ③7本

痕が2条残る。 ④ 3/cm 

075 ～IV 191 52.3 断面が長方形の厚板状で木口の片側 詳細は不明。 ①心去り材

6. 5 IL突起を設けているが転用前の使用 ③ク リ

SX08 3, 5 痕と思われる。もう一方は暗渠設置 ③26本

の際荒く帆 …－ I 
④6 /cm 

l暗渠支持材のあたり痕が2条残る。
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関iti!
法 全長

量全幅 7彩 態 技 法 考

cm 1全高

60.5 断面が菱形の厚板状で両木口を丸く ｜詳細は不明。 ！①心去り材
6. 5 削り落とす。端部片側にゆ1.2cmの ②スギ

sxos 2.5 柄穴が残る。 暗渠支持材のあたり痕 ①7本

は明確に認められない。 ④ 3/cm 

077 W-154 70.7 断面が長方形の厚板状で両木口を荒 全面tζ断続的な幅 ①板目材

9.0 く削り落とす。両面にけずり痕が顕 広い削り痕が残る。 ②スギヵ

sxos 3. 1 著lζ認められる。 ③16本

④6/cm 

078 w 131 39. 1 断面が台形の板状で木口をノミで仕 同一方向の断続的 ①板目材
10.0 上げる。もう一方は欠損。また長側 な削り痕が残る。 ②スギ

sxos 2.4 面の一方は欠損。 ③4本

④2 /cm 

079 W-092 19.2 断面が五角形の棒状で端部の片側を ｜尖端同け削り込 ①心去り材

(4.0) 尖らせる。もう一方は荒く削り落と む。 ②スギ

sxos 3.5 す。3.Ocm×l. lcmの柄穴をあける。 ③6本

④2/cm 

080 W-193 37.5 断面が長方形の厚板状で両木口を荒 詳細は不明。 ①心去り材

4.0 く削り落とす。暗渠支持材のあたり ②ク リ

sxos 3.0 痕が1条残る。 ③7本

④4/cm 

132.0 断面がコの字状を呈する。両木口は 外側面IC細かな削 ①心去り材

18.0 風化している。端部付近にコテ状の りが残る。 ②スギ

sxos 3, 5 もので半円形の凹みを焼き付けてい ③35本

る。 ④5/cm 

082 w 122 16.6 断面が円形の棒状で両木口を丸く削 中央の訣りは両肩 ①心持ち材
Ell ゆ7.2 り落とす。 中央部lζ扶りが施され縄から中心lζ向かっ ②広葉樹

SD02 ズレが残る。 ｜て削り込む。 クリヵ）

｜アハシ ・ハ
③10本

カサゴド

闘を利用した柱材で仏二又 ［二又山れたー

④ 5/cm 

083 w 468 70.0 ①心持ち材

DlO 骨9.0 lζ分かれる幹の木口を直立に削り落 1方の木ロから中央 ②ク リ

SD02 とす。 樹皮がかなり残り，中央lこ幅 に向かつて断続的 ③5本

1 カサド 伽 1にわたり縄ズレ痕が残る。 ｜な削り込みが残る。 ④2/cm 

084 W-173 (304.0) 断面の半分が円形，あと半分が半円 中央部の扶りは両 ①心持ち材

</>16.8 形の棒状で自然木を利用した柱材で 肩から中心に向け ②スギ

SD02 ある。中央部に幅30cmの扶りがあ 削り込む。 ③40本

る。一一一6個l ④3/cm 
の納穴が穿たれ各々（短辺×長辺×
深さ）2. 7cm×8.0cm×1. 6cm, 2. 4 

cm×11. 2cm×2. 2cm, 2. 4cm×7.6 

cm×2. 4cm, 2. 8cm×ll. 6cm×2.5 

cm, 3. 3cm×12. 3cm×2.4cmを狽lj

る。



付 表

欝I畳i量録番；号法まI：全E長I 形 態｜！技 法 ｜｜備考

州 W-250 39.0 1断面が長方形の板材を使用し，両端荒く割ったままの ①板目材
Ell 18. 5 ｜は荒く削り出している。中央にゆScm 使用。 ②スギヵ

SD02 3. 0 とゆ6cmの柱のあたり痕が残る。 ③17本

アハシ・ハ I 1④3/cm 
カサコ、ド

086 Wー 149 32. 8 断面が長方形の板状で両木口を直立荒く割ったままの①板目材

x 5 16. 8 lζ削り落とす。中央にゆ5cmの柱の 使用。 ②スギ

p 8 3. 6 あたり痕が残る。 ③19本

コネド ｜ ④3/cm 

087 W-150 27. 7 i断而が長方形の板状で両木口を直立 ｜表面を木口から中 ①板目材
X-4 18. 3 ｜！と削り落とす。 中央にゆ8.6cmの柱 1央lζ向け断続的に ②スギ

p 9 5. 8 1のあたり痕が残る。 月ljり込む。 ｜③お

コネド ｜④2 /cm 

088 W-143 27. 0 断面が長方形の板状で両木口を直立 同一方向へ断続的 ｜①板目材

Z-4 15. 3 K削り落とす。中央IC</>3. 7cmの柱 に削り込む。 ②スギヵ

s 022 3. 2 のあたり痕が不明瞭に残る。 ③14本

｜ コネ ド ④5/cm 

0891 W-148 (152. 0) 断面が長方形の板状で一方の木口を 内湾する端部は／ ①板目材

M 3 9目O 内湾しながら狭め，もう一方を柄状 ミによる切断であ②スギヵ

SDll 2. 0 lζ残し削り落とす。 納穴が2個ある。る。 ③4本

アハシ ・ハ ｜ ④ 4 /cm 
カサゴ、ド

090 W-151 150. 0 断面が長方形の板状で両木口を荒く 長側面端部を斜め①柾目材

ClO・11 38. 0 削り落とす。端部付近Iζ1.8cm×2.3 K削り，同様な材②スギ
- 2. 0 cm（縄ズレがあり角が磨耗），l.2cm と縄などでつなぎ＠116本

アハシ・チ ×6. 5cm, もう一方に 1.Ocm×5.0 合わせて使用した④6/cm 
カサゴ ド ｜ cm，中央に3・5cm×O.6cm, 2. 5cm jと思われる。

×O. 7cmの柄穴が残る。

091 Wー 165 152. 4 断面が長方形の板状で両木口を直立 ほぼ同一方向の断①板目材

DlO (28. 4) に削り落とす。 中央端部よりに4.5 続的な削り込みを②スギ

- I 4・1 cm×2. 2cmの柄穴があるが縁辺部施す。柄穴の周辺③8本
アハシ・ハ が欠損している。 は一部逆方向の削 ④3/cm
カサコー ド りがある。

092 w 205 96. 0 断面が長方形の板状で両木口を直立全面IC同一方向の①柾目材
- 29.0 lζ削り落とす。中央縁辺部lζl.Ocm 削り痕が美しく残 ②スギ

SD02 1. 0 ×2. 3cmの柄穴がある。また， 穿孔 る。鉄刃使用と恩③31本

アハ ド されている側の長辺を内湾気味に削 われる。 ④5 /cm 

る乙とから，同様の板材を結び合わ I 
せて使用したものと思われる。 ｜ 

093 W-155 (107. 1) 断面が長方形の板状で一方の木口が 詳細は不明。 ①板目材

- 15. 0 直立に削り落とされているが，摩滅 ②スギ

SX08 2. 4 している。もう一方は欠損。端部に ③22本

一 柄穴が2か所残る。 ④3/cm 

円

Jqu
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形 古巨 技 i法 ｜ 備 考

E凹：1古±iii位 ！品！全両！
w 161 (81. 0) 断面が長方形の板状で中央に長さ28 同一方向の断続的①板目材
L 5 12.0 cm，深さ6.5cmの扶りを持つ。両端 削りを施す。扶り ②スギヵ

SDll 1. 0 部lζ向けて内湾し先端を短く削り落 は肩部より中央に ①7本

ロハサド とす。 向け削る。 ④6 /cm 

095[ W-105 (75.0) I一方一一一方を 詳細は不明。 ①板目材

M 4 15.8 直立に削るが端部を欠損，もう一方 ②スギヵ

2.1 は欠損。端部付近に納穴 (1.Scm× ③6本

コノ、シド ： 1. 9cm）をーか所貫通させる。 ④4/cm 

096 W-106 (84. 6) 断面が長方形の板状で，両端古［lを柄 ほぼ同一方向の断 ①板目材

I D 7 13. 7 状l乙残して削り落とす。 続的削りを施し柄 ②スギヵ

2.3 状音［lは木口lζ向け ③20本

南ljる。 ④4/cm 

的71w 0971 35.0 断面が長方形の権状で木口の一方を 木口から中央lζ向 ①心去り材
010 13. 8 板状lζ拡幅させ直立に削り，もうー け断続的削りを施 ②スキ‘アJ

3.5 方をなだらかに狭め直立に削り落と す。仕上げは荒い。 ③20本

コネサスド｜ す。 ④4/cm 

0981 w 内川 断面が台形の厚板状で一方の端部を 一面はほぼ同一方 ①心去り材

1トレ 12.7 柄状に残して削り落とす。もう一方 向lζ削るがもうー ②スギヵ

5.6 は中央部より緩やかに幅を狭め端部 市iでは不定位の削 ③17本

を荒く削り落とす。 りを施す。 ④3/cm 

099[ W-134 56.3 断Liliがかまぼこ状の板材で一方の端 詳細は不明。 ①板目材

M 4 14.1 部を丸く削り，もう一方を荒く削り ②スギ

SDll 1. 8 落とす。 ③10本

アノ、シド ④7 /cm 

W-119 I (63. 0) 断面がU字状の刻り物である。木口 端部付近上古［lの伏 ①心去り材
15.5 の一方を底面より 40。の角度で削り，りに肩から中央lこ ②スギ

SD02 3.0 もう一方は欠損。端部付近の上面に 向け削り込む。裏 ③48本

深さ Smmの扶りがあり，横木との 面はほぼ同一方向 ④ 8/cm 

' 接合を行ったと恩われる。 の削りを施し木口

は底部から上部lζ

向け削り丁寧に仕

上げる。

93.0 断面が長方形の板状で，木口の一方 ほぼ同一方向に削 ①板口材

A・ BlO 16.8 を直立に削り，もう一方は端部付近 り込まれているが ②スギヵ

3.0 より緩やかに幅を狭めて削り落とす。 一部反対方向にi]lj ③16本

アハシ ・ハ lる。 ④2/cm 
カサゴド

1021 w 158 98.6 断面が長方形の板状で端部縁辺部lこ 端部付近は木口に ①板目材
L 3 11. 4 1. 5cm×O. 5cmの柄穴を穿ちそ乙よ 向け削り込む。 ②スギヵ

SDll 1.2 り幅を直線的に狭める。両木口とも ③4本

ロハサド 欠慣の ④3/cm 

-134-



付表

［鵠番11:1全長
番図版号 遺出出構土土地層名位 i量cm全全高幅

形 1,（~ t支 法

103 w 087 71. 5 断面は台形の棒状で端部の一方は尖 削り方向は一定し ①心去り材
ClO 5.5 らせ，もう一方はくびれ端部を丸く ているが削り角が ②スギ

SD02 4.5 おさめる。 不定かっ断続的で ③15本

ロハサド ある。 ④4 /cm 

104 W-068 69.0 断面は方形の棒状で両端部付近をく 丁寧な仕上げ。 ①心去り材

4. 3 びれさせ木口を直立に削り落とす。 ②スキ‘ヵ

SDll 3.3 くびれ部IC縄ズレ痕。 ③12本

④4/cm 

105 W-086 87.3 断面半円形の棒状で両端部付近をく 丁寧な仕上げ。 ①心去り材

Ell 3.3 びれさせる。完形品。 ②スギヵ

SD02 3.2 ③8本
アハシ・ハ ①3/cm 
カサゴド

106 W-067 49目l 断面が円形の棒状で木口の一方は丸 同一方向の断続的 ①心去り材

M2 4.9 く削りもう一方は欠損。端部付近に 削りが施される。 ②スギ

SDll 3.7 2. 3cm×2. 3cmの柄穴を貫通させ中 ③11本

ハシ ・ハサ 央部に柄穴と直角の方向K</>5mmの ④4 /cm 
コード

孔を貫通させる。

107 w 039 (31.0) 断面が円形の棒状で直線的に幅を狭 詳細は不明。 ①心去り材

010・11 3.8 める。幅の広い側の木口は丸く摩滅 ②スギ

SD02 3.6 しており付近にl.lcm×O. 9cmの柄 ③7本
アハシ ・ハ

穴を穿つ。 ④3/cm 
カサゴド

108 W-162 100.6 断面が円形の棒状で木口の一方は丸 両端部付近とも木 ①心去り材

4.8 く削りもう一方を尖らせる。丸い木 口に向け削り中央 ②スギヵ

SD02 3.8 口の中に2.6cm×1. 3cmの納穴を穿 は削り角 ・方向と ⑦14本

てコ。 も一定である。 ④5 /cm 

109 W-095 108.0 断面が長方形の棒状で木口の一方の 端部付近は木口l乙 ①心去り材

010 8. 2 幅を狭め丸くおさめる。もう一方は 向け，それより内 ②スギ

4. 2 欠損。中央付近lζ長さ 5.5cm・深さ 側は中央に向け削 ③22本

コネサスド O. 5cmの半月状の切り込み（焼きゴ る。 ④6/cm 

テによる）がある。

llO w 027 (25.0) 断面が台形の厚板状で両木口は欠損。 同一方向に向け削 ①心去り材
B 5 5.6 厚みが均一でない。また断ち割りの り込まれており， ②スギ

SD04 2.3 平坦而が残る。 より大きな部材の ③14本
アハシ ・ハ 未加工品片か？ ④4/cm 
カサコド

111 W-001 (19. 5) 断面が方形の棒状で端部の一方に幅 詳細は不明。 ①心去り材

L 4 3.0 1. 2cmの柄穴の一部が残るが欠損。 ②スギ

SDll 2.0 もう一方は直立に削り落とす。 ③9本

④5/cm 

112 W-142 (17. 1) 断面が長方形の厚板状で両木口とも 平坦な面をつくり ①心去り材

M 3 5. 7 欠損。中央端部寄りに柄穴の肩を僅 丁寧な仕上げ。 ②スギ

SDll 3.0 かに残す。断面が正方形の柱材が縦 ③12本

ロハサ・ハ 位IC割れたように思われる。 ④4/cm 
シコcド
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車問噌1:1::1遺出構土層 cm 全高 l｜ 
形 肯E 技 法 。市 考

ll3I W-029 27.5 断面が方形の酬で端部町ら幅明日「日り材

010 3.7 を広げ直立に削り落とす。拡張部lと る。 ②スギ

SD02 3.4 l. lcm×2. 7cmの柄穴を穿つ。もう ③6本

一方の木口は欠損。一面に焼け痕。 ④3/cm 

ll4 W-091 (83. 6) 断面が長方形の厚板状で両木口とも 詳細は不明。 ①心去り材

5,3 欠損。 中央端部寄りに 2.Ocm×1. 5 ②スギヵ

SD02 I 2.3 cm, 1. 2cm×1. 7cmの柄穴が2か所 ③17/f>: 

残る。 ④8/cm 

川 W ベ（弘 2) 断面が長方形の板状で木口の一方を 詳細は不明。 ！①板日材

M 4 10. 2 直立に削り落としもう一方は欠損。 ②スギヵ

1. 7 中央lζ2か所，端部寄りに 2か所の ③27本

アハシ ・ハ｜ 納穴がありそれぞれQ.9cm×1. 7cm, ④6/cm 
カサゴド l. lcm×1. Scm, Q. 9cm×1. 5cm, 1. 2 

cm×1. 7cmを測る。

川 w 1引（44.7) 断面が長方形の厚板状で両木口lζ幅 同一方向の幅広し、 ①板日 t~

M 4 8. 6 の広い（5.7cm, 6. lcm）柄穴を持つ 削りがわずかに残 ②スギ

2.5 が欠損している。 る。 ③6本

コハシ ・サ｜ ④ 2 /cm 
ゴド

ll71 W-055 39,5 断面が長方形の厚板状で木口の一方 平坦な面を持ち丁 ①板目材

Cll 5.8 を平面から見て35。に削り落とし， 寧な仕上げである。②スキ、カ

SD02 2.0 もう一方は欠損。中央にゆ2mmの主j ③4本

コネサスド 穴が3か所直線的lζ並ぶ。また 1.4 ④3/cm 

cm×1. 2cmの柄穴が貫通する。

llSI w 082 I 15.5 断面が長方形の厚板状で木口の一方 削り角，方向とも ①板口材
L • M5 7. 2 を直立に荒く削り落としもう一方は 一定で丁寧な仕上 ②スギ

SDll 2.0 欠損。中央端部寄りに 1.5cm×2.2 げである。 ③9本
ノ、シド cmの柄穴を穿つ。全面に焼け痕。 ④6/cm 

ll91 w 064 (49. 9) 断面が六角形の棒状で端部の一部を 木口付近は同一方 ①心去り材
Ell 8.9 両面から削り込み模状K尖らせる。 向の端部へ向かう ②スギ

SD02 7, 1 もう一方は欠損。 削りが施されてい ③ 8本
アノ＼シ ・ハ る。 ④3/cm 
カサコ‘ド

1201 w 021 38.8 断面が方形の棒状で直線的lζ幅を狭 尖端部lζ向け断続 ①心去り材
BlO 6.5 め一端を尖らせる。もう一方は欠損。 的lζ削り込まれる ②ク リ

SD02 4.8 が一部自然面が残 ③13本

ハカサド る。 ④3/cm 

凶 w－恥附） ！断面四角形の棒状で先端を尖らせl鉄製工具山削 ①心去り材
<f>4.0 る。もう一方は欠損。 りと考えられる。 ②スギ

③9本

④3/cm 
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H 表

l登録藍番号法｜！会長｜（ 
望号！｜ 量出 c量m 全全幅高

形 態 技 法 備 考

122 1へr058 25.8 断面が円形の棒状で直線的に幅を狭 尖端部lζ向け断続 ①心去り材
2トレ 4.1 め一端を尖らせる。もう一方は木口 的IC削り込まれる ②クヌギ

3.6 を丸く自rjる。 が削り方向がやや ③3本

不定。 ④3/cm 

123 W-043 33.9 断面が円形の棒状で樹皮部分を残す。 尖端部lζ向け4面 ①心去り材

N 2 7. 1 中央より幅を狭め一端を尖らせる。 の面取りをし連続 ②二葉松

6.0 もう一方は直立に削る。 的IC削り込む。 ③10本

l アハシド ④4/cm 

124 36.4 断面が円形の棒状で中央より隔を狭 尖端部lζ向け4面 ①心持ち材

N 1 ＋も.8 め一端を尖らせる。もう一方は木口 の面取りをし断続 ②二葉松

を丸く削る。 的lζ削り込む。 ③13本

④3/cm 

125 W-077 58.0 断面が長方形の厚板状で木口の一方 長辺方向の端部付 ①板目材

El3 12.5 を直立に削り、もう一方は段をつけ 近は端部lζ向けて ②樹種不明

2.0 幅を狭め，木口を直立に削る。約60° 削る。 ③ー

コネサスド の角度で＜／＞4mmの穴を二列にそれぞ ④ 

れ9個， 8個ずつ直線的に並べる。

9個穿孔する列の端部付近fC鋲釘が

打ち付けられていたらしい穴が1か

所ありサビが浮いている。

126 W-140 (24.6) 断面が長方形の厚板状で木口の一方 詳細は不明。 ①板目材

BlO 11. 7 を直立に削る。もう一方は欠復。端 ②二葉松

SD02 2.0 部付近に長径3mmの釘穴（ワ）が2 ③27本

アノ、シ ・ノ、 か所残る。 ④5/cm 
カサゴド

127 w 156 36.6 断面が長方形の板状で木口の一方を 表面及び長側面に ①板目材
Dll 13. 7 直立に削る。もう一方は欠損。表面 ヤリガンナ成形痕 ②スギ

SD02 1. 1 にはほぼ等間隔に ゆlmmの穴が100 が残る。 ③5本

サド 個弱穿たれる。また木口lζ近い横2 ④5/cm 

列の穴はゆ3～4mmと他より大きい。

128 W-174 (ll. 0) 断面倒卵形で把縁部lζ広端部を向か きわめて丁寧なつ ①心去り材

Q 5 6.0 い合わせた形態である。 くり。 ②カエデ属

1. 7 ③ー

コネド ④ 一

129 W-275 (5.9) 断面が楕円形の棒状で木口の一方を 詳細は不明。 ①心去り材

C・D 4. 5 拡幅させ丸く 削る。もう一方は欠損。 ②スギヵ

2.9 長軸方向lζ1.2cm×O. 4cmの柄穴が ③17本

コハネ ド 貫通する。 ④6/cm 

130 W-080 (14.0) 断面が長方形の棒状で端部の一方は 拡幅部は木口から ①心去り材

L 3 4.1 幅を拡げ木口を丸く削る。もう一方 中央に向け削り込 ②スギ

SDll 2. 2 は欠損。 ま ~1,る。 ③25本

｜ロハサド ④8/cm 

庁

iqd
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図｜智「l錯 考
品 ！｜ 遺出 量全幅

形 態 技 法

層位 cm全高

131 W-128 54,5 断面が長方形の板状で木口の一方を 木口付近は端部lζ ①板目材

Ell s. 2 直立に削りもう一方を荒く削り落と 向け同一方向に削 ②スギ
SD02 ]. 2 す。また全体に短辺方向へ反ってい り込む。 ③5本

アハシ ・ノ、 る。 ④4/cm 
カサゴド

132 W-252 51. 7 断面が長方形の板状で木口の一方を 直立に削る木口へ ①板目材

22.2 直立に削るがもう一方は欠損。全体 向けやや不定方向 ③スギヵ

SD02 3.2 lζ凹凸が激しい。一面Iζ焼け痕。 の荒い削りが施さ ③11本

れる。 ④4/cm 

38. 1 断而が長方形の板状で阿木口を丸く 端部は木口方向lと ①柾目材

ClO 6. 2 削る。中央lζ幅｝.2cm・深さ Q.3cm 削り込まれ， 中央 ②スギ

SD02 1. 7 の泌を削り込む。 の溝は両肩部より ③19本

ニハサド 掘り込まれる。 ④4/cm 

134 W-060 31.6 断面が長方形の板状で木口の一方は 長辺方向の端部付 ①板目材

BlO 7,7 直立に削られるがもう一方は柄状に 近Iと深さ 4mmの ②スギ

SD02 1. 9 幌を狭め欠損。 組材の一部か。 段差を全長にわた ③6本

アハシ・ハ りつくる。 ④5/cm 
カサゴド

135 W-022 18.8 断面が長方形の板状で平面形は三日 周囲は丁寧に商取 ①板目材

Dll 6.8 月形を呈する。 木口の一方は商取り りされており仕上 ②スギ

SD02 ], ] をして削り落としもう一方は欠損。 がりが美しし、。装 ③13本

中央lζM形の突出がある。またがLき 飾品の破片かワ ④3/cm 

火箸によると恩われる線刻が施され

ており漆による文様が拙かれていた

と恩われる。

15.2 断面が長方形の板状で木口の一方を 一面は不定位の削 ①板目材
7, 1 50。lζ削り落としもう一方は欠損。 りが全面施されて ②スギ

1.0 片側にのみ削り痕が顕著に残る。 いる。 ③17本

ゴド ④5/cm 

137 W-081 17.2 断fl'[jが長方形の板状で木口の一方を 平坦な面をつくり ①板目材

16.3 ほぼ直立に削りもう一方を頂角 70' 丁寧な仕上げ。 ②スギ

SD02 2.7 lζ削り落とす。 ③34本

④5/cm 

138 W-130 (25.0) 断面が長方形の厚板状で木口の一方 同一方向に幅の広 ①板目材
M 4 7,3 を荒く由ljり落としもう一方は欠損。 い断続的削りが全 ②スギ

2.8 両面lζ削り痕が顕著にみられる。 面施される。 ③14本
コハシ・サ

④4/cm ゴド

139 W-002 (24. 1) 断固がかまぼこ状の板材で木口のー 弧状面は全面同一 ①板目材
12.0 方を荒く削り落としもう一方は丸く 方向の削り。より ②スギ

Dll 3.4 削る。弧状簡に削り痕が顕著に残る。 長大な板材の端部 ③ 
コハネシド を二次的に使用し ④ － 

たものと思われる。

口
δ



イJ 表

明図畑1j書出費銃生監地器位号点
量 ！全市南 形 態 技 法 考

cm全高

140 w 004 11. 5 断面が三角形の板状で両木口を直立 全面iζノミによる ①板目材
Dll 8.6 に削りノミ痕が顕著IC残る。端部付 削り痕が顕著にみ ②スギ

3.6 近lζ幅4.3cm，長さl.4cmにわたり られる。 ③25本

！コハネシ ド 突出部を削り出す。 ④7 /cm 

141 W-278 15.2 断面が長方形の板状で端部の一方を 中央を木目走行方 ①板目材

D 6 7. 5 直立に削り もう一方を荒く削り落と 向と直角に扶る。 ②スギヵ

2.6 す。端部付近で隔を拡げ縄ズレ痕を 仕上げは悪い。 ③18本

カネド 残す。また中央lζ幅3mm，深さ2mm l④5/cm 
の溝が残る。

142 W-274 14.7 断面が隅丸方形の厚板状で木口のー 他の組材との接合 ①板口材

E 7 5.4 方を荒く自ljり中央より約1/2隔を狭 面を了寧lζ在日取り ②スギ、カ

4.9 めて端部へと続く。もう一方は丸く しているが他は成 ①15木

アチカ ド｜ 削り落とす。 形が悪い。 ④4 /cm 

143 W-121 16. 5 断而が隅丸長方形の厚板状で木口の 木口面の加工が丁 ①板目材

ClO 7.7 一方は枚状lζ削り落としておりもう 寧である。鉄器使 ②スギ

SD02 2.9 一方は欠損。 用か？ ③12本

カサド ④6 /cm 

144 W-277 34.0 断面が方形の棒状で木口の一方は直 全面を鉄器による ①心去り材

DlO・ll 8.5 立（ζ削りもう一方は欠損。 中央を大 荒い削りlζより成 ②樹種不明

SD02 5. 5 きく扶る。 形。 ③14本

ニハサド ④3 /cm 

145 W-287 15.4 断面が台形の厚板状で木口の一方を 仕上げが非常に荒 ①柾目材

L 3 13. 0 直立に削りもう一方を荒く削り落と い。他の木製品を ②樹種不明

SDlO 6.3 す。 一面はノミのあたり痕が多量に 製作する際生じた ③48本

残る。 木取り片か。 ④4/cm 

146 W-295 11. 0 断面が扇状の丸太材片で木口の一方 表皮をはがしたの ①心去り材

D 6 s. 1 は荒く削り落とすがもう一方は欠損 みの成形。 ②樹種不明

5.4 しがtけ痕が残る。 ③24本

④6/cm 

147 W-264 45.4 断面が隅丸方形の棒状で木口の一方 尖端部lζ向け荒い ①心去り材

B 7 2.3 をなだらかに尖らせもう一方は欠損。 断続的削りを施す。②スギヵ

2.0 ③7本

コノ、ネシ ド G;4/cm 

148 W-256 40.2 断面が菱形の棒状で木口の一方を ほぼ同一方向に連 ①心去り材

DlO 2.2 50＇！ζ削り落としもう一方は欠損。 続的削りを施して ②スギヵ

SD02 1. 2 いるが仕上がりは ③5本

ハカサド 悪い。 ④5/cm 

149 W-259 (39. 2) 断面が隅丸方形の棒状で木口の一方 剣状の端部l乙向か ①心去り材

E 4 1.4 を剣状に削り上げもう一方は欠損。 い同一方向に削り ②スギヵ

1. 2 込んでいるが削り ③5本

角が不定。 ④5／口n

ハ叫
d

円
、

υ



京都府遺跡調査報告書第9冊

ミ圭録土司地名桜書点位号 法 全長｜ l備図番版号
遺出出構土層 量cm 

全幅 形 肯E 技 法 考

全高

150 33.9 一一m ーをi削り角一 ①心去り材M 5 1. 9 40。に削り落としもう一方の幅を広 一定で平坦な面を ②スギヵ

1. 2 げ丸くおさめる。全体lζ弓状に反っ っくり丁寧な仕上 ③10本

コハシド ている。 げ。 ④10/cm 

151 W-257 (29. 8) 断面が台形の棒状で一方の端部に向 柄状部からもうー ①心去り材

L4・5 1.9 かつて直線的に幅を狭め，木口をJ模 方の端部IC向け断 ②スギ‘ヵ

SDll 1. 2 状lζ削る。もう一方は柄状突起を自lj続的に削る。 ③4本

ハシ・サゴ り残す。中央に細い凹みが多量に残 ④4/cm 
ド

る。

152 W-260 25.6 断面が台形の棒状で一方の端部に向 尖端部は片方l乙削 ①心去り材

E 6 1. 4 かつて削り出し，j契状に仕上げる。 り出す。 ②スギヵ

1. 2 ③10本

コネサスド ④9/cm 

153 W-115 25.9 断面が隅丸方形の棒状で木口の一方 尖端部は木口lζ向 ①心去り材

BIO 1.8 を剣状に尖らせもう一方は欠損。全 け削り込む。 ②スギ

SD02 1. 3 而lζ焼け痕。 ③8本

アハシ ・ハ ④7 /cm 
カサゴド

154 W-289 35.5 断面が長方形の棒状で木口の一方を 丁寧な仕上げであ ①心去り材

lトレ 2.6 丸く削る。またとちら側を握ったか，る。 ②スギ

1. 9 あるいは柄に差し込んだか摩滅し ③7本

てやや径を減らす。もう一方は欠 ④ 5/cm 

損。

155 W-288 26.7 断面が椅円形の棒状で木口の一方を 表面は荒く削り込 ①心去り材

Dll 2.8 荒く削り落としもう一方は欠損。 まれ仕上がりは悪 ②スギ

SD02 1. 7 し、。 ③8本

1～4層 ①5/cm 

156 W-284 20.5 断面が円形の棒状で木口の両方を荒 表面は断続的に削 ①心去り材

M・L4 2.5 く削り落としている。 られ仕上がりは悪 ②スギ

SDll 2. 2 し、。 ③8本

ロハサド ④ 5/cm 

157 W-269 31. 3 断面が菱形の棒状で木口の一方を丸 鉄器によると思わ ①心去り材
M4  2.0 く削りもう一方は欠損。一面lと長軸 れる丁寧な成形で ②スギ

SDlO 1. 5 と直角の方向lζ削り痕が多く残る。 ある。 ③19本
アノ、シド ④11/cm 

158 w 266 (28. 3) 断面が隅丸方形の棒状で木口の一方 詳細は不明。 ①心去り材

M 4 2.5 を丸く削りもう一方は欠損。端部周 ｜ ②スギヵ

2.0 辺lこ焼け痕。 ③6本
アノ、シド ④4/cm 

nu 



付表

登録土地名番号点
法 全長｜

番図版号 全幅 形 態 技 法 考
遺出出構土層位 量cm 全高

159 W-265 (26.2) 断面が三角形の板状で木口の一方を 尖端は木口lζ向け ①心去り材
L 3 2.4 両側方から尖らせているが先端は欠 削り込まれる。 ②スギヵ

SDll 1. 2 損。もう一方は欠損。両面に小さな ③10本

ロハサド 凹み（石粒の圧痕による）が残る。 ④ 6/cm 

160 W-263 20.7 断面が丸から四角形で，権状Iζ削り 中央を丸く， 端部 ①心去り材

M3  1.5 出し，一方は欠損する。 を四角に削る。 ②スギヵ

SDll 1. 3 ③5本
アハシ ・ハ

④4/cm カサゴド

161 W-160 47.5 断面が台形の厚板状で両木口を荒く 仕上げは悪い。 ①心去り材

0 2 5.0 削り落とす。 ②スギヵ

3.0 ③19本
ハカシ ・サ

④9 /cm ゴド

162 W-098 (56.4) 断面が円形の棒状で両木口とも欠損 尖端部と恩われる ①心去り材

</>2. 9 しているが尖端部片であると恩われ 方向へ断続的IC削 ②スキ、カ

SD02 る。 り込まれる。 ③6本

④4/cm 

163 W-096 61. 5 断面が円形の棒状で一方の木口を欠 比較的丁寧に仕上 ①心去り材

2.8 損する。 げている。 ②スギヵ

SD02 2.2 ③ー

④一

164 W-093 (61.7) 断面が長方形の棒状で木口の一方を 四周を丁寧に平坦 ①心去り材

Ell 2.3 模状iζ鋭く削り込み，もう一方は欠 な面に仕上げ木口 ②スギ

1. 1 損。 は尖端w：：向け削る。③一
アハシ ・ハ

④ーカサゴド

165 W-159 (71. 5) 断面が長方形の板状で木口の一方を 模状木口は尖端IC ①心去り材

L 2 4.4 模状lζ削り落としもう一方は欠損。 向け削られ全体lζ ②スギヵ

SDll 3.0 長辺縁辺部の一方はほとんど欠損。 木口方向lζ断続的 ③ 一

ロハサド 一面に削り痕が顕著に残る。 に削られる。 ④一

166 W-103 (82.8) 断面が長方形の板状で木口の一方を 尖端部は木目方向 ①心去り材

ElO 5.0 45。に削りもう一方は直立に削り落 lζ削り込まれるが ②スギヵ

SD02 3.0 とす。一面は全長にわたって幅8mm もう一方の木口は ③4本

オカサド の木自に沿った剥離がみられる。 中央lζ向け削られ ④ 2 /cm 

る事から二次使用

のため切断された

と思われ，丁寧な

仕上げである。

167 W-133 (101. 0) 断面が長方形の棒状で端部の一方を 尖端部は木口方向 ①心去り材

D 7 7.6 なだらかに尖らせる。もう一方は欠 l乙削り込まれるが ②スキ、カ

4.4 損しており口に焦げ痕が残る。 もう一方は木口に ③29本

コハネド 向かうもの，その ④ 5/cm 
逆のもの，と2方
向lζ分かれる。

a斗＆



京都府遺跡調査報告書第9冊

I~ ii!: Ii:: 形 態 技 法 考ー

層位 cm 全高

(131. 1) 断面が五角形の棒状で木口の一方を 端部は木口方向l乙 ①心去り材

DlO・11 r/>3. 2 模状IC削りもう一方を直立に削り落 削り込み全体lζ丁 ②スキ、カ

SD02 とす。 寧な仕上げである。 ③9本

ニハサド ④4 /cm 

169 w 157 114. 0 断面が長方形の棒状で木口の一方を 平坦な面を造り丁 ①心去り材
ClO・11 3.4 尖らせもう一方を直立に削り落とす。 寧な仕上げである ②スギヵ

2.4 中央が湾曲している。 が尖端部は不定位 ③14本

アハシ ・ハ の細かい削り。 ④9/cm 
カサゴ ド

170 w 147 台24.5 （台部） 平面形は精円形であるが前 裏面の端部は木口 ①心去り材
x 5 (9.0) 部を欠損。裏面はかまぼこ状に膨ら 方向lζ削り込む。 ②スギ

(1. 5) んでおり，前部の方が厚みは薄い。 他の詳細は不明で ③52本

歯15.5 鼻緒はゆl.3mmの穴にほぼ同径の棋 ある。
④7 /cm 

3.8 を共lζ差し込み固定したと思われる。

9. 5 （歯部） 木口が楕円形で立面を台形 側面に幅 4mmの

とし接地部lζ向かつて薄くなる。後 平滑な磨き面が残

歯のみ残存。 る。

写 真
登出録土構土地層番名点号

法 全長
真 言語Z法 全長

遺出 位
主主主旦 全幅 備

遺出 位
3主三忌ヨ 全幅 4市 考

悉 号 cm 全高 号 cm 全高

32. 5 I 側目材 p 1叫 W 即 27.0 ①柾目材

8 E-5 2.0 ②スギ 26・27 M-4 4.2 ②ムクロジ

1. 0 ③－  pー105 - 3.5 ③ 

④－  28・29 コハシド ④－  

P-102 I w 018 29.5 ①板目材

5 M-4 6. 5 I ②スギ 25 B-10 11. 0 ②カシ類

3・5 I③ー I s D02 2.4 ③ 

アハシド ④ー アハシ ・ア ③－  

W-035 27.5 ①心去り材 ！カサゴド

23 M-4 18-1 ②カシ類
P-103 W-144 16.2 ①心去り材

S DlO 2.0 ③ー
11 4-1 ②クリ

17 ／＇＇.／ハ ④ー
S X08 2.6 ③ 

カサゴド ④－  

P-105 W-040 17.6 ①柾目材

29～31 I L・M3 4.6 ②ケヤキ

S DlO o.s ③一
アハシド ④ー

P-103 w 094 47-0 ①心持ち材
18 M-2 r/>8. 0 ②コナラ

P-104 ③ 

19・20 アハシ・コ ④－  
ネゴド

-142-



付表

付表 10 第2次調査出土遺物観察表（玉類・石器）

官｜草野l!l1:1
1 I s 26 I 口 ｜碧玉

管玉 Isg品I ¢~： g g 

石よ 1 ，：~： I JI 
石よ 1:jm I 

石よlコ：量l
石

6 

石 核

剥

8 

打製石斧
未製品

9 

打製石斧
未製品

10 

打製石斧

2.2 
1. 6 
o.s 
s.og 

石材 （

色
色
褐
灰

玉

赤

乳

玉

碧

明

～

碧

：備考

｜未製品。円筒部を7面に渡り研磨している ｜

｜鵬の半製品切。乙の脚吋孔［
である。 I 

原石（コア）。玉生産に使用されるため集落
内に持ち運ばれたもの。原石を打ち割った
段階のもので自然面は留めていない。

σb 

F

、υ
弓’η
d
p
u
n
u

－

－

－

－
 

n
d
nF釘
可

i
Fhu
可
E
A

。b

、j’
n
U
訓
告

nh
u
A
U

－

－

－

－

 

n
’’
nhU
胃

i
Q
U

（

1
 

司
自
由
牟

7.5 
5.4 
1. 5 
52.og 

8. 1 
(2.3) 
1. 8 
32. 0 g 

2.2 
1.8 
1. 2 
s.og 

2.1 
1. 5 
1. 0 
4. og 

特 徴

｜原石（コア）。玉生産lζ使用されるため集落 ｜
内に持ち運ばれたもの。長軌の側面IC2条 ｜
の擦切痕がみられる。暗緑色で一部lζ自然 ｜
面を残している。 ｜ 

水晶 ｜原石（コア）。玉生産に使用されるため集落 ！
（石英） ｜内Iζ持ち運ばれたもの。原石を打ち割った ｜
透明度が ｜段階のもので自然面は留めていない。 i 
高い I I 

対主） l原石（コア）。玉生害時用されるため集落
極めて透｜ 内IC持ち運ばれたもの。原石を打ち欠いた
珂度が高 ！段階のもので，打ち欠いた時の打点の方向
い ｜やフィシャーが顕著に認められる。ドド’
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i
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A
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S
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L
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ヮ“〈‘
n
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↑’
っ
“
4

ι
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一
C
D
け

一
E
一
け

門

b

円

b

；

q
u

J

コ

コ

7
片

S-01 
D4 
S D04 
コネド

S-02 

S Dl2 
サ ド

s 04 
N4 

コノ、シド

表面の風化が進んでいる。河川｜からの表採 ｜

か。 ｜

琢磁（＝｜原石（コア）。玉生産に使用されるため集落 ［
メノウ） ｜内に持ち運ばれたもの。原石を打ち割った ｜

段階のもので剥離痕や打撃痕を明瞭に留め ！
る。 ｜

｜砂岩 ｜頂震が欠損日半部の川残存する。ー｜
極細粒砂 ！部磨製の打製石斧である。自然荷を残し， ｜ 

刃部は使用による剥離がみられる。扇平な ｜
河原等の石を利用し，周縁lζ調整を加え， ｜ 
さらに磨き整形をしたように思われる。磨 ｜
きは全面lζ及んでいない。 I 

石英安山 ｜ほぼ完形。頂部から刃部にむかつて広がる ｜
岩 i綴形を呈する。両面とも初期の剥離面を残 ｜

し， 周縁をやや細く調整剥離しているが， ｜ 
全体ICは粗い作りである。刃部は摩滅し， I 
鈍角を呈する。 下半部及び剥離による稜の ！
部分lζ認められる摩滅は，製品の使用によ ｜

｜ ｜るものと考えられる。 ｜ 

砂岩 ｜蛤刃石斧か？ 側縁lζ平行して節理してい
極細粒砂 ｜る。原形は援形か？ 敵打剥離が細かく調

整されている。 刃部は両刃に成形している。
全体に摩滅が著しく，軟質である。
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図必版品番名号登出録土番地点号 I法E虫 長幅さ 石 材 特 徴 ｜備考

遺出構土層名位 I cm 重厚量 ｜ ｜ 

12 s 05 (8. 1) 質極質泥岩 角礁の平面を砥石として面顕使著lζ 用したもの。 5
砥 石 Cll 4. 2 は砂面lζ使用面がある。各 は鋭利なものを

S D02 2. 7 砂で研いだと思われる溝が に残っている。
コネサタド 98. og る。

13 s -06 (7. 8) 匙細細l、粒主粒主 残存面使中3面lζ使用痕が顕著である。平面の
砥 石 M 5 (6. 0) ～極裏表央lζアパタ状の凹みがあり，敵石と

S Dll 3.1 砂 して用したことが考えられる。
コネサスド 219. 0 g 

14 s -07 (5. 4) 花岡岩質 両使端く欠f痕使面員。臨時修面4角形で， 4面とも縦方部度向
砥 石 0 3 2.1 アプライ の用が著に認められる。 使なり用頻が

- 2.6 ト 高 の中央とえれる分
コネサスド 50. 0 g は，各 用が 滅して付全近体が紬考く っている。

15 S-27 4. 7 砂質泥岩 平面台形状，厚さ1.8cmの扇平な石である。
砥 石 N 5 4.8 ～砂質砂使用面の摩臓は比較的少ない。

- 1.8 岩
コネサド 47. 0 g 

16 S-13 7. 3 安山岩 質擦円形の河原石軽れ石をる利用。包合している体鉱顕物著lζ 
敵 石 E 5 4.7 溶岩？ が風化して 状になっている特が全

3. 5 痕が認めら 側面の摩滅はに
コハイド I205. o g で，長軸lζ対して斜め方向の擦痕残る。

17 S← 18 4. 2 浮岩 使用用途は不明。全体lζ磨かれており，卵
磨き石？ C7 3・6 （軽石＝ 形を呈する。短朝方向lζ 3条の切り日か認

3. 1 パミス） められる。
コハイド 12. 0 g 

18 S-10 8. 4 1凝灰質砂 扇平で楕円形右著の河原石を利用。表面中央に
擦 石 L3 5・5 岩？ 右下がり と上がりの擦痕が顕著で，全体

S Dll 3.1 lζ磨耗が顕である。
ハカサド 232. a g I 

191 s 08 13. 2 安山岩 磨長は耗手楕円形の河原石打か撃平を利用。先端は上下とも
磁 石 Ell 4・5 溶岩？ が著しく め 痕と考えられる。側面

! - 3.3 擦れのた 滑で，たいへん握りや
lコネサスド 379. 0 g すい状態になっている。

20 s 12 10. 6 砂岩つ 河原石を利用両打端側痕部原石打割用のハンマース 卜

2. 3 パタ を留める。先端の貝殻状
敵 石 D 5 3. 2 ーン状痕あ下のは先位敵 面lζコツコツと敵部りかれたア

llO. 0 g 剥離 で強い打撃によ生じたも
のでる。

21 S-11 (6. 8) 安山岩 扇平打顕で楕円形の河原石を利用。 1/2破イ他l[IJ 損。
磁 石 N3 7・5 溶岩？ 敵痕が全周にわたり～向かつて右商に

3.4 は著な蔽打痕が認めりれる。そのの音ll
アハシド 265. 0 g 分では比較的軽徴。

22 s-9 13. 0 凝灰質砂 長橋著お円の河原石を利用。先端は上下とも摩
敵 石 BlO～ll 5・2 岩？ 耗が しし、？，，，，側面は平滑であ表面中央が凹

S D02 4. 5 んで り，陪粍痕が顕著で： る。
タチワ リ 504. 0 g 

23 S-14 15.8 安山岩 扇平で楕円形平をタ面痕顕の河著裏を原石を利用。 上下端部は，
敵 石 N 3 10. 8 強い敵打痕 に残め中し，断面が平らにな

- 5.0 っている。 央には コツコツ
コネサド l, 570 g かれたアパ 表留 る。周縁，部lζは摩敵滅

痕が認められる。
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付表

I登録番号！法｜長さ ｜
図版番号 ｜出土地点 l I 幅 ｜ 
製品名 ｜逃構名 ｜量｜厚 ｜石 材

出土層位 Icm I重量 ｜

24 ! S-229 
厳 石 ？I E 9・10

｜コネサド

25 I S-15 I 
ム τ I M4  I 
ロペ」 IS D~l I 

アハシ・ ｜
サゴド ｜ 

14.8 
7.2 
6. 1 
917. 0 g 

13. 2 
12.0 
4.0 
958. 0 g 

砂岩

花附岩

特 徴

長胴で，先端から下方にかけてやや広がる ｜
台形を呈する。全面lζ擦り痕が顕著に認め ｜
られ，表裏面lζ打撃痕が認められる。 ｜ 

｜風化した露頭の石を利用。平面台形状，厚
｜さ何度の平ら切で 表面が摩滅して
いる。周縁は未加工である。

剥

剥

,_,__IL・M5 1 
川 l SDll i 
ニハサド ｜

271S 36 I 

片 IL・M5 I 
I s Dll I ニハサド ｜

28 I S 37 
片 ｜レM5
I s Dll 
ニハサド

親l

一

い
ho

－

－

一

い
P

7

2

ご

一
3
i

タ

一
5
5
1
ト

↓
一

一
山
川

一
↓
町

一
一サ

一
寸
引
凹
川

S

S

ア

－

s

u

一S
L
S
ニ

却

片

一
ぬ

片

y
h

却
山
市

剥

玉
曲
目
制

p
b

一

4
Q
u
q
u
n
u
一

内

J
n
y
n
，，

p
h
u
n
L
可

i
n
h
v

一n
L
胃

i
A
U

内
ペ

υ

一

落
た
集
つ
め
割

。

た
ち
い

る
打
な

れ
を
い

さ
石
て

用
原
め

使
o
留

に
の
は

産
も
面

生
た
然

玉
れ
自

。ば
で

つ
運
の

に
払
「
も

仁
持
の

石
に
階

原
内
段

剥片（フレーク）である。原石を打ち割った
段階のもので剥離痕や打撃痕を明瞭に留め
る。

碧玉 ｜：剥片（フレーク）である。原石を打ち割った
i段階のもので剥離痕や打撃痕を明瞭に留め
｜る。

4.8 ｜凝灰質泥 ｜剥片（フレーク）である。原五を打ち割った i
2.3 ｜岩 ｜段階のもので剥離痕や打撃痕を明瞭に留め 1
1. 6 I Iる。 l
11.0gl I I 

2.8 ｜碧玉？ ｜剥片（フレーク）である。原石を打ち割った ｜
s. 5 I ｜段階のもので剥離痕や打撃痕を明l療に留め 1
o. 4 I Iる。

2.5 
1. 7 
0.9 
2. 0 g 

剥l

32 

自lj？￥.~ ? 

33 

磨き石

S-16 
C6 

コノ、イド

げ

4
U
ワ

一
M
D
チ

S

S
タ

U
A

石品己磨

35 

磨き石

S-19 
D7 

コハイ ド

3.1 
2.9 
o.s 
10. 0 g 

5.2 
3,5 
o.s 
13. 0 g 

w
b
 

つω
『
υ
1
ム
ハ
U

Fhd
FHυ
a
q
o
o
 

可
4
ム

s.o 
5.0 
3,3 
21. 0 g 

4.8 
4.2 
4.0 
18. og 

チャー ト
? or酸
性岩

碧玉

1手岩
（軽石＝
ノfミス）

浮岩
（軽石＝
パミス）

浮岩
（軽石＝
ノマミス）

剥片（フレーク）である。原石を打ち割った 1

段階のもので剥離痕や打撃痕を明瞭に留め i
る。

やや大型の剥片を利用し一部IC:刃をつけて
削器として利用したものか。調整は刃部の
みlζ限られている。

｜遺跡の周辺地域に露頭があるためか，数多
｜く出土している。使用用途は不明。短軸方i向時さ3.5cm・幅3.0mmの鋭い切り自が
！認められる。

使用用途は不明。面取りで全体の形を整え ｜
ている。表と裏lこ3条の切り目が認められ ｜

る。 ｜
｜使用用途は不明。面取り成形した中央の短
軸方向lζ2条の切り目が認められる。

4
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図版番号
製品名

σ
b
 

8
4
5
0
 

4
3
1
4
4
 

q
J
 

考

長さ ｜ ！ ｜ 

: l石材 ｜ 特 徴 ｜備
重量 ｜ ｜ ｜ 

砂質泥岩 ｜ 盟目最重量~£i~長国語l~~o<'.fu長｜
滅は著しい。 ｜ 

法

四重

m

I S 33 I 
石 ！L・M5 I 
I S Dll I 
1ニハサド ｜

一IS-38 I 3. 8 
I L・M 5 I 1.0 
I SDll I 1.0 
！ニハサド ｜ 0・ gg i i 

一 Is一46 I s. 6 i安山岩 ｜扇平で楕円形の河原石を利用。約2/3破損。
石 ｜ I !: f I ｜ 号今l~I：、る鉱物質が風化して軽石状に
I I 223. 0 g i I 

一IS-49 I 7. 5 ｜花岡岩 ｜扇平で楕円形の河原石を使用。約2/3破損。｜硬質
石 ｜ c 4 I 5・8 ｜ ｜使用面が一部に残る。使用面の摩滅が著し ｜

｜コZド ！ぷ g I I 

- I s-55 I 4. 2 1浮岩 ｜使用用途は不明。全体lζ磨かれており，卵 ｜
｜ ・L I . 1 ｜軽石 ｜形の2/3を破領。

磨き石 ！ I I ! I - I . 1アプライ ｜
｜ロハサ ・ I 9. o g iト ［ 
｜アハシゴド｜ i I 

i s 58 : 4・2 ｜軽石 ｜使用用途は不明。扇平で楕円形lζ謄かれて ｜
O～R I 3.5 ｜アプライ ｜おり，一部破損。 ｜ 
S Dl2 I 1. 6 Iト I I 
アハシド 1 5. O g I I ! 

｜ 6・2 ｜砂質泥岩 ｜：剥片（フレーク）である。原石を打ち割った
3.8 ! 1段階のもので剥離痕や打撃痕を明瞭に留め
2. 0 I Iる。
41. Og I i 

l砂岩 I ~~~?oJ!JllJH'i1i使用叩損先 lI 9:1/f, lζ使用面が残る。使用面の摩滅が著し ｜

ト 閉山して縦方®i~！~!i~~~h~ I 用面一面が残り，鋭利な刃線痕状の窪みが l
認められる。 ｜ 

［両一一一向使用痕が顕著に認められる。使用頻度が高
く，中央付近が摩滅しており全体が細くな
っている。

l砂質泥岩 ｜ーしー破附をもっ元
砂は極細 ｜の厚さ4.Ocmの砥石の表裏二面を留める。
粒砂質 ｜使用頻度は比較的低い。

｜泥岩

！砂岩
l細粒砂

7.2 
4.4 
1. 1 
26. 0 g 

σ
b
 

ロU
ハuυ

ゥ，nu

η
δ
η
4
nり
n
u
ー
ム

登録番号
出土地点
遺構名
出土居位

- ! s 28 
石 I N5 

｜コZサド
-I S-29 I 
石 I BlO I 
I S D02 I 
iアハシ ・ ｜ 
｜ハカサゴド｜

S-30 
DlO 
S D02 
ニハサド

砥

砥

s.o 
4.3 
3.5 
137. 0 g 
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た
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割
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一
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ネ

q
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一
？石敵
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第 3次調査i 出土遺物 木製品(10
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第 3次調査 出土遺物 石器
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